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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　毎まい日にちがハッピー！




　やわらかな風かぜが吹ふき、あおあおとしげっている木き々ぎの葉はや、つぼみをつけた花はなたちをゆらした。

　それらにかこまれている廃はい墟きょのような家いえからは、食しょく欲よくをそそるような焼やき魚ざかなとお味噌みそ汁しるのニオイがもれでている。

「おにーちゃんっ！」

　鈴すずを鳴ならしたような、かろやかな声こえが家いえ中じゅうにひびきわたった。

　黒くろ光びかりした樫かしの木きでできたドアを、まっ白しろなキレイな手てがたたく。

「おにーちゃん、おきてっ！　今日きょうから学がっ校こうだよぉっ！」

　何なん度どもドアをたたく少しょう女じょ。

　名な前まえは高たか野の杏あん樹じゅ。

　この家いえの住じゅう人にんの１人ひとりだ。

　廊ろう下かの窓まどから差さしこむ光ひかりは、杏あん樹じゅの長ながい栗くり毛げ色いろの髪かみをかがやかせていた。

　小しょう学がく５年ねん生せいにしては、少すこしおとなびて見みえるのは──聡そう明めいそうな蒼あおい瞳ひとみのせいかもしれない。

「むーっ！」

　杏あん樹じゅは、目めを細ほそくし、ドアのむこうでまだ寝ねているであろう人じん物ぶつをにらみつける。

「高たか野の光こう哉やは、学がっ校こうをサボってばっかりって、マネージャーさんに言いいつけちゃうんだから！」

　この言こと葉ばがきいたのか、部へ屋やの中なかであわててはねおきる音おとがした。

「それだけはやめろ、まじで」

　ドアがいきおいよくひらかれ、この部へ屋やの主ぬしが顔かおを出だした。

　寝ねぼけまなこで寝ねぐせ全ぜん開かいの光こう哉やは、杏あん樹じゅがコロコロと笑わらうのを見みて、肩かたを落おとした。

「ジョーダンか。朝あさから心しん臓ぞうにわるい……」

「もう朝あさごはんの時じ間かんだっていうのに、おにいちゃんがおきないんだもん」

　そう言いって、杏あん樹じゅはジトーッと光こう哉やの顔かおを見みた。

「昨日きのうは、おそくまでレッスンだったんだよ」

　という光こう哉やは、いま、日にっ本ぽんで人にん気き急きゅう上じょう昇しょう中ちゅうのファッションモデル兼けんタレントだ。

　中ちゅう学がく２年ねん生せいにしては大おおきい、１７０センチをこえる身しん長ちょうと、日にっ本ぽん人じんばなれしたととのった顔かおだちは、だれもがふりかえってしまうほど。

　オープンな性せい格かくと、王おう子じさまスマイルと呼よばれている笑え顔がおで、確かっ固こたる地ち位いを築きずきつつある。

「ま、学がっ校こうは行いかないとな。おこしてくれて、ありがとな。杏あん樹じゅ」

　光こう哉やはそう言いうと、杏あん樹じゅの頭あたまをくしゃくしゃとなでた。

　くすぐったそうにして、杏あん樹じゅが笑えみをうかべる。

「新あたらしいマネージャーさん、怖こわいからねー」

「そうそう。学がく生せいの本ほん分ぶんは学がく業ぎょうなんだから、学がっ校こう休やすんだら芸げい能のう活かつ動どう自じ粛しゅくさせるぞ！　とかって、サラッと言いう人ひとだからな」

　光こう哉やは、はおっただけのワイシャツのそでをとおすと、杏あん樹じゅをまじまじと見みやった。

　杏あん樹じゅの顔かおではなく、肩かたや頭あたまに視し線せんを動うごかしている。

「あれ？　あいつ、まだ寝ねてんの？」

「ん？　もう下したでごはん食たべてる」

「ははっ、食しょく欲よくだけはうちで一いち番ばんだよなぁ」

　そう言いいながら、２人ふたりは、ダイニングに足あしを踏ふみいれる。

　すると、話はなしのタネになっていた人じん物ぶつがクルッとふりかえった。

「食しょく欲よくだけとか言いうなー！」

「おはよう。朝あさから元げん気きだな、シルフ」

　ダイニングテーブルの上うえに、ちょこんと座すわっていたシルフは、小ちいさな人にん形ぎょう用ようのコップに入はいっているお茶ちゃを飲のみほした。

　七なな色いろに透すきとおる羽はねを背せに持もち、大おおきな帽ぼう子しをかぶった体からだは、約やく20センチ。

　四よん大だい精せい霊れい、風かぜの精せいシルフだ。

　人にん間げんをこのみ、杏あん樹じゅをしたって、この家いえに居い候そうろうをしている。
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「光こう哉や！」

　シルフは、ビシッと光こう哉やの頭あたまを指ゆびさした。

「そんな寝ねぐせじゃ、王おう子じさま失しっ格かくだね」

「朝あさから、和わ食しょくを堪たん能のうしてる妖よう精せいに言いわれたくない」

「それって偏へん見けん！　妖よう精せいだって──！」

　と言いいかけて、シルフは口くちをつぐんだ。

「妖よう精せいだって、なんだよ」

　光こう哉やが詰つめよる。

　うぐぐ、と言こと葉ばを詰つまらせていたシルフは、光こう哉やから視し線せんをそらした。

「……たしかに、こんなに食たべるのは、ボクだけかも……？」

「ほら！　オレの言いったとおりじゃんか」

「んもう！　たくさん食たべることは、いいことだよ。それより、すっごくイイお天てん気きなのに、遅ち刻こくするとか気き分ぶんよくないでしょ？　ほら、早はやく食たべちゃおう」

　杏あん樹じゅが、あいだに割わって入はいる。

　光こう哉やとシルフは、こんなやりとりをしているが、実じっ際さいはすごくなかがいい。団だん結けつすると、杏あん樹じゅでも閉へい口こうしてしまうほど。

「晴はれが好すきな吸ヴァ血ンパ鬼イアも、めずらしいけどね」

「しかも、まじめ！」

　と、こんなふうに。

「それって、吸ヴァ血ンパ鬼イアは関かん係けいないしっ！」

　そう。

　杏あん樹じゅは吸ヴァ血ンパ鬼イアだ。

　いまは亡なきおじいちゃんが吸ヴァ血ンパ鬼イアで、その血ちを受うけついでしまった混こん血けつの吸ヴァ血ンパ鬼イア。

　光こう哉やも受うけついでいるが、その能のう力りょくはそれぞれちがうものになっている。

「今日きょうもにぎやかですねぇ」

　そのとき、口くちもとに笑えみをたたえながら、キッチンから茶ちゃ器きを手てにした、銀ぎん髪ぱつの執しつ事じ服ふくを着きた青せい年ねんが出でてきた。

　この家いえの、家か事じや雑ざつ事じをきりもりしている青せい年ねんだ。

「ヴァル、おはよう」

「光こう哉やさま、おはようございます」

　ていねいにあいさつをしたヴァルは、杏あん樹じゅにも頭あたまを下さげる。

「杏あん樹じゅさま、おこしに行いってくださり、ありがとうございました。お茶ちゃのおかわりでも、入いれましょうか？」

「あ、うん。ありがとう。おねがいします」

　ヴァルが手てばやく、翡ひ翠すい色いろの緑りょく茶ちゃをそそぐ。

「今日きょうは始し業ぎょう式しきですから、お帰かえりは早はやいですか？」

「オレは終おわったら、そのまま撮さつ影えい行いくよ」

「わかりました。杏あん樹じゅさまは？」

「たぶん、早はやいと思おもうけど……なんで？」

「いや、ぬらりひょんが家いえに来くると言いっておりまして……私わたしだけでは、どうも……」

「ヴァルは神しん狼ろう族ぞくのくせに、あいかわらず怖こわがりだよね」

　シルフに言いわれ、ヴァルはシュンと目めをふせた。

　ヴァル──ヴァイツェンウルフは、ヨーロッパ全ぜん域いきに生せい息そくする精せい霊れいだ。

　高たか野の家けでは、大おおきな犬いぬとして飼かわれていたが、おじいちゃんがいなくなったあと、杏あん樹じゅや光こう哉やの保ほ護ご者しゃとして、人ひと型がたとなって生せい活かつしている。

　とても怖こわがりで、レースやフリルといったかわいいものに目めがない、変かわった精せい霊れいだ。

「でも、なんでぬらりひょんが来くるんだ？」

　光こう哉やがふしぎそうにする。

「そういえば、夏なつの納のう涼りょう祭さいのときに、お茶ちゃ飲のみ友ともだちになろうとかって、言いわれてたよね？」

「いいえ、大たい使しの仕し事ごとや家いえのことでバタバタしていたので、まだ約やく束そくは果はたせていないのですが……」

「あ、そっか！」

（夏なつ休やすみ、いそがしかったもんね……）

　ふと、夏なつ休やすみの後こう半はんのほとんどを、妖よう怪かいや精せい霊れいたちとすごしたことを思おもいだした。

　杏あん樹じゅは、今こ年としの春はるまでは、ふつうの小しょう学がく生せいだった。

　過か去こ形けいなのは、いまはふつうとはちょっとちがうからだ。

　じつは杏あん樹じゅ──おじいちゃんから受うけついだのは、吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくだけではない。

　おじいちゃんがおおせつかっていた、世せ界かい精せい霊れい同どう盟めい（通つう称しょうＷＦＡ）の特とく別べつ管かん理り大たい使しの任にんも、光こう哉やといっしょについだのだ。

　特とく別べつ管かん理り大たい使しの仕し事ごとは、いろいろだ。

　人にん間げんと妖よう怪かいたちのあいだに立たち、橋はしわたし的てきなことをしたり、精せい霊れいたちの相そう談だんに乗のったり、人にん間げん界かいでわるいことをする精せい霊れいを処しょ罰ばつしたり。

　命いのちがけのときもあったし、自じ分ぶんたちが吸ヴァ血ンパ鬼イアだとバレてしまいそうなときもあった。

　それでも、大たい使しをつづけているのは、おじいちゃんから受うけついだからという理り由ゆうだけじゃない。

　人にん間げんと外がい見けんがちがうだけで、実じっ際さいは人にん間げんと同おなじように、この世せ界かいで生せい活かつをしている精せい霊れいや妖よう怪かいたち。

　あきらめることを知しらず、いまをせいいっぱい生いきている。

（人にん間げんと同おなじだ……）

　そう気きづいたとき、杏あん樹じゅは、自じ分ぶんのできるかぎり、精せい霊れいと人にん間げんのために、大たい使しをつづけようと心こころに誓ちかったのだ。

「今こん回かいの申もうし出では、お茶ちゃ飲のみとはべつのようでして」

「へ？」

　杏あん樹じゅと光こう哉やは、目めを丸まるくさせた。

「どういうこと？」

「なにか依い頼らいがあるとかで……どうしましょう？　明日あしたとか、日ひをあらためて、来きていただきましょうか？」

「ううん、だいじょうぶ！　なるべく早はやく、帰かえってくるようにするね」

　答こたえて、杏あん樹じゅは立たちあがった。

「杏あん樹じゅ１人ひとりで平へい気きか？」

「平へい気きだよ。依い頼らいを聞きくだけだし……それに、シルフもヴァルもいるから、おにいちゃんは撮さつ影えいがんばって！」

　そう言いって、カバンを手てにとった。

「学がっ校こう、行いってきます！」

「オレも、そろそろ」

　制せい服ふくのネクタイをしめなおし、光こう哉やも立たちあがる。

　紺こん色いろのブレザーで、下したがチェックの上じょう下げは、この近きん辺ぺんではもっぱらかわいいと評ひょう判ばんの──幼よう稚ち園えんから高こう校こうまである、巨きょ大だいマンモス校こうの海かい聖せい学がく園えんの制せい服ふくだ。

　杏あん樹じゅも光こう哉やも、同おなじ学がく園えんにかよっている。

　だから、いっしょに登とう校こうしてもよさそうなのに──

「私わたし、先さきに行いくねっ！」

「杏あん樹じゅ、待まって！　ボクも行いくよぉ！」

　シルフはあわてて口くちの中なかの食たべものを飲のみこむと、七なな色いろの羽はねでうかびあがり、杏あん樹じゅの肩かたにしがみついた。

「自じ分ぶんで飛とんだらいいのに」

「食しょく後ごすぐの運うん動どうは、よくないって言いうでしょ？」

　したり顔がおで言いうシルフを見みて、杏あん樹じゅは肩かたを落おとした。

（でも、これがいつもの風ふう景けいだよね）

　おきて、ヴァルのごはんを食たべて、学がっ校こうに行いく。

　このなにげない生せい活かつが、夏なつ休やすみを終おえて、またはじまるのだ。

　それだけのことが、杏あん樹じゅにはたまらなく幸しあわせに思おもえた。

「行いってきます！」







　　　　２　秋あきの一いち大だいイベント！




「おっはよぉ！」

　杏あん樹じゅが、昇しょう降こう口ぐちでくつをはきかえているところで、背はい後ごから声こえがかかった。

　いまにも、杏あん樹じゅにだきつきそうないきおいであいさつをしてきたのは、杏あん樹じゅの親しん友ゆうである立たち花ばな里さと美みだ。

　細ほそ身みの杏あん樹じゅに対たいして、ぽっちゃり気ぎ味みの里さと美みはいつもオシャレで、元げん気きがいい。

　まじめでおとなしい杏あん樹じゅとは正せい反はん対たいで、なんにでも首くびをつっこみ、思おもったことを言いわずにはいられない性せい格かくの里さと美み。

　杏あん樹じゅは、そんな性せい格かくの里さと美みが、ちょっとうらやましくもあった。

「おはよう、里さと美み。今日きょうも元げん気きだねー……って、すっごい焼やけてる！」

「うん。お父とうさんと海うみに行いってきたの！」

　言いいながら、里さと美みがのぞきこむようにして見みてくる。

「な、なに？」

「杏あん樹じゅは？　夏なつ休やすみ、電でん話わしてもいなかったから……両りょう親しんのところに行いってたの？」

　そう聞きかれ、杏あん樹じゅはウッとつまってしまった。

　杏あん樹じゅのお父とうさんは有ゆう名めいなピアニストで、お母かあさんはマネージャーをしている。

　ヨーロッパを拠きょ点てんに仕し事ごとをしているため、いっしょには暮くらしていない。

　ときおり、電でん話わするくらいだ。

　さびしくもあったけれど、ヴァルやシルフのおかげで、楽たのしくすごせている。

　だけど、夏なつ休やすみに家いえにいなかったのは、両りょう親しんのところに遊あそびに行いっていたわけではなく……。

（でも、ほんとうのことを言いうわけにはいかないし）

　こまったような表ひょう情じょうをうかべ、杏あん樹じゅはあいまいに里さと美みに答こたえる。

「まぁ、うん。ごめんね、もっといっしょに遊あそびたかったんだけど」

　考かんがえてみると、里さと美みといっしょに遊あそんだのは数かぞえるほど。

　一いち番ばん最さい後ごに会あったのは、クラスメイトの百ゆ合りが出でているバレエの発はっ表ぴょう会かいのときだ。

（えっと、あれはいつだったっけ……？）

　家か事じの分ぶん担たんや大たい使しの仕し事ごと、それに宿しゅく題だいもあって、正しょう直じき、目めが回まわってしまいそうなほどのいそがしさだったからか、なかなか思おもいだせない。

「謝あやまることじゃないよ。あいかわらず、杏あん樹じゅはまじめなんだから！　それよりさ、今日きょう、学がっ校こう終おわったら、百ゆ合りもさそって、駅えき前まえのアイスクリーム屋やさんに行いかない？　新しん作さくのフレーバーで、百ゆ合りの足あしが完かん治ちしたお祝いわいしようよ！」

「新しん作さくアイス！」

　と声こえをあげたのは、杏あん樹じゅではなく、肩かたに乗のっていたシルフだ。

「杏あん樹じゅ、行いきたい！　行いこうよ！」

　杏あん樹じゅや光こう哉やのように、精せい霊れいが見みえる人にん間げんではないとシルフのすがたは見みえず、声こえも聞きこえない──それをいいことに、シルフが杏あん樹じゅの耳みみもとでさわぎたてる。

（えーっ……だって、今日きょうはぬらりひょんが来くるって……）

「アイス！　アイス！」

　さわぐシルフをチラッと見みて、杏あん樹じゅは小ちいさく肩かたをすくめた。

「お祝いわいってことなら、行いこうかな」

「そうこなくちゃ！　今こ年としはマロンなんだって。超ちょうたのしみー！」

　嬉き々きとして話はなしながら、里さと美みと杏あん樹じゅは階かい段だんを上のぼっていく。

「そういえば、光こう哉や先せん輩ぱい、すごい人にん気きだよねぇ……なんか、もうすっかり手てが届とどかない人ひとって感かんじ」

　杏あん樹じゅがうらやましい、と言こと葉ばをはきだし、里さと美みはため息いきをついた。

「毎まい日にち、あのお兄にいさんといっしょなんだもん」

　そう言いわれて、杏あん樹じゅは苦く笑しょうした。

　今朝けさの──あの寝ねぼけた光こう哉やの顔かおを思おもいだしてしまったのだ。

（あのって言いわれてもなぁ……）

「じつは、あんまり実じっ感かんないんだよね。家いえでは、ふつうだしさ」

「そうなんだ？　光こう哉や先せん輩ぱいのファンが多おおいからさ、今こ年としの体たい育いく祭さいは、ものすっごいにぎやかになりそうじゃない？」

「どういう意い味み？」

　里さと美みの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

「うちの学がく園えん、体たい育いく祭さいで来くる人ひとにチケットくばるじゃない？　ほしがってる子こ多おおいみたいだよ」

「え？　なんで？」

「だって、チケットがあれば、生なまＫＯＵＹＡが見みられるじゃん！」

「ま、そうだけど……」

（そこまでして、見みたいもんかなぁ？）

　いまいち理り解かいできていない杏あん樹じゅに、シルフが口くちをひらく。

「有ゆう名めい人じんだからねぇ……チケットがあれば、話はなすことだってできるかもしれないじゃん」

（なるほど……）

　うなずいた杏あん樹じゅの背はい後ごから、ドタドタと階かい段だんを駆かけあがってくる足あし音おとが聞きこえた。

「高たか野のさああああああんっ！」

　同おなじクラスの笹ささ詩し織おりだ。

　初しょ等とう部ぶ、中ちゅう等とう部ぶ、高こう等とう部ぶがいっしょになっている新しん聞ぶん部ぶの記き者しゃをやっていて、光こう哉やがテレビに出ではじめてからというもの、なにかと笹ささは杏あん樹じゅに話はなしかけてくる。

　メガネをかけ、三みつ編あみに結ゆいあげ、つねに手て帳ちょうを手てにしている笹ささは、とても背せが小ちいさい。

　だまっていれば、人にん形ぎょうみたいでかわいいのだけど……と、杏あん樹じゅはいつも思おもっていた。

「おはよっ、ちょっといい？」

　純じゅん粋すいに、友ともだちとしてというのではなく、光こう哉やめあてというのが、杏あん樹じゅには少すこしさびしい。

「う、うん、なに？」

　と答こたえたものの、聞きかれることくらい予よ想そうできる。

「聞ききたいことがあるんだけどっ！　光こう哉や先せん輩ぱい、今こ年としは体たい育いく祭さい出でるのかしら？」

　ズイッと近ちかよられ、杏あん樹じゅはたじろいだ。

「ちょっと、笹ささ！　あいさつもなしに、失しつ礼れいじゃない？」

　里さと美みが笹ささをにらみつけた。

「あいさつはしたでしょ？」

　と、笹ささもつっけんどんに答こたえる。

「あんなのあいさつじゃないよ。杏あん樹じゅ、もう行いこう」

「あ、でも……」

「いいの。答こたえることなんかないんだから」

　そう言いった里さと美みに、笹ささがアッカンベーをする。

「いーっだ！　私わたし、あきらめないからねっ！」

「はいはい。ほら、杏あん樹じゅ。行いくよ！」

「う、うん……」

　おずおずとうなずきながら、教きょう室しつに入はいった杏あん樹じゅの背せ中なかを、里さと美みがおもいきりたたく。

「気きにしないの。あんなデリカシーのないやつ、ほうっておけばいいんだって」

「そこまで言いわなくても……もしかしたら、話はなしてみたらイイ子こかもしれないし……」

「ないない。あ、百ゆ合り！」

　里さと美みは首くびをふると、視し線せんの先さきにいた百ゆ合りに声こえをかけた。

　耳みみにイヤホンをつけ、スラリと伸のびた足あしをブラブラさせながらイスに座すわっている百ゆ合り。

　ショートの髪かみをうしろに流ながし、切きれ長ながの目めはどこか近ちかづきにくいふんいきだった。

「ゆーりっ！」

　里さと美みが駆かけよる。

「おはようっ！」

　そう言いって、ポンッと肩かたをたたいた。

　その瞬しゅん間かん、百ゆ合りが驚おどろいたように体からだをビクッとさせる。

　ふりかえって、たたいた相あい手てが里さと美みだとわかると、百ゆ合りは顔かおをほころばせた。

「おはよう、里さと美み。杏あん樹じゅも！」

「おはよう、百ゆ合り」

「ねぇねぇ、百ゆ合り。今日きょうさ──」

　と早さっ速そく、アイスクリーム屋やさんにさそっている里さと美みを横よこ目めに、杏あん樹じゅは教きょう室しつ内ないを見みまわした。

（あ、いた……）

　短たん髪ぱつで色いろ黒ぐろの男おとこの子こ──春はる人とを見みつけ、杏あん樹じゅは口くちもとに笑えみをうかべた。

　クラスメイトの男おとこの子こと、なにか楽たのしそうに話はなしている。

「陰おん陽みょう師じ、明あかるくなったよねー？」

　杏あん樹じゅの視し線せんを追おったシルフが、ニヤニヤしながら口くちをひらく。

（たしかに）

　おもわず、うなずいてしまう。

　春はる人とは陰おん陽みょう師じのたまごだ。

　大たい使しの杏あん樹じゅとは、ぶつかってばかりだったけれど、夏なつ休やすみの納のう涼りょう祭さい事じ件けんで協きょう力りょくしてからというもの、春はる人ととはちょくちょく顔かおをあわせていた。

　クラスメイトとしてではなく、大たい使しと陰おん陽みょう師じという奇き妙みょうなかたちでだけれど。

　光こう哉やが仕し事ごとでいそがしいこともあって、妖よう怪かいたちが問もん題だいをおこすと、春はる人ともてつだってくれたりしたのだ。

　いままでは、どこか遠えん慮りょがちで、ぶつかってばかりだったのだけれど、なんだかなかよくやれている。

「おう」

　杏あん樹じゅの視し線せんに気きづいたのか、春はる人とが手てをあげる。

「おはよ」
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　杏あん樹じゅも小ちいさく手てをふったのを、里さと美みは見みのがさなかった。

「あーんーじゅっ！　なになに、安あ倍べくんといつの間まにか──」

「里さと美みってば……そんなんじゃないって」

　詰つめよってくる里さと美みに、杏あん樹じゅはあわてて言こと葉ばをつづける。

「ほら、安あ倍べくんは、おにいちゃんのこと言いってこないし、話はなしやすいクラスメイトというか……ね」

「その言こと葉ば、信しんじるからねっ！」

　里さと美みが、必ひっ死しな顔かおで言いう。

「そんなに気きになるなら、言いっちゃえばいいのに」

　百ゆ合りが、２人ふたりのあいだでつぶやいた。

「言いっちゃえばって、なにを？」

　聞ききかえす杏あん樹じゅの肩かたの上うえで、シルフがやれやれと両りょう手てをあげる。

（なによ、シルフってば……）

「言いえない！　それはムリ！」

　顔かおを真まっ赤かにする里さと美みを、百ゆ合りがふしぎそうに見みる。

「里さと美みって、そういうとこだけ消しょう極きょく的てきだよね」

「じゃあ、百ゆ合りは言いえるの？」

「好すきな人ひとができたら、言いうと思おもうよ」

（好すき……あっ、告こく白はくってことか！）

　気きづいて、杏あん樹じゅも顔かおを赤あかくさせる。

「なに、杏あん樹じゅ。どうしたの？」

「ううん、なんでもない」

　あわてて首くびをふる杏あん樹じゅを見みて、シルフがボソッと言こと葉ばをはいた。

「杏あん樹じゅは、その鈍どん感かんをどうにかしなきゃね……女じょ子し失しっ格かくだよ、ほんと」

（そんなの、性せい別べつがないシルフに言いわれたくないんだけどっ！）

　ジロリと空くう中ちゅうをにらみつけている杏あん樹じゅを見みて、百ゆ合りが首くびをかしげた。

「杏あん樹じゅ、どうかした？」

「いや……ほんと、なんでもない」

　さっきと同おなじ返へん答とうをしていることに気きづいて、杏あん樹じゅはしどろもどろになってしまう。

　そんな杏あん樹じゅを遠とお目めから見みていた春はる人とが、クスッと笑わらった。

「そうそう！」

　そのとき、そう切きりだしながら、百ゆ合りが声こえをひそめた。

「里さと美みなら、もう知しってると思おもうんだけど」

「私わたしなら？　なになに？」

　里さと美みも体からだを乗のりだしてくる。

「足あしの治ち療りょうしに箱はこ根ねの温おん泉せんに行いったんだけど……里さと美みの大だい好すきなアレ、出でるってウワサだよ」

「マジで？」

　里さと美みの目めがいきいきとしてくる。

「ほんとに？」

「芦あしノの湖このほとりで、異い常じょう現げん象しょうがおきてるんだって」

「うわー、行いきたいー！」

　はしゃぐ里さと美みの横よこで、杏あん樹じゅの顔かおがこわばった。

（なにそれ……）

　今こん度どは気きづかれないように、杏あん樹じゅは頭ず上じょうにういているシルフを見みる。

（なにか知しってる？）

　シルフが肩かたをすくめた。

「そんなウワサ、ボクの耳みみには入はいってないけどね。人にん間げんって、ほんとうにオバケとか超ちょう常じょう現げん象しょうとか好すきだよねー」

　と笑わらっている。

「ね、杏あん樹じゅ。どう？」

　急きゅうに里さと美みから話はなしをふられ、杏あん樹じゅはキョトンとしてしまった。

「へ？　あ、ごめん。なに？」

「杏あん樹じゅもいっしょに、オバケに会あいにいかない？　って言いったの」

「えーっ、ムリ！　私わたしが怖こわいの苦にが手てだって、里さと美みも知しってるじゃない」

　そうなのだ。

　杏あん樹じゅは精せい霊れいや妖よう怪かいといった、人にん間げん界かいには存そん在ざいしえないモノたちと会あっているくせに、いまだに幽ゆう霊れいやオバケが苦にが手てなのである。

　克こく服ふくしようと思おもっても、なかなかできないでいる。

「行いきたいなぁ。百ゆ合り、行いこうよ」

「もうしわけないけど、断ことわるわ……どうせ、ウワサだろうし、私わたしはそういうの信しんじてないし」

「百ゆ合りって、アレでしょ。科か学がくで全ぜん部ぶ証しょう明めいできるとか思おもってるでしょ」

「そんなんじゃないけど……箱はこ根ねでオバケ探さがしなんて、オシャレじゃないもん」

「あーぁ、昔むかしの百ゆ合りにもどっちゃった」

「なによ、それ」

　百ゆ合りが目めをパチクリさせている。

「無む意い味みなことはしない主しゅ義ぎ！」

　ビシッと言いった里さと美みの言こと葉ばに、悪あく意いがふくまれている感かんじはしない。あくまで、からかっているようだった。

「はいはい、そこまで」

　いつの間まにか、担たん任にんのキヨミ先せん生せいが杏あん樹じゅたちのそばに立たっていた。

「夏なつ休やすみは終おわったんだぞー！　おしゃべり終おわり。いい？」

「はーい」

　返へん事じをして、それぞれが席せきにつく。

　ホームルームがはじまると、杏あん樹じゅのとなりに座すわっている里さと美みが小こ声ごえで話はなしかけてきた。

「いないとわかってても、行いきたくなるよねぇ。怪かい奇き現げん象しょう、見みてみたくない？」

「私わたしは見みたくないってば」

　あきれ顔がおで返へん事じをした杏あん樹じゅの胸むねは、なぜか妙みょうにざわついていた。







　　　　３　依い頼らいの持もちこみ




「まずい、おそくなっちゃった！」

　駅えき前まえからあわてて帰かえってきた杏あん樹じゅは、腕うで時ど計けいを見みた。

　ヴァルには電でん話わして伝つたえたけれど、予よ定ていよりもおおはばにおくれてしまっている。

「もう、ぬらりひょんさん、来きちゃってるかな？」

　いきおいよく門もんをあけ、丹たん精せいされた庭にわのまんなかを走はしりぬけた。

　杏あん樹じゅがとおったあとは、花はなたちがふんわりとゆれている。

　かすかに香かおる花はなのニオイに、杏あん樹じゅの気き持もちは落おちついていった。

　玄げん関かんの前まえで、一いち応おう、身みなりをととのえるよゆうもできた。

「ただいまぁ！」

　ドアをあけると、キッチンからヴァルが顔かおを出だす。

「杏あん樹じゅさま、おかえりなさいませ」

「ごめん、おそくなっちゃった」

　そう言いいながら、リビングの中なかへ入はいっていく。

　リビングのソファーには、ゆったりと腰こしをかけたおじいさんがいた。

　頭あたまがうしろに長ながく、つるりとはげあがっていた。

　白しろく長ながいアゴ髭ひげをなでさすりながら、待まち人びとを待まっているのは、妖よう怪かいぬらりひょんだ。

「いらっしゃいませ。こんにちは。おそくなってしまって、ごめんなさい」

　杏あん樹じゅが声こえをかけると、ぬらりひょんはゆっくりとふりかえった。

「おや……おかえりなさい。こちらこそ、お邪じゃ魔ましておりますぞ」

「あっ、ただいま……です」

「杏あん樹じゅさま、聞きいていただきたいことがございましてな。とつぜんで失しつ礼れいかと思おもったのですが、今日きょう、こちらにうかがったのですじゃ」

「え、えぇ。それはヴァルから聞きいています」

「いそぐことでもないんじゃろうが、どうも、わしには気き味みがわるくてのお」

　杏あん樹じゅは、スッと顔かおをひきしめた。

「なにか、ありましたか？」

　聞ききかえして、杏あん樹じゅは、ぬらりひょんの前まえに腰こしかける。

　すっかり、大たい使しの顔かおになっている杏あん樹じゅを見みて、ぬらりひょんが口くちをひらいた。

「……杏あん樹じゅさまは、〝箱はこ根ねの影かげ〟、というウワサを聞きいたことはありませんかな？」

「〝箱はこ根ねの影かげ〟……ですか？」

　はじめて聞きく言こと葉ばに、杏あん樹じゅは首くびをかしげる。

「それって、今朝けさ、里さと美みっちや百ゆ合りっちが話はなしてたことじゃない？」

　シルフに言いわれて、そうか、と手てを打うった。

「おや、もう人にん間げん界かいにもウワサが？」

「いえ、怪かい奇き現げん象しょうとしか……ウワサの域いきを出でていない感かんじでしたけど。私わたしも今日きょう、はじめて学がっ校こうで聞きいたので、どれだけ広ひろまっているかとかはわからないのですが」

「そうですか。いや、失しつ礼れい。ちゃんと耳みみに入はいっていたら、大たい使しさまたちは動うごきますわな……じつは、奇き妙みょうな話はなしを耳みみにしましてな」

「どんな話はなしでしょう？」

　と言いいながら、ヴァルがお茶ちゃを手てにやってくる。

「ごく一いち部ぶのものしか、気きづいていないのかもしれん……わしも、つい２日かほど前まえに耳みみに入はいったんじゃ。ただ、人にん間げん界かいでも話わ題だいになっとるとなると、いそがなきゃまずいことになるかもしれませんな」

　つ、と出だされたお茶ちゃを飲のむと、ぬらりひょんは言こと葉ばをつづける。

「箱はこ根ねのある場ば所しょで──陽ようと逆ぎゃくに影かげが伸のび、ゆれる木き々ぎとは逆ぎゃくに風かぜが流ながれる……らしいのですじゃ」

「えー、どういうこと？」

　シルフが頭あたまをかかえた。

「逆ぎゃくって？　意い味みわかんない」

（うーん……）

　なんとなく想そう像ぞうできたことを、杏あん樹じゅがシルフに教おしえる。

「正しょう面めんに太たい陽ようがあるのに、影かげも正しょう面めんに伸のびてるってことなんじゃない？」
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「太たい陽ようが正しょう面めんだったら、影かげは背せ中なかのほう──」

「だから、奇き妙みょうなんでしょ」

　杏あん樹じゅは、シルフの鼻はな先さきをツンとつつく。

「とりあえず、つづきを聞ききましょ」

　そう言いって、ぬらりひょんのほうへと視し線せんをもどす。

「失しつ礼れいですが、私わたしは、まだ妖よう怪かいのみなさん全ぜん員いんを覚おぼえているわけじゃないんです。そういう、ふしぎなことができる妖よう怪かいのしわざとかですか？」

「いや……」

　ぬらりひょんは、首くびをふった。

「わしも思おもいあたる妖よう怪かいはいないかと、葛くずの葉はや九きゅう尾びの狐きつねとも何なん度ども話はなしたのですがね……どうも、思おもいつかぬようで……ただ、そうとうの力ちからの持もち主ぬしではないかと、意い見けんが一いっ致ちしましてな」

「それは、どうして？」

　シルフがふしぎそうに、ぬらりひょんを見みつめた。

「すがたを見みせず、われらに居い場ば所しょを感かん知ちさせず、広こう範はん囲いで非ひ自し然ぜん現げん象しょうをおこすようなやつじゃ。そうとう、古ふるいモノであると思おもってとうぜんじゃろう？」

「となると、また海かい外がいから入はいりこんだのでしょうか？」

　ヴァルが顔かおをしかめた。

「かもしれないね」

　杏あん樹じゅはヴァルに答こたえると、考かんがえこんでしまう。

　ＷＦＡの大たい使しは各かっ国こくにいて、それぞれが結けっ界かいを張はり、ほかの精せい霊れいたちが自じ分ぶんの国くにに無む断だんでやってこないように守まもっている。

　けれど、日にっ本ぽんは──光こう哉やや杏あん樹じゅの力ちからでは足たりず、結けっ界かいを張はることができない。

　だから、たびたび、よその精せい霊れいが入はいりこんではわるさをしていくのだ。

　夏なつ休やすみは侵しん入にゅうが多おおく、杏あん樹じゅたちは話はなしあったり、なだめたり……ときには力ちからでもって、精せい霊れいたちを追おいはらってきた。

　中なかには、まだ日にっ本ぽんにいて、観かん光こうしている精せい霊れいもいるけれど。

（なんだかなぁ……）

　ちゃんと正せい規きの手てつづきをして、日にっ本ぽんに渡と来らいしてくる精せい霊れいもいるけれど、数かずは少すくない。

「でも、ちょっとおかしいことになってるけど、べつに害がいはないんでしょ？　なら、気きにすることなくない？」

　あっけらかんと話はなすシルフを見みて、ヴァルが首くびをふる。

「これが、人にん間げん界かいで大おおきなさわぎを招まねいたら、まずいことになりますよ。すでにウワサは出でてしまっています。なにかしら、動うごいたほうがいいでしょうね」

「そうなのですじゃ。それが気きになったので、ご報ほう告こくをしにまいったまで」

「うーん……」

（ようやく、いつもの生せい活かつにもどった！　と思おもったけど、そういうわけにはいかないか……）

　杏あん樹じゅは小ちいさく息いきをついた。

（にしても……）

　逆ぎゃくになる場ば所しょとは、いったいどういう場ば所しょなんだろう？

　箱はこ根ねといえば──温おん泉せんで有ゆう名めいな観かん光こう地ちであり、歴れき史しがふかい場ば所しょでもある。

（うかばれない魂たましいのしわざ、とか？）

　自じ分ぶんで考かんがえたくせに、杏あん樹じゅはブルッと体からだをふるわせた。

「あ、いまオバケを想そう像ぞうしたでしょ？」

　シルフが、オバケが苦にが手てな杏あん樹じゅをからかう。

「だって、逆ぎゃくになる以い外がい、なにもおこらないなんて……」

「ま、行いけばわかるでしょ」

　そう言いって、シルフは羽はねをパタパタと動うごかした。

「えっ、いまから行いくの!?」

　と、杏あん樹じゅは目めを丸まるくさせた。

　光こう哉やに話はなしてから、どうするか決きめようと思おもっていたからだ。

「ダメですよ」

　ヴァルが、キッとシルフを見みすえた。

「いまから行いったのでは、着つくのが夜よるになります。いくら、いそいだほうがいいと言いっても、わざわざあぶない時じ間かん帯たいに、行いくことはありません」

　そうきっぱりと言いうと、ぬらりひょんにむきなおる。

「場ば所しょの特とく定ていは、できていますか？」

「話はなしを聞きくに、たぶん、あそこだとは思おもうのですが……わしも、ご同どう行こういたしましょうか。暗くらき時じ間かんは、われらの時じ間かん。大たい使しさまだけでは、不ふ安あんじゃろうて」

「いえ」

　杏あん樹じゅが首くびをふった。

「これは、大たい使しへの依い頼らいです。私わたしたちの仕し事ごとですから、だいじょうぶですよ」

　とは言いったものの、光こう哉やは週しゅう末まつになると仕し事ごとで動うごけないので、１人ひとりで動うごくのは不ふ安あんだった。

　かと言いって、新しん学がっ期きがはじまって早そう々そう、学がっ校こうを休やすむのも気きが引ひける。

　週しゅう末まつに、１人ひとりで行いくか。

　それとも、平へい日じつに学がっ校こうを休やすんででも、光こう哉やといっしょに行いくか。

（うーん……どうしよう！）

　内ない心しんでは悩なやんでいても、そんな弱よわ腰ごしな部ぶ分ぶんを、ぬらりひょんに見みせるわけにはいかない。

（ほうっておける問もん題だいじゃないことは、たしかなんだし！　思おもいきるしかないよね）

　杏あん樹じゅは言こと葉ばをつづけた。

「半はん人にん前まえかもしれませんが、これでも夏なつ休やすみ中ちゅうずっと、大たい使しとして動うごきまわっていたんです。まかせてください」

　大たい使しになりたてのころとは、まったくちがう、自じ信しんを感かんじさせる表ひょう情じょうに、ぬらりひょんが少すこし顔かおをほころばせた。

「そうですか。いや、出ですぎたまねをいたしました。それでは、大たい使しさまにおまかせしましょう……しかし」

　ぬらりひょんは、長ながいまゆをピクリとあげ、金きん色いろのまなざしを杏あん樹じゅへとむけた。

「お気きをつけなされ。このぬらりひょん、不ふ吉きつな予よ感かんが、ひしひしとしておりますのじゃ」

「不ふ吉きつ……」

　杏あん樹じゅは言いいかけて、言こと葉ばを飲のみこんだ。

「……だいじょうぶです」

　ぬらりひょんに笑えみをうかべる。

「明日あしたにでも行いってきますから。原げん因いんを調しらべて、もとにもどす努ど力りょくをしますね。みなさんにも、安あん心しんしてくださるようにお伝つたえください」

　不ふ安あんを表おもてに出ださないよう、杏あん樹じゅはこう言いって、サッと立たちあがった。

「とりあえず、お昼ひるにしませんか？」







　　　　４　変へん装そうもラクじゃない!?




　ガタンゴトン　ガタンゴトン

　あたたかな日ひざしと、ここちよいゆれ──昨夜ゆうべの寝ね不ぶ足そくもあって、杏あん樹じゅはすぐに眠ねむりに落おちてしまった。

「ねぇ、おじいちゃん」

　夢ゆめの中なかで、杏あん樹じゅは、お盆ぼんのときに帰かえってきたおじいちゃんと話はなしたことを、思おもいだしていた。







「このままでいいのかな……いっしょうけんめいやってるけど、やっぱり不ふ安あんなの」

　具ぐ体たい的てきなことをなにひとつ言いわなくても、おじいちゃんは、杏あん樹じゅがなにを言いっているのかわかったようだ。

「そのままの杏あん樹じゅでいいんだよ。ムリや背せのびをしてやったことは、きっとあとになって、もっと不ふ安あんになるだろうから」

「そういうものなのかなぁ……」

　杏あん樹じゅはいまひとつ、納なっ得とくがいかなかった。

「杏あん樹じゅは、せいいっぱいやっていると思おもうよ。上うえから見みていて、ほんとうにそう思おもう。心こころのやさしい杏あん樹じゅには、大たい使しの責せき任にんは重おもいのかもしれないが……」

「でも、やりがいがあるよ」

　そう言いった杏あん樹じゅを、おじいちゃんはうれしそうに見みつめた。

「杏あん樹じゅ、これだけは覚おぼえておいておくれ。だれにだってまちがいはあるんだ。それを恥はじて動うごけなくなったらいけないよ。まちがいはなおせる。やりなおしは、何なん度どだってできるんだ。不ふ安あんに思おもっても、まずは動うごくことが大だい事じなんだ」

「うーん……」

「誠せい実じつに接せっしていれば、相あい手てにはかならず伝つたわる。いままでだって、そうだっただろう？」

「うん……そうだね」

「だから、杏あん樹じゅはそのままでいいんだよ」

「わかった、おじいちゃん」

　そう答こたえた杏あん樹じゅの頭あたまを、おじいちゃんがやさしくなでる。

　大おおきくあたたかな手て。

　なにもかもつつんでくれる手て。

　そんな手てのぬくもりがなつかしくて、杏あん樹じゅの目めから涙なみだがこぼれた。







「……おい、杏あん樹じゅ。どうした？」

　光こう哉やが、杏あん樹じゅの肩かたをゆさぶった。

「ん……」

　メガネをとり、目めをこする。

「あれ……寝ねちゃった」

「わるい夢ゆめでも見みたか？」

　杏あん樹じゅのほおをつたうひとすじの涙なみだを、光こう哉やが指ゆびでなでた。

　心しん配ぱいそうに、杏あん樹じゅの顔かおを見みつめている。

「平へい気きか？」

「お盆ぼんのときのこと、夢ゆめに見みてて……」

　目めをシパシパさせながら、杏あん樹じゅはなにげなく窓まどの外そとを見みた。

　あざやかな緑みどり一いち面めんの山やまが、視し界かいに飛とびこんでくる。

「うわぁ……！」

　視し線せんを先さきにやると、山やま々やまにかこまれた鉛なまり色いろの湖みずうみが見みえた。

　太たい陽ようの光ひかりをあび、湖こ面めんがキラキラとかがやいている。

　その上うえをすべるようにして、遊ゆう覧らん船せんが進すすんでいくのが見みえる。

「ステキ！」

　大たい使しとしてここにきたのもわすれ、杏あん樹じゅは次し第だいに大おおきくなっていく湖みずうみにくぎづけだった。

「で、なんかわかったのか？」

　缶かんコーヒー片かた手てに、だてメガネをかけた光こう哉やが杏あん樹じゅに問といかける。

「うん？」

　杏あん樹じゅは窓まどわくから手てをはなすと、むかいあうように座すわっている光こう哉やにむきなおった。

　平へい日じつにもかかわらず人ひとが多おおい箱はこ根ねに、電でん車しゃで行いくと知しった光こう哉やのマネージャーが用よう意いした、変へん装そうセット。

　それを身みにつけた光こう哉やは、ふだんとちがって新しん鮮せんだった。

　おもわず、クスッと笑わらってしまう。

「笑わらうなよ」

「だって、その変へん装そう……絶ぜっ対たい、おにいちゃんだってわかるもん」

「そうか？」

　光こう哉やは確かく認にんするように、窓まどを鏡かがみのようにして自じ分ぶんを見みた。

　キャップに、だてメガネ。

　アクセサリーはひかえめに、服ふく装そうもおさえ気ぎ味みに。

　自じ分ぶんではがんばって変へん装そうしたけれど、杏あん樹じゅに言いわれてみると、そう変かわっていないようにも思おもえる。

「ま、バレなきゃいいんだよ」

　そう言いった光こう哉やの横よこで、シルフがお弁べん当とうから顔かおをあげた。

　いまのいままで食しょく事じをしていたらしい。

　ほおに、ごはんつぶをつけている。

「変へん装そうするなら、吸ヴァ血ンパ鬼イアの正せい装そうをしてくればよかったんだよ！　あれなら空そらも飛とべるし、人にん間げんに見みられることもないじゃん」

「あーのーなぁ！」

　光こう哉やがシルフに詰つめよった。

「駅えき弁べん食たべたいってさわいだの、だれだっけ？　飛とんで箱はこ根ねに来きてたら、食くえなかっただろうが」

「あー、お腹なかいっぱい！　ごちそうさまでしたあ」

　小ちいさな体からだを大おおきく広ひろげ、シルフはイスにねっころがった。

「ったく……で、なんかわかったのか？」

　光こう哉やとシルフのやりとりを見みて、コロコロと笑わらっていた杏あん樹じゅは、キョトンとした表ひょう情じょうをうかべた。

「おまえが電でん車しゃで眠ねむるなんて、めずらしいからな……夜よどおし、調しらべてたんだろ？」

「あ、うん」

　昨夜ゆうべ、おじいちゃんが残のこしてくれた書しょ庫こにある、たくさんの古ふるい文ぶん献けんから、杏あん樹じゅは思おもいあたることを見みつけたのだ。

　それは──九く頭ず竜りゅうという、頭あたまが九つある竜りゅうが、箱はこ根ねの湖みずうみに眠ねむっているという伝でん説せつだ。

　その昔むかし、湖みずうみに住すんでいた九く頭ず竜りゅうはわるさばかりしていた。近ちかくに住すむ人にん間げんの村むらを壊こわし、とおりすがりの旅たび人びとをだましては食たべたり。

　数かぞえきれないほどの悪あく事じを働はたらいていた九く頭ず竜りゅうのことを知しった、ある高こう僧そうが、九つの神み酒きと大おおきな天てん然ねん石せきを使つかい、九く頭ず竜りゅうを湖こ底ていへと封ふうじこめたのだ。

　それからだ。

　湖みずうみのそばでは、奇き怪かいなできごとがおこりはじめた。

　太たい陽ようの光ひかりとは逆ぎゃくに影かげが伸のび、湖みずうみから吹ふく風かぜは木き々ぎを逆ぎゃくにゆらした。

　気き味みがわるくなった村むら人びとは、高こう僧そうに相そう談だんを持もちかけた。

　それを聞きいた高こう僧そうが、三みっ日か三み晩ばん、あらぶる九く頭ず竜りゅうの魂たましいを浄じょう化かせんと祈き祷とうした。

　だけども、九く頭ず竜りゅうは死しんではいなかった。

　しずんだ体からだをどうにかして持もちあげ、湖こ面めんへとすがたをあらわしたのだ。

　九く頭ず竜りゅうは、宝ほう珠じゅやりっぱなつえ、水みずがめを手てに、いままでしてきたことを謝あやまった。

　これらの宝たからをすべてわたすので、ゆるしてほしいと乞こうた。

　いまにも消きえてしまいそうな九く頭ず竜りゅうの命いのちを前まえにして、高こう僧そうも村むら人びとも心こころを打うたれたようだ。

　九く頭ず竜りゅうの非ひ道どうをゆるした。

　ゆるされた九く頭ず竜りゅうは、命いのちがつき果はてても、この湖みずうみ一いっ帯たいを守まもると約やく束そくし、それをわすれないために、神じん社じゃが作つくられたのだ。

　九く頭ず竜りゅうのための神じん社じゃ。

（だけど……）

　いまはどこにあるのか、知しる人ひともいないのだという。

「文ぶん献けんにも載のってるような神じん社じゃが、なくなるか？」

　杏あん樹じゅの話はなしを聞きいた光こう哉やが首くびをひねる。

「ま、その九く頭ず竜りゅうってのが、今こん回かいの件けんにからんでるってことだな」

「そうだと思おもう」

　光こう哉やが神しん妙みょうな顔かおつきになった。

「ひとつの村むらを壊こわすほどの力ちからを持もった妖よう怪かいか……気きをひきしめてかからないと、やばいかもな」

「……うん」

　杏あん樹じゅの手てに力ちからがこもる。

　もし、遭そう遇ぐうしてしまった場ば合あい──失しっ敗ぱいも、逃にげることもゆるされない。

　失しっ敗ぱいは、最さい悪あく、自じ分ぶんが消きえてしまうことを意い味みするし、自じ分ぶんたちが逃にげたら、人にん間げん界かいに被ひ害がいがおよぶ。

　ケンカの仲ちゅう裁さいやイタズラをする精せい霊れいを処しょ罰ばつするのとは、わけがちがうのだ。

「話はなしあいで、解かい決けつできるといいんだけど」

　思おもったことを、ついポロッとこぼした杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やの顔かおがけわしくなった。

「言いっとくけど、杏あん樹じゅ。オレは、なにかあったら、全ぜん力りょくでたおすつもりでいるからな」

「……！」

「だって、そうだろ？　このまま放ほう置ちするのはまずい。人にん間げん界かいでウワサになっている以い上じょう、早はやくどうにかしないといけない。学がっ校こうを休やすんでまで出でてきたわけだし、今日きょう中じゅうにどうにかするぞ」

「それはそうだけど──えっ!?」

　言いいかけて、杏あん樹じゅは目めを丸まるくした。

　前まえの車しゃ両りょうのドアから、たくさんの女おんなの人ひとたちが、われさきにと、こちらにむかってやってくるのが見みえたからだ。先せん頭とうの女おんなの人ひとが、こっちを指ゆびさしている。

「お、おにいちゃんっ」

　と言いった瞬しゅん間かん──

「ＫＯＵＹＡくんだよね？」

「きゃーっ！　ファンなんです、私わたし！」

「撮さつ影えい……じゃないよね？　スタッフいないもん！」

「ってことは旅りょ行こう？　若わかいのに箱はこ根ねとかシブーいっ！」

　一いっ瞬しゅんにして、杏あん樹じゅと光こう哉やは、おおさわぎのどまんなかにほうりこまれていた。

　外がい見けんから見みて、温おん泉せん地ちにやってきたＯＬさんといったところだろうか。

　数かずにして、10人にん弱じゃく。

　さすがに、ほかのお客きゃくさんも顔かおをしかめる。
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「やだっ、もしかして彼女かのじょづれ？」

「にしては、小ちいさくない？」

　ファンの人ひとたちは、いぶかしげに杏あん樹じゅを見みた。

「だれ、この子こ？」

　と、そのときだった。




　ゴホン




　大おおきくひとつせきこむと、光こう哉やは座すわったまま、ファンの人ひとたちを見みあげた。

「うれしいんですけど、電でん車しゃはまだ走はしってるし、車しゃ内ないでさわぐのもマナー違い反はんですよ」

　やさしく注ちゅう意いした言こと葉ばに、力ちからがこもっていた。

　シュンとなるファンの人ひとを見みて、光こう哉やの口くちもとに笑えみがうかぶ。

「みなさんに、ケガをしてほしくないだけなんです。わかってくれますよね？」

　キラキラの王おう子じさまスマイルをむけられて、言いいかえせるファンはいない。

「みなさん、どちらの席せきですか？　送おくりますよ」

　光こう哉やは颯さっ爽そうと立たちあがると、ファンの人ひとの背せ中なかをそっと押おした。

　ＫＯＵＹＡが席せきまで送おくってくれるとあっては、だまって席せきにもどるしかない。

　ファンの人ひとはうれしそうに、前まえの車しゃ両りょうへと消きえていった。

「な、なんていうか……」

　シルフと杏あん樹じゅは、光こう哉やを見みおくって、どっと息いきをついた。

「強きょう烈れつ……」

　シルフがベーッと舌したを出だした。

「すっごいいきおい！　でも、光こう哉やってば、すっかりスターの貫かん禄ろくじゃない？　さすがだね」

「たしかにね」

　そう答こたえて、杏あん樹じゅは窓まどの外そとを見みた。

　駅えきが近ちかい。

　電でん車しゃのスピードがじょじょにおそくなっていく。

「次つぎで降おりて、着きがえたほうがいいかも」

「着きがえ？」

　シルフは、杏あん樹じゅが持もってきたボストンバッグを見みた。

「まさか、持もってきたの!?」

「とうぜんでしょ。マントだけだし、軽かるいもの」

　サラッと答こたえる杏あん樹じゅを見みて、シルフは大おおきくうなずいた。

「杏あん樹じゅも、さすがだ！」







　　　　５　箱はこ根ねの影かげ




　観かん光こう地ちから少すこしはなれた道みち──杏あん樹じゅと光こう哉やは、ひたいに汗あせを流ながしながら、ザクザクと目もく的てきの場ば所しょをめざして歩あるいていた。

　飛とべるはずのシルフは、杏あん樹じゅの肩かたの上うえ。

　いつもの定てい位い置ちだ。

「なんで、駅えきで着きがえなかったの？」

　シルフがふしぎそうに聞きく。

「だって、おにいちゃんのファンまで、同おなじ駅えきで降おりると思おもわなかったんだもん。じっとこっちを見みてたし、急きゅうにすがたを消けすわけにもいかないし……」

「なるほど。そっか」

「つーか、聞ききこみもしたかったしな。どんだけの被ひ害がいが出でてるのか、どれだけ認にん知ちされているのか──すがたを消けしたら、なにもできないだろ。オレらには、いまの情じょう報ほうが足たりなさすぎるんだし」

「光こう哉やも、意い外がいと考かんがえてるねー！」

「意い外がい、ってのはよけいだぞ」

　そう言いって、光こう哉やは視し線せんの先さきに見みえる売ばい店てんに目めをつけた。

「まずは、あそこで聞きいてみるか」

　歩あるくスピードを速はやめ、ひしゃくで店みせ先さきに水みずをまいていたおばさんに近ちかよっていく光こう哉や。

「あの、すみません」

「はい？」

　急きゅうに声こえをかけられても、そこは観かん光こう地ちの店てん員いんだ。笑え顔がおで、こちらにふりかえった。

「あら」

　温おん泉せん地ちの客きゃくにしては、かなり若わかい光こう哉やと杏あん樹じゅを見みて、店てん員いんはおもわず声こえをあげた。

「僕ぼくたち、課か外がい活かつ動どうで、科か学がくで証しょう明めいできないようなウワサを調しらべている、怪かい異い研けん究きゅう会かいサークルの者ものなんですが──最さい近きんここらへんで、妙みょうなウワサを聞きいたこと、ないですか？」

　あやしまれないようにと、光こう哉やがペラペラとウソをならべるのを聞きいて、杏あん樹じゅはおもわず感かん心しんしてしまった。

　平へい日じつの昼ひる間まに学がく生せいが？　と、けげんそうにしている店てん員いんさんから聞ききだすには、いい方ほう法ほうだ。

　すると、店てん員いんは、サッと顔かおをこわばらせた。

「さぁ……そんなウワサは聞きかないですけど」

「そうですか。お仕し事ごと中ちゅうに、すみませんでした」

　一いち礼れいすると、光こう哉やはすぐに先さきへと歩あるきだしてしまう。

「ちょっと、待まって！」

　あわてて、杏あん樹じゅが光こう哉やの横よこにならぶ。

「おにいちゃん、もっと聞きかなくていいの？」

　もう少すこし、聞ききこんでもよさそうなのに。

　ふしぎでしかたない杏あん樹じゅは、光こう哉やの顔かおをじっと見みた。

「いいんだよ、あれで」

　自じ信しんマンマンな返へん事じが返かえってきて、杏あん樹じゅは首くびをひねるばかり。

「つか、オレがまちがってたんだ」

「どういうこと？」

「ここは観かん光こう地ち。怪かい異いのウワサがあっても、地じ元もとの人ひとは──特とくに、観かん光こう業ぎょうに従じゅう事じしてる人ひとは、絶ぜっ対たいに言いわない。いまは、ネットの口くちコミとかあるからな。評ひょう判ばんが下さがるようなことを、わざわざ口こう外がいするはずがないんだ」

「なるほど……」

（じゃあ、どうするの？）

　聞きこうと口くちをひらきかけた杏あん樹じゅの横よこで、光こう哉やがメガネを外はずして、キャップをとった。

　ペタンコになった髪かみを、手てぐしでととのえていく。

　いつもどおりというわけにはいかないが、パッと見みても、芸げい能のう人じんのＫＯＵＹＡだとわかる。

「お、おにいちゃん!?」

「できれば、オレのこと知しってる年ねん齢れい層そうがいいんだけどなぁ……」

　と、小ちいさな商しょう店てんが建たちならぶ路ろ地じを歩あるいていく。

「光こう哉や、どうするつもりなんだ？」

　シルフも、首くびをかしげるばかりだ。

「よし、あそこにしよう」

　光こう哉やがまっすぐ歩あるいていく場ば所しょは、写しゃ真しん店てんだった。

　代だい々だいつづいている撮さつ影えいスタジオなのだろう。

　外そとにむけた窓まどには、セピア色いろをした写しゃ真しんが何なん枚まいも飾かざられていた。

　ガラス張ばりの入いり口ぐちから、中なかで動うごいている人じん物ぶつが見みえる。

　おじさんと助じょ手しゅっぽい男おとこの人ひとだ。

　もしかしたら、親おや子こなのかもしれない。

「失しつ礼れいします。とつぜん、もうしわけありません」

　光こう哉やは一いち礼れいすると、写しゃ真しん店てんに入はいっていく。

「とつぜんでもうしわけないのですが、おたずねしたいことがいくつかありまして……」

　そう切きりだした光こう哉やを見みて、男おとこの人ひとが声こえをあげた。

「はい……え？　あ、ＫＯＵＹＡ！」

　口くちをパクパクさせている。

「はい、そうです。とつぜん、すみません」

「え、あ……なんで？　ホンモノ？　なによ、どういうこと？」

　ポカンとしているおじさんの横よこで、男おとこの人ひとはあわあわするばかりだ。

「まだ企き画かく中ちゅうなんですけど……じつは、妙みょうな情じょう報ほうを手てに入いれて、ある番ばん組ぐみでとりあげようと企き画かくしているんです。下した調しらべがおもしろそうなんで、僕ぼくが今こん回かいやらせてもらっているんですけど……あの、〝箱はこ根ねの影かげ〟、ってごぞんじじゃないですか？」

「〝箱はこ根ねの影かげ〟？」

　男おとこの人ひとが首くびをかしげる。

（……やっぱり、知しらないのかな？）

　光こう哉やのうしろで、ことの状じょう況きょうを見みまもっていた杏あん樹じゅが、ちょっぴりがっかりした、そのときだ。

「杏あん樹じゅ！」

　シルフに呼よばれ、杏あん樹じゅはシルフの視し線せんを追おった。

　写しゃ真しん店てんのおじさんが、あきらかに動どう揺ようしていた。

　カメラの掃そう除じをしている手てが、かすかにふるえている。

　光こう哉やもそれに気きづいたのか、返へん事じを待またずに言こと葉ばをつづけた。

「あれ？　知しりませんか？　ネットで、かなりウワサが広ひろまってるんですけど……おかしいな」

　男おとこの人ひとは、おじさんが動どう揺ようしていることに気きづいていないようだった。

「へぇー。あっ、それって、アレかな」

　と、光こう哉やの話はなしにのってくる。

「影かげが逆ぎゃくに──」

「言いうなっ！」

　そのとき、おじさんがどなった。

　写しゃ真しん店てんの空くう気きが、ピシッとかたまる。

「なんだよ、親父おやじ。急きゅうに、大おおきな声こえ出だしてさ」

　責せめるような口く調ちょうの男おとこの人ひとを、おじさんがにらみつける。

「おまえは、奥おくのスタジオを掃そう除じしてきてくれ」

「は？　いまかよ」

「いいから！」

　どうやら、おじさんは男おとこの人ひとを遠とおざけたいようだった。

　光こう哉やが満まん面めんの笑えみをうかべる。

「取しゅ材ざいが終おわったら、僕ぼくを撮とってくれるとうれしいです。由ゆい緒しょあるスタジオでしょう、ここ」

「そ、そうだ。ＫＯＵＹＡを撮とるチャンスだろう！　さっさと行いってこい」

「なるほどな。よし、準じゅん備びしてくるよ！」

　男おとこの人ひとは、駆かけ足あしで店みせの奥おくへと消きえていった。

　店みせの中なかが、シンと静しずまりかえる。

　光こう哉やはだまって、おじさんの言こと葉ばを待まっていた。

　手て持もちぶさたのようにカメラをいじっていたおじさんは、やがて、意いを決けっしたように顔かおをあげた。

「……あんた、その情じょう報ほうどこから？」

「都と心しんで、ウワサになってますよ」

「じゃあ、夏なつ休やすみに来きた観かん光こう客きゃくたちが……こまったもんだ」

「ほんとうなんですね？」

　グッとせまる光こう哉やから視し線せんをそらさず、おじさんはゆっくりうなずいた。

「……しかし、近ちかよっちゃいかん……あそこは、きっと呪のろわれているんだ」

「でも、こんな現げん代だいに、そんなことがおきているなら、調しらべたいって思おもってもしかたがないですよね？」

（おにいちゃん、それって挑ちょう発はつ……！）

　２人ふたりの会かい話わをハラハラしながら見みまもっている杏あん樹じゅは、おもわずツンと光こう哉やの背せ中なかをつつくが、相あい手てにされない。

「はぁ……」

　おじさんのふかいため息いきに、杏あん樹じゅはドキッとした。

「……怖こわいものしらずの子こどもが……一いち度ど、あれを体たい験けんしてみればいい。あの信しんじがたい光こう景けい……自じ分ぶんの感かん覚かくがくるいそうになる」

「あなたは、体たい験けんしたんですね？」

「ああ……風ふう景けいを撮さつ影えいしに、山やまへ入はいったときだ。集しゅう中ちゅうしていて、まわりが変かわったことに気きづかなかった」

「じゃあ、どうして……」

「いまは便べん利りだ。撮とった写しゃ真しんをその場ばで確かく認にんできる。したんだよ、オレはその場ばで」

「写しゃ真しん……というか、データとして残のこっていたと？」

「そうだ。気きづいて顔かおをあげると、自じ分ぶんがそのヘンテコな空くう間かんにほうりこまれていた。目めをうたがったよ……だけど、家か内ないも息子むすこも信しんじちゃくれん。熱ねっ中ちゅう症しょうにかかったんじゃないかと言いうばかりだ」

「データという証しょう拠こがあるのに、なぜ？」

「ないんだ、どこにも」

　おじさんが、ボソッとつぶやいた。

「どうやって、家いえに帰かえってきたのかさえも思おもいだせない。データはなぜか白しろく発はっ光こうしていて、その日ひ撮とった写しゃ真しんが１枚まいも残のこっていないんだ。信しんじられるか？　オレはたしかに、あの日ひ、山やまの中なかで撮とったんだ！」

　そう言いったおじさんの顔かおは、青あおざめている。

「触ふれてはいけないものに、触ふれてしまったんだ……近ちかよるな、あそこはまずい」

「わかりました。ほかの人ひとで、この話はなしを知しっている人ひとは？」

「息子むすこがおもしろおかしくしゃべっていたからな……だれが知しっていても、おかしくない」

「……なるほど」

　光こう哉やはうなずいて、ずっとうしろで見みまもっていた杏あん樹じゅにふりかえった。

　光こう哉やと目めがあった杏あん樹じゅは、ひとつうなずく。

（情じょう報ほうは、まちがっていなかった！）

「たのむ。もうほうっておいてくれ。おねがいだ！」

　すがるように、おじさんが光こう哉やに懇こん願がんする。

「だいじょうぶですよ」

　光こう哉やは、おじさんの手てを両りょう手てでつつみこんだ。

　そして、何なん度どかやさしく手てをたたく。

「下した調しらべはムダ骨ぼねだったと、企き画かくプロデューサーには伝つたえますから。安あん心しんしてください」

「ほんとうだな？」

「はい」

　光こう哉やがそう答こたえると、おじさんは安あん心しんしたようにため息いきをついた。

「ありがとう。すまないね……」

「いえ。では、これで失しつ礼れいします」

「あっ、撮さつ影えいは──」

「また今こん度ど、遊あそびにきます。下した調しらべができないんじゃ、箱はこ根ねにいる用よう事じはないですから」

　光こう哉やが一いち礼れいをしたので、杏あん樹じゅもおじさんに頭あたまを下さげ、店みせの外そとへと出でた。

　太たい陽ようの光ひかりがまぶしい。

　目めを細ほそめた杏あん樹じゅの腕うでをとり、光こう哉やが駆かけだした。

「え、えっ!?」

　グンッとひっぱられ、杏あん樹じゅの足あしがもつれる。

「行いくぞ。だいたいの場ば所しょは、わかってるんだろう？」

「う、うん。でも、はっきりとは……」

　光こう哉やの顔かおは、怒いかりに満みちていた。

「人にん間げんを……おとなの人にん間げんを、あんなふうにふるえあがらせるほどのことをしたんだ。ただじゃ、おかねぇ……！」
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　　　　６　九く頭ず竜りゅうあらわる？




「そろそろいいか」

　光こう哉やはあたりを見みまわす。

　山やまの中なかだ。

　人ひと影かげは見みえない。

「杏あん樹じゅ、着きがえようぜ」

　あんなに走はしったのに、光こう哉やの息いきはまったくあがっていない。

　それにひきかえ杏あん樹じゅは、呼こ吸きゅうをととのえるのでせいいっぱいだ。

「そ、そうだね」

　そう言いって、ボストンバッグからマントをとりだす。

　真まっ黒くろいロングマントの裏うら地じは赤あかく、同どう色しょくのヒモが首くびもとについている。

　おじいちゃんが、杏あん樹じゅと光こう哉やのためにしたててくれた魔ま法ほうのマントだ。

　これをはおると、人にん間げんにはすがたが見みえなくなる。

　大たい使しの任にん務むにつくときは、基き本ほん的てきにこのマントをはおるようにしているのは、そのためだった。

「杏あん樹じゅ、持もってきてくれて、ありがとな」

　マントをはおった光こう哉やは、杏あん樹じゅに笑えみをうかべる。

　口くちもとからのぞく、人ひとよりも長ながい犬けん歯しが吸ヴァ血ンパ鬼イアであることの証しょう明めいだ。

　首くびもとでしっかりとマントのヒモを結むすぶと、杏あん樹じゅは目めの前まえに広ひろがる木き々ぎを見みつめた。

　ここちよい秋あきの風かぜが、木き々ぎをゆらしはじめる。

「で。場ば所しょは、どこらへんだ？」

　光こう哉やが、ぬらりひょんに描かいてもらった地ち図ずに視し線せんを落おとす。

　墨すみと筆ふでで描かいたその地ち図ずには、ある場ば所しょに大おおきくバツがしるされている。

「湖みずうみのそば……」

　目めをこらすと、木き々ぎのむこうに小ちいさくかがやく湖こ面めんが見みえる。

「様よう子す見みつつ、歩あるくか」

　光こう哉やがそう言いって、ふたたび足あしを進すすめたそのときだった。




　ゴゴゴゴゴゴ……




　地じ面めんの奥おくのほうから、なにかがうごめく音おとがした。

「なっ、なに!?」

　地じ面めんの中なかを、なにか巨きょ大だいなものが、ゆっくりとはいずりまわるような音おとに、杏あん樹じゅは体からだをかたくさせる。

「静しずかにっ」

　光こう哉やが地じ面めんに耳みみをつける。

　かたずをのんで、杏あん樹じゅはそれを見みまもった。

　しばらくして音おとがやみ、光こう哉やがスッと立たちあがる。

「なんだろうな……ものすごく、奥おくのほうから聞きこえてたんだけど」

「杏あん樹じゅが聞きいたほうが、よかったんじゃないの？」

　シルフがフワフワうかびながら、言こと葉ばをつづけた。

「杏あん樹じゅの聴ちょう覚かく、まだするどいまんまなんだしさ」

「そ、そうだね……今こん度ど聞きこえたら、そうしてみる」

　吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくに目め覚ざめてから、杏あん樹じゅの五ご感かんはするどくなった。

　嗅きゅう覚かくや視し覚かくは落おちついたけれど、聴ちょう覚かくはするどいままだ。

　集しゅう中ちゅうすれば、ふだんの生せい活かつの中なかでも、だれかのないしょ話ばなしや、どんな音おとだって拾ひろえるはずなのだけれど、「そんなのマナー違い反はんだよ！」と杏あん樹じゅは、意い識しきして聞きかないようにしているのだ。

「注ちゅう意いしろよ、杏あん樹じゅ。ここからは、なにがあるか、わかんないぞ」

　光こう哉やは、杏あん樹じゅとシルフに目めくばせすると、注ちゅう意いぶかく歩あるきはじめた。

　そんな光こう哉やの背せ中なかを追おうように、杏あん樹じゅも歩あるいていく。

（なんだか、息いきぐるしい……）

　まわりの景色けしきは、さっきと変かわらないのに、進すすむにつれて、息いきがあがってくる。

　山やま道みちがけわしいわけじゃない。

　急きゅうに暑あつくなったわけでもない。

（それなのに、なんで……？）

「杏あん樹じゅ、風かぜが……！」

　シルフが天てんをあおいだ。

　言いわれて、杏あん樹じゅも頭ず上じょうをおおう木き々ぎを見みあげた。

「風かぜがない？」

　先さきほどまでほおをなでていた風かぜが、ピタリととまっていた。

　息いきぐるしく感かんじたのは、このせいか。

　ホッと息いきをついた瞬しゅん間かん、光こう哉やが手てで杏あん樹じゅを制せいした。

「な、なに？」

「見みてみろよ、これ」

　光こう哉やの視し線せんを追おう。

「なに、これ……？」

　そこには、なにもなかった。

　木き々ぎも、草くさも、なにも。

　木き々ぎが生おいしげる山やまの中なかで、ぽっかりとした空くう間かんが、不ふ自し然ぜんに荒あれはてた更さら地ちになっている。

（なにかあった、あと？）

　杏あん樹じゅの頭あたまの中なかが、めまぐるしく動うごく。

「おにいちゃん、ちょっと見みせて！」

　光こう哉やにわたした地ち図ずと、書かき写うつしてきた文ぶん献けんの一いち部ぶを見みくらべる。

「まさか、ここ……」

　絶ぜっ句くする杏あん樹じゅ。

「どうした？」

　光こう哉やが、杏あん樹じゅの両りょう手てのメモをのぞきこんだ。

「神じん社じゃのあと、か？」

「……うん。まちがいないと思おもう」

「ほんとになくなってたんだな、神じん社じゃ」

　光こう哉やが、更さら地ちに足あしを踏ふみいれる。

　草くさ１本ぽんすら生はえていない、異い様ような場ば所しょが、かなり広ひろい範はん囲いにひろがっている。

　長ながく白しろい指ゆびで、光こう哉やが更さら地ちの土つちの表ひょう面めんをなでた。

　指ゆび先さきに土つちがつき、それを指ゆびでなすっていく。

「つい最さい近きん、なくなったわけじゃなさそうだな」

「それなのに、なにも生はえてないの？　おかしくない？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、シルフが顔かおをしかめた。

「呪のろわれた土と地ちってことかな？」

「なにそれ」

　杏あん樹じゅがシルフを見みあげる。

「そう呼よばれてる場ば所しょって、世せ界かい各かく地ちにあるんだよ。生せい命めいがやどらない、不ふ毛もうの地ち──手てがあくと、各かっ国こくの大たい使しが探たん索さくしてるはずなんだけどね」

「なんで？」

　首くびをかしげる杏あん樹じゅに、シルフが先せん生せいよろしく、口くちをひらく。

「だって、おかしいじゃん。なにも原げん因いんがないのに、何なん年ねんも、何なん十じゅう年ねんも……下手へたしたら、何なん百びゃく年ねんも雑ざっ草そうすら生はえないなんてさ。そんな場ば所しょが人にん間げんに見みつかったら、さわぎになっちゃうだろ」

「言いわれてみれば、たしかに……」

「科か学がくで証しょう明めいできないことは、ＷＦＡが調ちょう査さすることになってるんだ」

「で、これはどういうことだ？」

　光こう哉やが用よう心じんぶかく調しらべていく。

「この広ひろさや文ぶん献けんの情じょう報ほうからして、この場ば所しょに神じん社じゃがあったのはまちがいない。でもさ、人ひと々びとにわすれられて、朽くちていった神じん社じゃは、全ぜん部ぶこうなるっていうのか？　だとしたら、全ぜん国こく各かく地ちに呪のろわれた地ちがあるってことか？」

「さぁ？」

　シルフと光こう哉やは、お手てあげ状じょう態たいだ。

　その中なかで、杏あん樹じゅはじっと更さら地ちを見みつめていた。

　たしかに、光こう哉やが言いうとおり、こういう場ば所しょが全ぜん国こくにあるとしたら、もっと妖よう怪かいたちから情じょう報ほうが来きてもよさそうなものだ。

　それがないのだから、きっとほかに理り由ゆうがあって、こうなったにちがいない。

「……ここに祀まつってあったものが、問もん題だいだったんじゃないかな……」

　ボソッとつぶやいた声こえが、あたりにひびく。

「祀まつってあったもの？」

　光こう哉やが聞ききかえした、そのとき。

　あたりの温おん度どが、急きゅうに下さがった。

　ひんやりとした空くう気きが、一いっ気きに湖みずうみのほうへと流ながれていく。

　巻まきあがる突とっ風ぷうに、木き々ぎの葉はが山やまのほうへ飛とんでいった。

「んなっ……」

　杏あん樹じゅたちは木き々ぎを見みあげた。

　たしかに風かぜは、湖みずうみのほうに流ながれている。

　杏あん樹じゅの長ながい髪かみも、シルフのとんがり帽ぼう子しも、光こう哉やのマントも、湖みずうみのほうになびいていた。

　あたりの木き々ぎだけが、逆ぎゃくへ。

「きゃっ！」

　風かぜが強つよくなる。

　葉はが山やまのほうに舞まいあがる。

「杏あん樹じゅ！」

　光こう哉やの声こえに、杏あん樹じゅは自じ分ぶんの影かげを見みた。

　木き々ぎのすきまから降ふりそそぐ、東ひがしからの太たい陽ようの光ひかりでできた影かげは、湖みずうみのほうに伸のびていた。

「逆ぎゃくだ……」

　杏あん樹じゅは息いきをのむ。

　ぬらりひょんの言こと葉ばは、正ただしかった。

　奇き妙みょうな場ば所しょ──それがここだ。

「まただ！」

　光こう哉やは地じ面めんに手てをあてた。




　ゴゴゴゴゴゴ……




　さっきよりも大おおきな、地じ面めんの奥おくから聞きこえる音おと。

「おにいちゃん！」

　その音おとはじょじょに、杏あん樹じゅや光こう哉やの足あしもとに近ちかづいてくる。

「なんか来くるぞっ！」







　　　　７　声こえなき主ぬしのねがい




　光こう哉やのさけびに、杏あん樹じゅとシルフは身みがまえた。

　ＷＦＡの長おさからもらった、大たい使しの紋もん──金きん色いろにかがやく十じゅう字じ架かが、杏あん樹じゅの右みぎ手ての甲こうで光ひかりだす。

　杏あん樹じゅの能のう力りょくのひとつ、召しょう還かんの光ひかりだ。

　どんな精せい霊れいや妖よう怪かいでも、この光ひかりをあびると気き持もちが落おちつき、自じ国こくへと転てん送そうされてしまう。

　力ちからで押おさえつけずに、自じ分ぶんの居い場ば所しょで考かんがえなおしてほしいという、杏あん樹じゅらしい慈じ愛あいの光ひかりである。




　ゴゴゴゴゴゴ……




　地じ面めんをつき破やぶり、いまにも出でてきそうな音おとの主ぬし。




　ゴゴゴゴゴゴ……




　音おとはつづく。

　だけど、いつまでたっても地じ面めんから出でてこない。

「な、なに？」

　杏あん樹じゅの、こわばっていた体からだから、拍ひょう子しぬけしたように力ちからがぬけていく。

「杏あん樹じゅ、聞きいてみてくれよ」

「あ、うん」

　杏あん樹じゅは、こわごわと地じ面めんに耳みみをつけた。

　うごめく音おとが耳みみにひびいて、おもわず顔かおをしかめてしまう。

　これで集しゅう中ちゅうして聞きいたら、耳みみが痛いたくなるだけではすまない気きがする。

（この音おとの主ぬしと、コンタクトがとりたい……）

　杏あん樹じゅは、その小ちいさな手てで、地じ面めんをトントンとやさしくたたいた。

「私わたしたち、あなたの敵てきじゃないです」

　赤あかん坊ぼうをあやすように、杏あん樹じゅがゆっくりと地じ面めんをたたき続つづける。

「世せ界かい精せい霊れい同どう盟めいの特とく別べつ管かん理り大たい使し、高たか野の杏あん樹じゅと言いいます。兄あにの光こう哉やも、そばにいます」

　音おとに集しゅう中ちゅうしようと、杏あん樹じゅは目めを閉とじた。

　地じ面めんをうごめく音おと、水みずがサラサラと流ながれる音おと、そして……かすかに聞きこえる咆ほう哮こう。

「……あなたは、九く頭ず竜りゅうね？」

　杏あん樹じゅの問といに答こたえるように、竜りゅうのうごめく音おとが小ちいさくなってくる。

　だけど、咆ほう哮こうはそのまま。

「私わたしたちは、あなたのためにここにやってきたんです。どうか、答こたえてください。あなたが、この奇き怪かいなできごとをおこしているのは、どうして？　私わたしたちにできることはある？」

　竜りゅうの咆ほう哮こうは、なにかを訴うったえているように聞きこえるけれど、それがなにかまではわからない。

　水みずの流ながれる音おとが邪じゃ魔まをする。

「おねがい、教おしえて……」

　杏あん樹じゅは必ひっ死しに問といかける。

（もっと集しゅう中ちゅうすれば……）

　聞きこえてくる音おとすべてを拾ひろおうと、杏あん樹じゅは集しゅう中ちゅうした。

　だけど、水みずの音おとが大おおきくなるばかりで、かんじんの声こえが聞きこえない。

　どれくらい時じ間かんがたったのだろう。

（もっと……もっと……）

　目めを閉とじて集しゅう中ちゅうしているせいか、自じ分ぶんの体からだが地じ面めんの奥おくにもぐっていくような、奇き妙みょうな感かん覚かくに襲おそわれる。

　手てをのばせば、触ふれられそうな……そんな感かん覚かく。

　近ちかづけそうなのに、同どう時じに、頭あたまのしんから、じくじくと強つよい痛いたみがわきあがってきた。

　集しゅう中ちゅうして力ちからを使つかいすぎたせいだろうか。

「……教おしえてくれないと、なにもしてあげられないよ……」
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　耳みみ鳴なりのような、キーンとした音おとが次し第だいに大おおきくなる。

　それでも、杏あん樹じゅは集しゅう中ちゅうをとかなかった。

「……う……」

（もう限げん界かい……かも……）

　片かた手てを頭あたまにあてると、それを見みていた光こう哉やがおもわず言いった。

「杏あん樹じゅ、だいじょうぶか？」

「あうっ！」

　小ちいさく、つぶやいたような光こう哉やの声こえは、杏あん樹じゅの耳みみに痛いたいほどひびく。

　そのときだ。




（……ソクノ……チヲ……）




　地じ面めんの奥おく底そこから、どんよりと苦くるしげな声こえが聞きこえてきた。

　いまにも消きえいりそうな声こえは、九く頭ず竜りゅうのものだった。

「……えっ、いまなんて？」

　杏あん樹じゅは痛いたむ頭あたまを無む視しして、祈いのるようにささやく。

「……ソクノチヲ？　わからない、もう一いっ回かい言いって？」

　目めをつむったまま、語かたりかける杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やとシルフが顔かおを見みあわせた。




（ワレニ……アンソク……ノ……）




「我われに？」

　杏あん樹じゅは、いま聞きこえてきた声こえを、ゆっくりとくりかえす。

「我われに、安あん息そくの地ちを……そう言いったの？」

　聞ききかえしたけれど、もうなにも聞きこえなかった。

　水みずの音おとも、なにもかも。

　杏あん樹じゅは、気けだるげに体からだをおこした。

「わりぃ……邪じゃ魔ましたな、オレ」

「ううん、私わたしがもう限げん界かいだったから」

　痛いたむこめかみをおさえ、杏あん樹じゅは光こう哉やにむきなおる。

「我われに安あん息そくの地ちを。たしかにこう聞きこえたんだけど……どういうことだろう？」

　光こう哉やが、シンとなった更さら地ちを見みつめる。

「神じん社じゃの再さい建けん……かな？」

「でも、神じん社じゃなら、神かん主ぬしがいないと、また朽くちちゃうんじゃないの？」

　シルフのするどいツッコミに、光こう哉やがため息いきをついた。

「だからって、このままなにもせずに帰かえるわけにもいかないだろ──そうだ！」

　光こう哉やがパンッと手てをたたく。

　どうやら、イイ案あんが思おもいうかんだようだった。

「神じん社じゃはムリでも、祠ほこらを作つくったらどうだ？　箱はこ根ね火か山ざんの溶よう岩がんって、けっこう有ゆう名めいだろ？　石せき碑ひとかに使つかわれてるみたいだし、それでそくせきの石せき碑ひを作つくったらいいんじゃないか？」

「なるほど……石いしだったら、そうかんたんにくずれ落おちることはないもんね！」

「だろ？　昔むかしの高こう僧そうも、天てん然ねん石せきで九く頭ず竜りゅうを落おちつかせたって話はなしだったし。やってみる価か値ちはあるぜ！」

　はしゃぐ２人ふたりを見みて、杏あん樹じゅは首くびをかしげる。

「で、でも、石いしを切きりだすなんて、どうするの？　重じゅう機きもないのに」

「ふふふ……杏あん樹じゅは、ぜんぜんわかってねーな！」

　口くちもとに笑えみをうかべた光こう哉やは、グイッと腕うでまくりをした。

「ちょっと、ここで待まってろよ」

　そう言いって、グンッと一いっ気きに空そらへとうかびあがる。

　青あおい空そらに、光こう哉やのすがたがポツンとひとつ。

　その黒くろい点てんも、あっというまに飛とんで見みえなくなってしまった。

「おにいちゃん、どうするつもりなんだろ？」

　ポカーンと空そらを見みあげていた杏あん樹じゅは、更さら地ちのはしにあった切きり株かぶの上うえに腰こしかけた。

　まだ、頭あたまがズキズキと痛いたんでいた。

「杏あん樹じゅ、平へい気き？」

　心しん配ぱいそうに、シルフが顔かおをのぞきこんできた。

「うん、だいじょうぶ」

　と、ほほえんで見みせたけれど、シルフはそんなことじゃ、だまされない。

「ほんとうは痛いたいんでしょう。慣なれない力ちからをめいっぱい使つかったりしたから」

「……う、まぁ……うん」

（やっぱり、シルフにかくしごとはムリか）

　杏あん樹じゅが吸ヴァ血ンパ鬼イアに目め覚ざめてから、ある期き間かんをのぞいて、ずっといっしょにいるシルフだ。

　ささいなことでも、見みのがさない。

「杏あん樹じゅがイヤなのはわかるけどさ、これから少すこしずつでも、能のう力りょくの訓くん練れんしたほうがいいよ」

「訓くん練れん？」

「そう。いざというときにへばってちゃ、光こう哉やが動うごけないときにこまるでしょう？」

「たしかに」

　シルフの言いうことも一いち理りある。

　今日きょうは、平へい日じつにムリして来きたからよかったものの──実じっ際さいのところ、最さい近きんは光こう哉やが大たい使しとして動うごけない日ひのほうが多おおい。

　シルフと２人ふたりで任にん務むにあたっても、限げん界かいがあるのだ。

「杏あん樹じゅの能のう力りょくが伸のびれば、もしかしたら──」

　シルフが言いいかけた瞬しゅん間かん、頭ず上じょうに大おおきな影かげができる。

「な、なに!?」

（まさか、敵てき？）

　杏あん樹じゅはザッと立たちあがると、空そらにむかって身みがまえた。

「……へ？」

　空そらには、大おおきな岩いわがひとつ、重じゅう力りょくを完かん全ぜんに無む視ししてうかんでいる。

　よく目めをこらしてみると、岩いわをかるがると持もちあげている光こう哉やのすがたが見みえた。

「お、おにいちゃん！」

　あぜんとしている杏あん樹じゅの目めの前まえに、光こう哉やがフワッと降おりたった。

「よさげな採さい掘くつ場じょうからとりだしてきた」

　と、サラッと答こたえる光こう哉やを見みて、杏あん樹じゅはため息いきをついた。

「んもう……だれかに見みられたら、どうするのよ」

「平へい気きだろ、だれもいないよ。さぁ、作さ業ぎょうにとりかかろうぜ！」







　　　　８　任にん務む完かん了りょう！




　大おおきな岩いわを光こう哉やが素す手ででくずし、シルフの風かぜでけずっていき、杏あん樹じゅは湖みずうみから水みずをくみあげ、磨みがいていった。

　日ひが暮くれかけるころ──作さ業ぎょうは終おわった。

　２メートルはあるかと思おもわれる楕だ円えん形けいの岩いわに、しめ縄なわを巻まくと、りっぱな石せき碑ひに見みえた。

「案あん外がいいいじゃん、これ」

　と光こう哉やは満まん足ぞくそうだ。

「ボク、もうヘトヘトだよぉ……」

　シルフは杏あん樹じゅの肩かたにへばりついた。

「でも、まぁ……これもサービスしとくか」

　そう言いって、シルフが空くう中ちゅうに文も字じを書かくと、それはするどい風かぜとなって、岩いわにその文も字じを刻きざんでいく。




　　　九く頭ず竜りゅう、ここに眠ねむる




　それを見みた光こう哉やは、尊そん敬けいのまなざしをシルフにむけた。

「そんなことも、できるんだ？」

「風かぜの力ちからをなめてもらっちゃこまるね！」

「これで……」

　杏あん樹じゅは石せき碑ひを見みあげた。

「これで、おさまるといいんだけど……」

　あたりはもう暗くらい。

　影かげが逆ぎゃくになっているかどうかは、目めをこらしてみないとわからない。

　かすかに足あしもとに落おちる影かげは、正せい常じょうだ。

　しめ縄なわを巻まいたとたん、影かげがシュンともとにもどったのを、杏あん樹じゅも光こう哉やも見みている。

「なに言いってんだよ」

　光こう哉やが、杏あん樹じゅの頭あたまをポンポンとたたいた。

「こんなに、いっしょうけんめいやったんだぞ？　もっと自じ信しん持もてよ」

「う、うん。そうだよね」

　言いったものの、杏あん樹じゅはなんだか不ふ安あんだった。

（九く頭ず竜りゅうが望のぞんでた、安あん息そくの地ちって……）

「おい、どうしたよ」

　光こう哉やが杏あん樹じゅの顔かおをのぞきこんだ。

「昔むかしの文ぶん献けんでは、三みっ日か三み晩ばん祈き祷とうしたとか書かいてあったのに……私わたしたちは、この石せき碑ひひとつ……なんだか、不ふ安あんで」

「昔むかしは昔むかしだろ。暴あばれまくってたんだぜ？　でもいまは、地ちの底そこでうなるだけ。見みてみろよ？　もうまわりは逆ぎゃくになってない。おさまってるんだぜ？」

「そうだよね」

（現げん象しょうが消きえたってことは……きっと、あってたんだよね）

　杏あん樹じゅの顔かおに笑えみがもどる。

「よし、じゃあ帰かえるか！」

　光こう哉やが手てを差さしだした。

「また電でん車しゃでさわがれてもイヤだし、このまま帰かえろうぜ」

「でも……」

　杏あん樹じゅがこまったような表ひょう情じょうをうかべる。

　そう。

　杏あん樹じゅは、光こう哉やのように１人ひとりでは飛とべないのだ。

「ボクが──」

「おっと。シルフはそのままでいいよ。オレがおまえらを運はこぶから」

　そう言いって、光こう哉やは杏あん樹じゅをお姫ひめさまだっこした。

「あわわわっ！」

「しっかりつかまってろよ」

　グンッと空そらへとあがると、光こう哉やはＹ市しにある自じ宅たくにむかって、いきおいよく飛とんでいく。

　冷つめたい風かぜが、杏あん樹じゅのほおをなでていった。

　目めが開あけられないほどではないが、結ゆってある髪かみがバサバサとはためく。

（う～～～っ、速はやい……！）

　目めをシパシパさせながら、杏あん樹じゅは光こう哉やを見みあげた。

　久ひさしぶりに近ちかくで見みる光こう哉やの顔かお。

　杏あん樹じゅは、まじまじと見みつめてしまった。

　自じ分ぶんたちが吸ヴァ血ンパ鬼イアだとわかった日ひから、もう半はん年としも経たつ。

　モデルとしての仕し事ごともこなし、数かず々かずの大たい使しの任にん務むもやってきた光こう哉や。

（おにいちゃんって……こんなにおとなだったっけ？）

　杏あん樹じゅが、自じ分ぶんが吸ヴァ血ンパ鬼イアと知しって泣なきじゃくっていたとき、光こう哉やは前まえむきに能のう力りょくの検けん証しょうをしていた。

　おじいちゃんが消きえる瞬しゅん間かん、光こう哉やは涙なみだひとつ見みせずに杏あん樹じゅを支ささえてきた。

　大たい使しに任にん命めいされたときも、迷まよいなく（おもしろがっていたようにも見みえたけれど）受うけた。

　いままでも、これからも……光こう哉やは、杏あん樹じゅのお手て本ほんになってくれる存そん在ざいだ。

　そんな光こう哉やが、テキパキと今こん回かいの件けんを進すすめていった。

　まちがいなんて、あるはずがない。

（そうだよ。現げん象しょうはおさまったし、これで九く頭ず竜りゅうは安あん心しんして眠ねむっていられるはず！　あの写しゃ真しん店てんのおじさんも、きっと気きのせいだったって、そう思おもえる日ひが来くるよね）

　そう思おもうと、杏あん樹じゅはほこらしくなってきた。

「おにいちゃん……」

　風かぜにかき消けされそうなほどの小ちいさな声こえで、杏あん樹じゅは光こう哉やを呼よんだ。

「ん？」

　光こう哉やが杏あん樹じゅを見みおろす。

「つかれただろ、今日きょう。慣なれないことさせて、わるかったよ」

「ううん」

　杏あん樹じゅは首くびをふった。

「私わたし、もっとがんばるね」

　けげんそうに、光こう哉やが杏あん樹じゅを見みた。

「がんばるって、もうがんばってるだろ」

「もうちょっと、自じ分ぶんの能のう力りょくとむきあってみる」

（だって、もう少すこしがんばれたら……九く頭ず竜りゅうの声こえだって、もっと聞きけたかもしれないし）

　うつむいた杏あん樹じゅの体からだを、光こう哉やがペチンとたたいた。

「おまえなー……いいんだよ、オレたちは２人ふたりで一いち人にん前まえなんだから」

「でも……」

「杏あん樹じゅが１人ひとりで一いち人にん前まえの大たい使しになったら、オレ、いらないじゃん。つまんねーよ、そんなの」

　光こう哉やが笑わらった。

「大たい使しも、学がく生せいも、仕し事ごとも……全ぜん部ぶやるって決きめてんだから、杏あん樹じゅがよけいな心しん配ぱいすることないんだって。わかった？」

「……」

　光こう哉やのまゆがピクッと動うごく。

「返へん事じは？」

「うぅ……でも……」

「落おっことすぞ？」

「わ、わかった、わかったってば！　怖こわいこと、言いわないでよ」

　杏あん樹じゅが、光こう哉やの首くびにしっかりつかまると、光こう哉やが楽たのしそうに笑わらった。

「もう、おにいちゃん、ほんとうにやりそうだもんな」

「バーカ、おまえになんかあったら、ヴァルやシルフが怒おこるだろ。だから、やらないよ」

「あ、そういえば、シルフは……」

　杏あん樹じゅは、腕うでの中なかにかかえていたシルフを見みやる。

　スヤスヤと寝ね息いきを立たてて、気き持もちよさそうに眠ねむっていた。

「空そらの上うえだっていうのに……」

「風かぜの精せいだし、気き持もちいいんだろ、きっと」

　そう言いって、光こう哉やは「見みろよ」と杏あん樹じゅをうながした。

　キラキラとかがやくイルミネーションが、眼がん下かに広ひろがっている。
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「きれい……横よこ浜はま港こうだね」

　高こう層そうビルやマンションが海かい岸がん沿ぞいに建たちならび、時と計けいのような大おおきな観かん覧らん車しゃがゆっくりとまわりながら、ときを刻きざんでいく。

　イルミネーションが１つ、また１つと秒びょう針しんのように点てん灯とうしていった。

「って、もうこんなに飛とんできたんだ!?」

（１００キロ近ちかい距きょ離りを数すう分ふんで……）

「おにいちゃん、つかれない？」

　杏あん樹じゅの心しん配ぱいそうな視し線せんを感かんじ、光こう哉やはほほえんだ。

「だいじょうぶ。レッスンできたえられてるから、そうかんたんにつかれたりしないよ」

「ほんとうに？」

「ああ。ほら、そろそろ着つくぞ」

　光こう哉やが言いった、そのときだ。

　遠とおくで、なにかのうなり声ごえが聞きこえた。

　いや、聞きこえたような気きがした。

（なに、いまの……）

　おもわず、さっきまでいた、箱はこ根ねの方ほう角がくを見みやる。

　もう暗くらくて、なにも見みえない。

　うなり声ごえも聞きこえない。

　ただただ、風かぜが吹ふき荒あれているだけだ。

（風かぜの音おとかな……）

「風かぜ、強つよいな」

　光こう哉やが顔かおをしかめる。

「お、見みえてきたぜ！」

　かがやく夜や景けいの上じょう空くうをぬけると、丘おかがつらなる住じゅう宅たく街がいへとうつる。

　その一いっ角かくが、杏あん樹じゅや光こう哉やの住すむ家いえだ。

　自じ宅たくに近ちかづくほど、庭にわで咲さいている花はなのニオイが、風かぜにのって杏あん樹じゅたちをつつみこんだ。

　そのニオイで、ホッとする。

　帰かえってきた、と安あん心しんできる。

　門もん灯とうがついているのを見みて、杏あん樹じゅはフゥッと息いきをはいた。

（いざこざもなく、ぶじに任にん務むを終おえたのって、はじめてかも！）







　　　　９　ドキドキのチームわけ




　次つぎの日ひ、早はやめに家いえを出でた杏あん樹じゅは、視し線せんの先さきに里さと美みのすがたを見みつけ、走はしりだした。

「さーとみっ！　おはよう」

「杏あん樹じゅ！　おはよ！」

　と、ふりかえった里さと美みは、心しん配ぱいそうに杏あん樹じゅを見みつめた。

「昨日きのうはだいじょうぶだった？　夏なつ休やすみボケでもした？」

「へ？」

「昨日きのう、急きゅうに休やすむから、百ゆ合りとどうしたんだろうって話はなしてたんだよ」

「あ、うん……夏なつ休やすみボケかも。一日にち休やすんだら、よくなったから」

　笑え顔がおで答こたえる杏あん樹じゅ。

（……里さと美み、ごめん！）

　と心こころの中なかで謝あやまりながら。

「でも一日にちで治なおってよかったよね。なんたって、今日きょうは重じゅう大だい発はっ表ぴょうの日ひじゃん！」

「重じゅう大だい発はっ表ぴょう？」

　首くびをかしげる杏あん樹じゅの横よこで、里さと美みが妙みょうにそわそわしている。

「なんかあったっけ？」

（学がっ校こう行ぎょう事じとかは、頭あたまに入はいってるはずなんだけどなぁ……）

　うーん、とうなる杏あん樹じゅの背せ中なかを、里さと美みがパンッとたたいた。

「しっかりしてよ！　わすれたの？　今日きょう、体たい育いく祭さいのチームわけの発はっ表ぴょうじゃん！」

「あ、ああ！」

　すっかりわすれていた。

（また、この時じ期きが来きたのね！）

　杏あん樹じゅがかよう海かい聖せい学がく園えんの体たい育いく祭さいは、初しょ等とう部ぶと中ちゅう等とう部ぶが合ごう同どうでおこなうことになっている。

　その中なかで、５つのチームにわけられるのだ。

　クラスごとではなく、クラスメイト全ぜん体たいがバラバラにシャッフルされるため、だれがどこのチームになるかは、予よ想そうができない。

　一いち応おう、クラスの担たん任にんの先せん生せいが、１人ひとり１人ひとりの体たい力りょくなどを見みて、わけているらしいけれど。

　ちなみに杏あん樹じゅと里さと美み──この２人ふたりは小しょう学がっ校こうに入にゅう学がくしてからずっと、同おなじクラス、同おなじチームになっている。

　運うんがいいというより、もはや「くされ縁えん」に近ちかい。

「今こ年としもきっと、杏あん樹じゅとはいっしょだよね！」

　と里さと美みは、確かく信しんに近ちかい気き持もちをいだいていた。

「できれば百ゆ合りもいっしょがいいね！」

　うん、と杏あん樹じゅはうなずき、言こと葉ばをつづける。

「３人にんいっしょだったら、きっと楽たのしいよ！」

「でも、百ゆ合り、体たい育いく祭さいなんか参さん加かするかなぁ？」

　里さと美みは、腕うでを組くんで考かんがえこんでしまった。

「だってさ、百ゆ合り、バレエに復ふっ帰きしたばかりでしょ。体たい育いく祭さいなんて、ケガするようなこと、前まえの百ゆ合りだったら、絶ぜっ対たい出でないって言いってたじゃん」

「あ……」

　里さと美みに言いわれて、杏あん樹じゅは春はるごろの百ゆ合りを思おもいだした。

　プリマをめざしていた百ゆ合りは、体たい育いくの授じゅ業ぎょうはもちろんのこと、学がっ校こう行ぎょう事じである遠えん足そくにも「ケガしたくないから」という理り由ゆうで、休やすんでいたのだ。

　高たか飛び車しゃでつっけんどんだった、雨あま宮みや百ゆ合り。

　ある事じ件けんをきっかけに、杏あん樹じゅや里さと美みとはうちとけたけれど……やっぱり、ほかのクラスメイトとは、まだ距きょ離りがある。

（でも、今こ年としはいっしょに楽たのしめるといいのにな）

「ま、いいや。参さん加かしないなんて言いったら、私わたしが説せっ得とくするよ！」

　と里さと美みは力ちからこぶを作つくって見みせた。




「はい、静しずかに！」

　杏あん樹じゅたちの担たん任にん、キヨミ先せん生せいの声こえが教きょう室しつ内ないにひびきわたる。

　半はんそでのＴシャツを肩かたまでまくり、愛あい用ようのジャージをひざたけまであげているキヨミ先せん生せいは、いまからでも体たい育いく祭さいができそうな感かんじだ。

「これから、チームわけしたプリントを回まわすよ！」

　そう言いいながら、一いち番ばん前まえの列れつにプリントをくばっていく。

「うしろに回まわしてー」

　と、キヨミ先せん生せいは、一いち番ばんうしろに座すわっている百ゆ合りを見みた。

　百ゆ合りは、キヨミ先せん生せいの、ちょっとした悩なやみの種たねだ。

　できれば体たい育いく祭さいには参さん加かしてほしい。

　それは──教きょう師しとしての使し命めい感かんからではなく、みんなで協きょう力りょくするという楽たのしさを知しってほしいからだ。

　ちょっぴりこまったような表ひょう情じょうをうかべると、ふたたび口くちをひらく。

「みんな、プリントもらった？　１枚まい目めが青あお、２枚まい目めが白しろ、３枚まい目めが赤あか、４枚まい目めが黄き、５枚まい目めが緑みどりのチームになってるよ。全ぜん校こう生せい徒との名な前まえが載のってるから、なくさないように」

　そんな先せん生せいの声こえは、生せい徒とたちには聞きこえていないようだった。

　みんな、われさきにと、プリントを見みて確かく認にんしては、キャイキャイとはしゃいでいる。

「きゃー！　ちょっと、杏あん樹じゅ、杏あん樹じゅ！」

　里さと美みがくばられたプリントをひらき、自じ分ぶんの名な前まえを指ゆびさした。

「私わたしの上うえ、杏あん樹じゅの名な前まえがあるよっ！　今こ年としもいっしょのチームだね！　青あおだって！」

「ほんと！」

　杏あん樹じゅも手てもとに来きたプリントを見みた。

（あっ！）

「百ゆ合りもいっしょだ！」

　杏あん樹じゅのつぶやきに、里さと美みはうれしそうにうなずいた。

「しかも！　安あ倍べくんもいっしょなの。あとさ、これ見みてよ」

　と、里さと美みがズイッと、杏あん樹じゅの目めの前まえにプリントをかかげた。

「気きづいた？」

「な、なに？」

　目めの前まえのプリントをじっと見みる杏あん樹じゅの顔かお色いろが変かわる。

（……えぇっ!?）

「ありゃ……！」

　プリントをのぞきこんだシルフも、目めを丸まるくしている。

「光こう哉や先せん輩ぱいも同おなじチームなの！　すごくない？」

「……すごく、ない……」

　杏あん樹じゅは光こう哉やが好すきだ。

　だけど、それとこれとはべつである。

　つねにオーラを発はっし、にぎやかなことが好すきな光こう哉やとその友ともだちは、正しょう直じき言いって、ちょっと苦にが手てだ。

　テレビに出でてからというもの、杏あん樹じゅは、光こう哉やといっしょに登とう校こうするのをさけている。

　学がっ校こうの新しん聞ぶん部ぶやクラスメイトに、光こう哉やのことを聞きかれても、あいまいに答こたえるようにしていた。

　みんなの注ちゅう目もくを集あつめたくない。

　それが杏あん樹じゅの本ほん音ねだ。

　おだやかにふつうの生せい活かつが送おくれれば、それでいいのに。

　それなのに、チームがいっしょとは。

　がっくりと肩かたを落おとす杏あん樹じゅの耳みみもとで、シルフが首くびをかしげた。

「そんなにイヤ？」

（そういうわけじゃないけど……）

　なぜか毎まい年としいっしょなのだ。

「チームわけについては、いろいろとあるだろうけど、先せん生せいたちがいっしょうけんめい考かんがえてわけた結けっ果か、こうなりました。体たい育いく祭さいまで、あと２週しゅう間かん……みんながんばろうね！」

　キヨミ先せん生せいはそう言いうと、にっこりとほほえんだ。

「午ご後ごは、各かくチームでわかれて、係かかりを決きめます。中ちゅう等とう部ぶのおにいさん、おねえさんの言いうことをちゃんと聞きくように！　では、給きゅう食しょくっ！」

　日にっ直ちょくの号ごう令れいであいさつをし、クラスメイトがそれぞれ動うごきだす。

　いち早はやく、先さきに動うごいたのは──笹ささ詩し織おりだった。

　ササッと、杏あん樹じゅのところへやってくる。

「高たか野のさんっ！」

「え、あっ……はい」

　あまりにすごい剣けん幕まくに、杏あん樹じゅはおもわずたじろいでしまう。

「私わたしねっ、あなたといっしょのチームなの。よろしくね！」

「えーっ」

　笹ささの言こと葉ばに反はん応のうしたのは、里さと美みだ。

　おおげさに顔かおをしかめている。

「なによ？」

　背せたけの小ちいさい笹ささが、里さと美みににじりよった。

「プリント見みて、わかってたでしょう？　そういう反はん応のうするなんて、よくないと思おもうわ！」

「いや、ぜんぜん。笹ささの名な前まえなんて、見みてなかった……まさか、先せん生せいにワイロ贈おくったとか？」

「ねぇ、ワイロってなあに？」

　頭ず上じょうで、様よう子すを見みていたシルフが聞きいてくる。

（こんな状じょう況きょうで聞きかれても、こまる……）

　うーん、と考かんがえている杏あん樹じゅの横よこに、春はる人とがやってきた。

「ワイロっていうのは、もとじめに金かねをわたして、どうにかしてくれってたのむことだよ」

　春はる人とは陰おん陽みょう師じ（のたまご）なので、シルフが見みえるのだ。

　こういった、校こう内ないで発はっ生せいするシルフの疑ぎ問もんを、ちょくちょく春はる人とが答こたえてくれる。

　まるで杏あん樹じゅと話はなすかのように。

　杏あん樹じゅは、毎まい回かいバレないかとドキドキするけれど、助たすかっているのも事じ実じつだ。

「なるほど！　あれだね、よくおまんじゅうの下したに小こ判ばんを敷しきつめてる……」

「大たい河がモノなんか見みてんの？　めずらしいな」

　と苦く笑しょうしている春はる人とを見みて、横よこにいた里さと美みが、ふしぎそうな視し線せんを杏あん樹じゅにむけた。

「安あ倍べくん、杏あん樹じゅとなに話はなしてんの？」

「いや、ワイロについて、ちょっと」

「ドわすれしちゃって。なんだったかなーって」

　あはは、と笑わらう杏あん樹じゅの横よこで、笹ささがブンブンと首くびを横よこにふる。

「ワイロなんて……そんなこと、するわけないでしょっ！　私わたしは真しん実じつを追つい究きゅうする、新しん聞ぶん部ぶなのよ！」

「追おいまわすことしかしてないくせに……」

　とつぶやく里さと美みの言こと葉ばは、笹ささの耳みみには入はいっていないようだった。

　夢ゆめ見みる乙女おとめよろしく、笹ささのまわりにはキラキラとしたふんいきがただよっている。

「光こう哉や先せん輩ぱいといっしょのチームになれたのは、もはや運うん命めいとしか──」

「運うん命めいねぇ……」

　春はる人とが笑わらいをかみ殺ころしている。

「葛くず葉は神じん社じゃのあととりのくせに、運うん命めいを笑わらうなんて！」

　春はる人とに笹ささが噛かみつくように言いった。

　背せの高たかい春はる人とを見みあげ、ほおをふくらます。

「神じん社じゃは、神かみだのみするところでしょ？　笑わらうなんてひどい！」

「信しん心じんがないやつに言いわれたくないなぁ」

[image: ]

　なんて春はる人とがチャカしているところに、百ゆ合りがしかめっつらで近ちかよってきた。

「あ、百ゆ合り！　同おなじチームだね。がんばろうね！」

　グッと両りょう手てをにぎると、百ゆ合りは一いっ瞬しゅんこまったような表ひょう情じょうをうかべた。

　おもわず、ドキッとする。

「もしかして百ゆ合り、参さん加かしたくないとか──」

「ううん、そういうんじゃないけど」

　今こん度どは、里さと美みが百ゆ合りに、にじりよっていく。

「なによ、百ゆ合り。なにが問もん題だいなの？」

「……や、体たい育いく祭さいにちゃんと参さん加かするの、はじめてだからキンチョーするなあって……上じょう級きゅう生せいとも、いままで話はなしたことないし」

「なんだ、そんなこと！」

　里さと美みが笑わらいとばす。

「うちのチームには、天てん下かの王おう子じさま、光こう哉や先せん輩ぱいがいるし……それに、私わたしも杏あん樹じゅもついてるんだから、だいじょうぶだよ！」

「そ、そうかな……」

（あ……）

　杏あん樹じゅはふと、百ゆ合りの不ふ安あんの原げん因いんを思おもいだした。

　バレエの天てん才さい少しょう女じょだと、小ちいさいころからちょっとした有ゆう名めい人じんだった百ゆ合りは、ケガをするまで、あちこちでかげ口ぐちを言いわれつづけていたのだ。

　とうぜん、上じょう級きゅう生せいも交まざっていたはずだ。

　気きにしてないフリをしてても、傷きずついてしまうのはとうぜんのこと。

　百ゆ合りの心こころの闇やみを、かいま見みたことがある杏あん樹じゅは、ひときわ明あかるい声こえを出だす。

「そうそう、気きにすることじゃないよ！　上じょう級きゅう生せいと話はなしたことがないのは、転てん校こう生せいの安あ倍べくんだっていっしょだろうし……ね？」

　と急きゅうに話はなしをふられた春はる人とは、とまどいながらもうなずいた。

「そうだよ。気きにしすぎるなって。そういうの、自じ意い識しき過か剰じょうって言いうんじゃないの？」

「なにそれ、ひどーい！」

　春はる人とが本ほん気きで言いっていないのを感かんじて、百ゆ合りの顔かおに笑えみがもどる。

「うわっ……安あ倍べくんも、そういうじょうだん言いうんだ？」

　里さと美みが目めを丸まるくしている。

「里さと美みだって言いうじゃない……」

　あきれ顔がおの百ゆ合りを見みて、杏あん樹じゅが吹ふきだした。

　たしかにそうだ。

　里さと美みのほうが数すう倍ばいは言いっている。

「え？　じょうだんなの？　本ほん気きで嫌いやがってるもんだと思おもってた……」

　笹ささが会かい話わに入はいってくる。

「あ、いたんだ？」

　シラーッと言いう里さと美みを、百ゆ合りがつついた。

「それだって、それ」

　はしゃぐ里さと美みたちの横よこで、杏あん樹じゅはほほえんだ。

（なんだかんだ言いって、いいメンバーかも！）

　そんなうれしそうな杏あん樹じゅを見みて、シルフと春はる人とは顔かおを見みあわせるのだった。







　　　　10　学がく園えんのアイドル




　初しょ等とう部ぶと中ちゅう等とう部ぶをあわせて、１０００人にん近ちかい生せい徒とがいる海かい聖せい学がく園えん。

　そんな学がく園えんの体たい育いく祭さいの準じゅん備びは、とてもおおがかりだ。

　１チームの２００人にんが一いち堂どうに集あつまれる場ば所しょは、それほど多おおくない。

　杏あん樹じゅが所しょ属ぞくする青あおチームは、中ちゅう等とう部ぶが使つかっている講こう堂どうに集あつまることになった。

（講こう堂どうかぁ……学がく園えんに入にゅう学がくしたとき以い来らいだなぁ……）

　入にゅう学がくすると、ひととおり学がく園えん内ないを見けん学がくするのだけれど、それ以い来らい、行いっていない場ば所しょというのはけっこう多おおい。

　講こう堂どうも、そのひとつだ。

　その名なのとおり、話はなしをしたり、発はっ表ぴょうをするときに使つかう場ば所しょで、初しょ等とう部ぶの生せい徒とは使つかわない。

　大おおきなスクリーンの前まえには教きょう壇だん、そこから扇おうぎ状じょうに高たかく広ひろがっていく室しつ内ない。

「うわぁ……！」

　一いっ歩ぽ足あしを踏ふみいれると、すでに中ちゅう等とう部ぶの生せい徒とがそろっていた。

「杏あん樹じゅちゃん！」

　光こう哉やの親しん友ゆうで、ハデなかっこうをこのむ陽よう介すけが、杏あん樹じゅにむかって手てをふった。

（ひゃあっ！　陽よう介すけくんもいっしょなんだ!?）

　おずおずとおじぎをすると、陽よう介すけがこちらにむかって歩あるいてくる。

「同おなじチームなんだな！」

「そうみたいですね」

　あいまいにほほえむと、杏あん樹じゅの横よこにいた百ゆ合りと里さと美みを交こう互ごに見みやる陽よう介すけが、大おおきなごつごつとした手てを２人ふたりに差さしだした。

「オレ、田た村むら陽よう介すけ。よろしくねー！」

　茶ちゃ色いろのボウズ頭あたまにひるむ様よう子すもなく、里さと美みと百ゆ合りは陽よう介すけにおじぎした。

「よろしくおねがいします」

「よろしくです！」

「おい、陽よう介すけ。早はやくこっち来こいって！」

　と、陽よう介すけを呼よぶ声こえがした。

　その声こえは、講こう堂どうにひびきわたる。

「わぁ……生なまＫＯＵＹＡだ！」

　だれかがつぶやく。

「存そん在ざい感かんがぜんぜんちがうよね！」

「ほんと。同おなじ中ちゅう学がく生せいとは思おもえないっ」

　杏あん樹じゅが、光こう哉やをチラリと見みやる。

　ハデなかっこうの生せい徒とにかこまれている光こう哉やのすがたが視し界かいに入はいった。

　もともとリーダーシップがある光こう哉やは、青あおチームの中ちゅう心しん人じん物ぶつになっている。

　教きょう壇だんのそばで、先せん輩ぱいや先せん生せいたちとプリントを見みながら、話はなしこんでいる。

　ときおり、笑わらったり、照てれたりしているところを見みると、仕し事ごとのかつやくのことを言いわれているのかもしれない。

「あれ、高たか野のの妹いもうと？」

　光こう哉やのまわりの人ひとたちが、杏あん樹じゅに気きづく。

　じっと見みられている視し線せんを受うけ、杏あん樹じゅはペコリとおじぎをした。

　そんな杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やがヒラヒラと手てをふった。

（おにいちゃんったら！　私わたしが注ちゅう目もくあびるの、苦にが手てなこと知しってるくせに……）

　ひきつり笑わらいをこらえ、杏あん樹じゅも手てをふりかえす。

「おい、陽よう介すけ。杏あん樹じゅに手てぇ出だすなって」

「そんなんじゃねーよ」

（わーっ、おねがいだから大おおきな声こえで私わたしのこと話はなさないで！）

　あたりの人ひとの目めが集あつまるのを感かんじて、ほおが熱あつくなっていく。

「んじゃ、杏あん樹じゅちゃんも、お友ともだちも、あとでね」

　人ひとなつっこい笑えみをうかべて、陽よう介すけは光こう哉やのもとに走はしっていく。

「みんな、あいてる席せきに座すわってー」

　講こう堂どうのマイクで、担たん当とうの先せん生せいが声こえをかけた。

　里さと美みが「前まえに行いこうよ！」というのを止とめて、杏あん樹じゅたちは、一いち番ばん壇だん上じょうから遠とおい席せきに座すわった。

「それにしても、ハデだねぇ……あの集しゅう団だん」

　里さと美みが上うえから見みおろすように、光こう哉やたちを見みていた。

　そう言いわれて、杏あん樹じゅもまじまじと光こう哉やたちを見みる。

（あれっ？）

「ヴィリがいっしょだね」

　とシルフの言こと葉ばに、杏あん樹じゅはうなずいた。

　つまんなそうにイスについている小ちいさなつくえにほおづえをつき、壇だん上じょうにあがって話はなしている担たん当とうの先せん生せいをじっと見みている。

　どことなく顔かお色いろがわるそうだ。

（どうしたんだろう……？）
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　ヴィリは嵐あらしの精せい霊れいだ。

　光こう哉やに惚ほれこんで、人にん間げん界かいに住すみついている。

　外がい見けんも人にん間げんらしくして、茶ちゃ色いろい長ながい髪かみをツインテールに結ゆい、制せい服ふくもちゃんと着きこなせている。

　見みかけは中ちゅう学がく生せいに見みえるけれど、実じっ際さいはこの講こう堂どうに集あつまっているだれよりも、年ねん齢れいが高たかい。

　だからなのか、妙みょうに冷さめたふんいきがある──と杏あん樹じゅは思おもっていた。

「…………」

　となりに座すわっている陽よう介すけが肩かたをつつき、ヴィリになにかをささやく。

　それを聞きいたヴィリが笑わらいながら、陽よう介すけを軽かるくたたいた。

「心しん配ぱいなさそうだね。茶ちゃ髪ぱつボウズはムードメーカーだから、まかせとけば問もん題だいないよ」

（茶ちゃ髪ぱつボウズって……まさにそのとおりだけど！）

　つっこみたいのをこらえ、杏あん樹じゅは、ホッと息いきをつく。

　人にん間げん界かいに住すみつく精せい霊れいたちのケアをするのも、大たい使しの仕し事ごとだ。

（最さい近きんなかなかヴィリと話はなすことがなかったけれど……なじんでるみたいで、安あん心しんした！）

　アイコンタクトでシルフとほほえむ杏あん樹じゅは、とつぜんの、大おおきな拍はく手しゅでハッとなる。

「では、満まん場じょう一いっ致ちで、青あおチームのリーダーは高たか野の光こう哉やに決きまりました」

　と先せん生せいの声こえで、杏あん樹じゅはおもわず声こえをあげてしまう。

「えっ!?」

「そこ、なにか？」

　マイクをとおした声こえに問とわれ、杏あん樹じゅは首くびをいきおいよく横よこにふった。

「な、なんでもありません」

「私し語ごはつつしむように。では、これからはリーダーにまかせます」

　そう言いって、先せん生せいが光こう哉やにマイクをわたした。

「青あおチームのリーダーになった高たか野の光こう哉やです。先せん輩ぱいたちをさしおいて、こんなふうになってしまったのはアレですが……がんばりますので、よろしく！　めざすはチーム優ゆう勝しょうですので、みんな、がんばりましょう！」

　ただでさえ、タレントとしての仕し事ごともいそがしいのを知しっている杏あん樹じゅは、ハラハラする。

（これ以い上じょういそがしくなったら、たおれちゃうよ。もう、どうするつもりなの！）

　スラスラとあいさつをする光こう哉やを見みて、里さと美みがうっとりしていた。

「ほんっと、かっこいいよねぇ……」

「しっかりしてるよね、杏あん樹じゅのおにいちゃん。アイドルって、もっとチャラチャラしてるもんだと思おもってた」

　百ゆ合りに言いわれて、杏あん樹じゅは照てれくさそうに頭あたまをかいた。

「まぁ……もともと、アイドルじゃないしね」

「いいね、たよりがいがあってさ。かっこいいし！　がんばろーって気きになる」

「そう……かな」

「なんか、人ひとごと？」

　百ゆ合りが笑わらう。

「だって、家いえにいるときと、こうやってみんなの前まえと……ぜんぜんちがうから。ギャップのはげしさに、とまどうというか」

　つい出でてきた杏あん樹じゅの本ほん音ねに、百ゆ合りはあいづちを打うった。

「杏あん樹じゅは、ハデなの苦にが手てだもんね」

　そんな杏あん樹じゅと、壇だん上じょうで進しん行こうしている光こう哉やを見みくらべて、百ゆ合りはうらやましそうに言いう。

「でも、こうして見みると、兄きょう妹だいって感かんじがするよ。外がい見けんだけじゃなくて、ね」

「そ、そう？」

　杏あん樹じゅが首くびをかしげた。

　そう言いわれると、なんだか恥はずかしい。

　自じ分ぶんでは中なか身みが似にてるなんて、一いっ回かいも思おもったことはないけれど。

「パッと見みには似にてなくても、ない部ぶ分ぶんをおたがいが補おぎなってるって感かんじ。ちょっと、うらやましい」

（うらやましいなんて……）

　実じっ際さい、おにいちゃんがあんなふうにしっかりしているのは、すごいことなのかもしれない。

　そう思おもうと、杏あん樹じゅはなんだかほこらしくなってきた。

　いや、前まえからほこらしくは思おもっていたけれど、前まえよりも強つよく思おもえたのは、百ゆ合りのおかげだ。

「それにしても、体たい育いく祭さいっていうよりも、この規き模ぼじゃ……競きょう技ぎ大たい会かいみたいだね」

　壇だん上じょうでのやりとりに視し線せんをうつした百ゆ合りが、ボソッとつぶやいた。

「たしかに……」

　海かい聖せい学がく園えんの体たい育いく祭さいは、広ひろいグラウンドのあちこちで、各かく種しゅ目もくが行おこなわれるのだ。

（テレビで見みたことがある、陸りく上じょう競きょう技ぎ大たい会かいみたいかも）

　杏あん樹じゅも最さい初しょはとまどったけれど、何なん回かいかやっているうちに慣なれてしまった。

　低てい学がく年ねんのうちは、中ちゅう等とう部ぶのおにいさんやおねえさんがいっしょなので、それがとても楽たのしかった記き憶おくがある。

「ねぇ、杏あん樹じゅはなにに出でる？」

　里さと美みが、プリントとにらめっこしながら聞きいてきた。

　どうやら、百ゆ合りと話はなしているあいだに、参さん加か種しゅ目もくの話はなしにうつっていたようだ。

「走はしりはば跳とびとか、ジャンプ系けいはパスしたいんだけど。走はしるのもイヤだし……」

「じゃあ、応おう援えん団だんにしたら？」

　プリントを指ゆびさして、百ゆ合りが言いった。

「競きょう技ぎ出でなくても、いいっぽいよ？」

「百ゆ合り、わかってないなぁ……」

　チッチッチッと、指ゆびをふると、里さと美みはズイッと百ゆ合りに近ちかよった。

「応おう援えん団だんが、一いち番ばんきついんだよ」

「なんで？」

　百ゆ合りは首くびをかしげた。

「競きょう技ぎなら、自じ分ぶんの出で番ばんじゃなければ休やすんでいられるけど、おうえんは休やすみなしじゃん！　ずーっとおうえんしてるなんて……そんなのムリっ！」

「なるほど」

　百ゆ合りは苦く笑しょうすると、プリントに視し線せんを落おとした。

「私わたしも走はしるのは、イヤだなぁ……玉たま入いれとか、そういうのってないのかな？」

　そう言いいながら、百ゆ合りはプリントをじっと見みつめた。

「へぇ……騎き馬ば戦せんとか、棒ぼうたおしがあるんだ？」

「めずらしいよね、いまどき」

　里さと美みが肩かたをすくめた。

「騎き馬ば戦せんって？」

　講こう堂どうのつくえに腰こしかけていたシルフから、質しつ問もんが飛とんでくる。

「騎き馬ば戦せんって、４人にん１ひと組くみでやるやつだよね？　先せん頭とうに１人ひとり、うしろに２人ふたりで三さん角かく形けい作つくって、その上うえに人ひとが乗のるっていう……」

「そうだよ。まさか、杏あん樹じゅ……騎き馬ば戦せん、やりたいの？」

　里さと美みがけげんそうに、杏あん樹じゅを見みた。

「いやいや、確かく認にんのため。あ、そうだ。棒ぼうたおしって、百ゆ合り、知しってる？」

「えっと……こういうやつ？」

　手てで小ちいさな山やまを作つくり、それを手てでくずしていく動どう作さをする。

「ちがうよ！」

　里さと美みが笑わらった。

「２メートルくらいある、大おおきな棒ぼうを防ぼう御ぎょ側がわがおさえてたおれないようにするの。で、攻こう撃げき側がわっていうの？　ちがうチームが、それをたおしたら、勝かち」

「どうやって？」

　百ゆ合りがふしぎそうに聞きいてくる。

「おさえてる人ひとたちの上うえによじのぼって、棒ぼうに体たい重じゅうかけて、テコの原げん理りでこうやって……」

「え？　人ひとの上うえに乗のるの？　ケガしそうじゃん」

　里さと美みがやってみせているのを見みて、百ゆ合りが顔かおをしかめた。

　とうぜんの意い見けんだ。

　最さい近きんでは、やらない学がっ校こうのほうが多おおいらしい。

　でも、海かい聖せい学がく園えんは、いまだにやっていて──家か族ぞくの部ぶの騎き馬ば戦せんと棒ぼうたおしもあるのだ。

　とても迫はく力りょくがあって、演えん目もくの目め玉だまのひとつになっている。

「はだしでやるんだよ、とうぜん。騎き馬ば戦せんと棒ぼうたおしは、たしか、芝しば生ふのところでやるんだよね。準じゅん備びが大たい変へんなの、なんのって！」

「準じゅん備び？」

「小こ石いしをとったり、ケガがないよう掃そう除じするんだよー！　でも、運うん動どう部ぶの先せん輩ぱいに人にん気きなんだよね……騎き馬ば戦せんと棒ぼうたおしって」

「たしかに……肉にく弾だん戦せんっぽいもんね。ま、私わたしはパスだわ、パス」

「で、でもさ」

　いやに消しょう極きょく的てきな２人ふたりの横よこで、杏あん樹じゅが口くちをひらく。

「卒そつ業ぎょうまでに、一いっ回かいはやってみたいかも」

　杏あん樹じゅが、そう言いった瞬しゅん間かん。

「初しょ等とう部ぶ５年ねんからも１人ひとり、リレーに出でてくれる？」

　と、壇だん上じょうから声こえがかかった。

「チーム対たい抗こうで盛もりあがるところだけど、足あしに自じ信しんがない子こでもいいからさ」

　声こえの主ぬしは、光こう哉やだ。

　やさしげな瞳ひとみに見みつめられて、みんなが少すこしそわそわしてしまう。

「え？」

「私わたしはパス。笹ささ、やったら？」

　と、里さと美みにとつぜんふられ、杏あん樹じゅたちの前まえに座すわっていた笹ささがふりかえる。

「わ、私わたしは、ほらっ。新しん聞ぶん部ぶの仕し事ごとがあるし」

「競きょう技ぎ、出でなくていいわけじゃないでしょ」

　ジトーッと見みられて、笹ささはブンブンと首くびを横よこにふる。

「いいいいい、いくらＫＯＵＹＡのたのみとはいえ、やっぱり……その、走はしるのは……」

　言こと葉ばをにごして、笹ささはあいまいに笑わらった。

「高たか野のさんは？　走はしるの、どう？　春はるのタイム測そく定てい、学がく年ねんでも上じょう位いだったじゃない」

「えぇっ？」

　目めを丸まるくしている杏あん樹じゅの頭ず上じょうで、シルフがウンウンとうなずいている。

「安あ倍べくんは？」

　百ゆ合りが、近ちかくに座すわっていた春はる人とをつつく。

「え、オレ？　オレ、騎き馬ば戦せん出でたいんだよね。リレーと時じ間かんがかぶってるだろ？」

「じゃあ、杏あん樹じゅで決きまりな。次つぎ、初しょ等とう部ぶ６年ねん──」

　光こう哉やの視し線せんがうつり、杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

　シルフがイタズラな笑えみをうかべる。

「いいじゃん。どうしても自じ信しんがなかったら、ボクがクツになってあげるからさ」
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　出でる競きょう技ぎが決きまり、準じゅん備びや当とう日じつの係かかりの仕し事ごとの確かく認にんをして、杏あん樹じゅたちは講こう堂どうをあとにした。

　まだ、講こう堂どうに残のこっているヴィリをなんとなくふりかえる。

（なんか、やっぱり……元げん気き、ない？）

　光こう哉やや陽よう介すけたちと話はなをしているけれど、どことなく覇は気きがない気きがする。

　夏なつ休やすみからずっと、ヴィリにはお世せ話わになってばかりだ。

　もしかしたら、なにか調ちょう子しがおかしいのかもしれない。

（声こえ、かけてみようかな……でも……）

　あのハデな集しゅう団だんの中なかに入はいって行いくのは、ためらわれる。

（うーん……）

　１人ひとり、考かんがえこんだ杏あん樹じゅの横よこで、

「楽たのしみだねー！」

　玉たま入いれやつなひきといった、ジャンプや走はしることのない競きょう技ぎに出でることが決きまった里さと美みは、ホクホク顔がおだ。

「今日きょうはこのまま帰き宅たくしていいっぽいし……どうする？　みんなで、どっかよっていこうか？」

「いいね。今日きょうはレッスンの時じ間かんがおそいから、つきあえるよ」

　百ゆ合りが笑え顔がおで応こたえる。

「杏あん樹じゅは？」

　考かんがえこんでいた杏あん樹じゅは、話はなしが聞きこえていなかったらしい。

「へ？　なに？」

　と、目めをパチクリさせている。

「どっかよろうかって話はなし。もう、そんなにリレー出でるのがショックなの？」

　里さと美みにからかわれ、杏あん樹じゅは肩かたをすくめた。

「そんなんじゃないって──あっ！」

　そのとき、ヴィリが、講こう堂どうから出でてくるのが視し界かいに入はいった。

　どこか、足あしもとがフラついているように見みえる。

「ごめん、今日きょうはパス。また明日あしたね！」

　杏あん樹じゅは、手てをあわせ、２人ふたりに謝あやまる。

「わかったぁ。またねー」

「バイバーイ！」

　里さと美みと百ゆ合りに見みおくられ、杏あん樹じゅはヴィリに駆かけよった。

「ヴィリ……さん！」

　ふだんは呼よび捨すてにしているけれど、ここは学がっ校こうで、ヴィリは上じょう級きゅう生せいだ。

　いくら光こう哉やといっしょにいるといっても、さんづけしないとヘンに思おもわれる。

「ヴィリさんってば」

　杏あん樹じゅはヴィリの横よこにならんだ。

　青あおざめた顔かお──生せい気きのない目めが、杏あん樹じゅをとらえる。

「……なんだ、杏あん樹じゅか」

　そう言いうと、ヴィリの体からだがまたフラリとした。

「ちょっと、だいじょうぶ？」

　小こ声ごえでそう言いって、杏あん樹じゅはヴィリを支ささえるように体からだに手てを回まわす。

「……光こう哉やは？」

「おにいちゃん？」

　杏あん樹じゅは講こう堂どうをふりかえった。

　笑わらい声ごえがもれ聞きこえている。まだ出でてきそうになかった。

　それをヴィリに伝つたえると、ヴィリは安あん心しんしたように力ちからなくほほえんだ。

「こんな無ぶ様ざまな顔かお、光こう哉やには見みせたくないからね……ごめん、ちょっと休やすませてくれる？」

　大おおきく息いきをはくと、ヴィリは杏あん樹じゅにもたれかかった。

　細ほそ身みの体からだからは考かんがえられないほどの、ずっしりとした重おもみが、杏あん樹じゅの体からだにのしかかる。

「ヴィリ、保ほ健けん室しつに行いこうよ」

　だけど、ヴィリからは返へん事じがなかった。

　だまったまま、コクリとひとつうなずいただけ。

「シルフもてつだって」

「え？　ど、どうやって？」

　校こう内ないで助たすけを求もとめられ、シルフがたじろいだ。

「風かぜで運はこべばいい？」

「うん。バレないように、おねがい」

「はいはーい」

　シルフが、指ゆびを指し揮きするように動うごかした。

　ふんわりとした風かぜが、かたまりのようになって、ヴィリの体からだを支ささえる。

「講こう堂どうの横よこ……そうそう、ここの階かい段だんを下おりたら、すぐだから。ヴィリ、ちょっとガマンしてね」




　保ほ健けん室しつには、だれもいなかった。

　ドアのところには【会かい議ぎ中ちゅうのため不ふ在ざい】の札ふだがかかっている。

　それを見みて、杏あん樹じゅはホッと胸むねをなでおろした。

「シルフ、このベッドに」

　シルフがドサッとベッドに寝ねかせると、杏あん樹じゅはスツールを持もってきて、横よこに座すわった。

　シルフも心しん配ぱいそうに、ベッドのふちに腰こしかける。

「わるかったわね、杏あん樹じゅ……」

　両りょう手てで顔かおをおおったまま、ヴィリが言いう。

「最さい近きん……ちょっと不ふ調ちょうで」

「見みればわかるよ。なんか、ムリしてるでしょう」

　杏あん樹じゅは小ちいさくため息いきをついた。

　ヴィリは人にん間げんの──それも、自じ分ぶんが好すきになった人にん間げんの生せい気きを吸すうことで、存そん在ざいすることができる精せい霊れいだ。

　生せい気きを吸すわれた人にん間げんは、植しょく物ぶつ状じょう態たい同どう然ぜんになってしまうことから、好すきな人ひとといっしょにいられない、悲ひ恋れんの精せい霊れいとも言いわれている。

　一いち度ど、光こう哉やから生せい気きを吸すったことがあったけれど、光こう哉やは吸ヴァ血ンパ鬼イアだったので、植しょく物ぶつ状じょう態たいにはならずにすんだ。

　それを見みて、ヴィリは、光こう哉やが自じ分ぶんの運うん命めいの人ひとだと思おもいこんでいる。

　光こう哉やも光こう哉やで「たまになら、生せい気きをわけてもいい」とか言いうものだから、ヴィリは日にっ本ぽんに住すみついてしまったのだ。

「……嵐あらしの精せいの名なが泣なくわね、これじゃあ……」

「おにいちゃんもいいって言いってるんだし、やっぱり一いち度ど、生せい気きを補ほ給きゅうしたほうがいいよ」

　杏あん樹じゅの忠ちゅう告こくに、ヴィリは力ちからなく首くびをふった。

「こんなフラフラじゃ、人にん間げん界かいで生せい活かつできないでしょう？」

「ううん……もう……」

「ん？」

「手ておくれ、なのかもしれない……」

「え？」

　杏あん樹じゅとシルフは、顔かおを見みあわせた。

「どういうこと？」

「空からなの……お腹なかが減へって、しかたないの。いま、光こう哉やの生せい気きを吸すったら、かげんができない……」

「ええっ、そんな……なんで、もっと早はやく、おにいちゃんに相そう談だんしなかったのよ」

　ヴィリは、杏あん樹じゅをさびしげに見みつめた。

「……あなた、言いえるの？　好すきな人ひとが……運うん命めいの人ひとだと思おもえるくらい好すきな人ひとが、自じ分ぶんの夢ゆめにむかってがんばっているときに……ただでさえ、大たい使しとタレントの両りょう立りつに苦くるしんでるのに……生せい気きをわけてほしい、なんて……」

「ヴィリ……」

「私わたしは光こう哉やの夢ゆめをおうえんしたい。足あしをひっぱりたくないの……私わたしのために、しばらく休やすんでなんて……そんなこと、たのめないわ……」

「そ、そうかもしれないけど、それとこれとは、べつでしょう？」

「光こう哉やがここで立たちどまったら、タレントとしてのＫＯＵＹＡはどうなるかわからない……いまがチャンスなんでしょ？　それをつぶすくらいなら、私わたしは……私わたしが消きえることを望のぞむわ……」

「そんな……」

　杏あん樹じゅは言こと葉ばを失うしなった。

　生せい気きを吸すわなければ、ヴィリは生いきていけない。

　吸すったら、光こう哉やが植しょく物ぶつ状じょう態たいになってしまうかもしれない。もし、ならなくても、なんらかの支し障しょうが出でるのは確かく実じつだ。

（それって……どっちかを、見みごろしにしろってことなの!?）

　窓まどから差さしこむ夕ゆう暮ぐれのあたたかな光ひかりが、ヴィリのはだをオレンジ色いろに染そめていく。

　人ひととして生いきていけなくなったとき──ヴィリは本ほん来らいのすがたにもどるのだろうか。

　それとも。

　グッと胸むねがしめつけられる。

（私わたし……どうすればいいの？）

「……シルフ、教おしえてくれる？」

「なぁに？」

　杏あん樹じゅの顔かおを、シルフがのぞきこむ。

「消きえたら……ヴィリは、どうなるの？」

「天てん候こう系けいの精せい霊れいが消きえると、大たい気き中ちゅうに霧む散さんして、何なん十じゅう年ねんか、それとも何なん百びゃく年ねんか……時じ間かんをかけて再さい構こう築ちくされるよ」

（……ん？）

「ごめん、再さい構こう築ちくって？」

　おずおずとシルフに問といかける。

「あ、杏あん樹じゅにはわかりづらかったか。天てん候こう系けいの精せい霊れいが消きえると、成せい分ぶんみたいなものが霧きりになって、空くう気き中ちゅうにとけこんじゃうんだ」

「うんうん」

「それを、また１からくっつけて作つくりなおすっていうのが、再さい構こう築ちく」

「なるほど……」

　理り解かいしたようにうなずいている杏あん樹じゅを見みて、シルフが言こと葉ばをつづける。

「ヴィリが消きえたら、たぶん、杏あん樹じゅが生いきてるあいだには会あえないよ」

「……!?」

「再さい構こう築ちくってのは、それだけ時じ間かんがかかるんだ。会あえたとしても──」

「……な、なに？」

「いまの記き憶おくは……ないわ」

　ヴィリが、ゆっくりとおきあがる。

「ヴィリ、だいじょうぶなの？」

「人にん間げんとちがって、寝ねてたら復ふっ活かつするものじゃないもの。少すこし楽らくにはなるけど、すぐに飢うえがやってくる……」

　ヴィリは体たい操そう座ずわりをするように、ベッドの上うえで自じ分ぶんの体からだをだきかかえた。

「……食たべたい……足たりない……って……」

　つぶやいたヴィリの背せ中なかが、ザワリとゆれた。

「……食たべたい……足たりない……もっと……吸すわせて……」

「ヴィリ……!?」

　じわじわと、ヴィリの背せ中なかから、ドス黒ぐろい霧きりのようなものが吹ふきだしてくる。

「ひっ……！」

　杏あん樹じゅは、おもわず立たちあがった。

　スツールがたおれ、室しつ内ないにひびく。

「お腹なか……減へった……」

「な、なにこれ……」

「まずい……思し念ねん体たいだ！」

　シルフが杏あん樹じゅの服ふくをひっぱった。

「し、思し念ねん体たい？」

「ヴィリの本ほん能のうが出でてきたんだよ！」

　そう言いって、シルフがヴィリにさけんだ。

「しっかりしろよ、ヴィリ！　おさえこめ！」

（……本ほん能のうをおさえこむなんて……そんなの、できるの!?）

「ヴィリ！」

　呼よんでも、ヴィリはひざの上うえに顔かおをふせたままだ。

　意い識しきを失うしなっているのだろうか。

「ヴィリ！」

　杏あん樹じゅはふるえる足あしに力ちからを入いれた。

（……ダメだ、私わたしがなんとかしなきゃ……でも、どうやって？）

　そう思おもっているあいだにも、霧きりはどんどん吹ふきだしてくる。

　その霧きりが、窓まどのすきまから、じんわりと外そとへと流ながれだしていくのを見みて、杏あん樹じゅは覚かく悟ごを決きめた。

（校こう庭ていにはまだ、生せい徒とがいる！　みんながあぶない!!）

「ヴィリ！」

　杏あん樹じゅがグッとくちびるをかみしめ、身みがまえた。

（なにかおこるようなら……強きょう制せい送そう還かんするしかない！）

　杏あん樹じゅが、右みぎ手てをなでさすった。

　右みぎ手ての甲こうに、うっすらと金きん色いろに光ひかる十じゅう字じ架かの紋もん様ようがうかびあがる。

　杏あん樹じゅの能のう力りょくである、召しょう還かんの光ひかりだ。

　この光ひかりをあびると、自じ分ぶんが発はっ生せいした場ば所しょに強きょう制せいでもどされてしまう。

　もどった先さきで、その国くにの大たい使しに処しょ罰ばつしてもらうのだ。

　ヴィリは、人にん間げん界かい──光こう哉やのそばで生せい活かつするため、ＷＦＡで誓せい約やく書しょを書かいている。

　その規き則そくは厳きびしく、それを守まもれなかったときの処しょ罰ばつもきついものになる。

「杏あん樹じゅ……やるなら、早はやくしないと！」

　ヴィリからわき出でている霧きりは、杏あん樹じゅの足あしにからみついてきている。

　ドライアイスの白しろい煙けむりのようでいて、妙みょうにねちっこい。

　まるで、助たすけを求もとめて伸のばしている、幾いく本ほんもの手てのように。

　触ふれられたところから、体からだのしんが冷ひえていく。

　どんよりと、体からだが重おもくなっていく。

　生せい気きが吸すわれているのだ。
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　けれど。

「杏あん樹じゅ、早はやく！」

　シルフの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは首くびをふった。

「ダメだ……私わたしには、できないよ……」

　杏あん樹じゅはかまえを解といた。

　そのまま、ゆっくりとヴィリに近ちかよっていく。

「杏あん樹じゅ……？」

　シルフがけげんそうな表ひょう情じょうをうかべる中なか、杏あん樹じゅは手てをのばして、ヴィリの体からだをそっとだきしめた。

「ヴィリ、落おちついて……まだ消きえるって決きまったわけじゃない」

　黒くろい霧きりが杏あん樹じゅをつつんでいく。

「ヴィリ！　正しょう気きにもどって！」







　　　　12　闇やみに落おちた少しょう女じょ




「杏あん樹じゅ、もうだいじょうぶそうだよ」

　シルフに言いわれ、杏あん樹じゅはつぶっていた目めをひらいた。

　霧きりは消きえさっている。

（さっきは、あんなに重おもかったのに……）

　片かた手てで支ささえられるほど軽かるくなったヴィリの体からだを、杏あん樹じゅは、ふたたびベッドへと寝ねかせた。

「ふぅ……」

　落おちついた瞬しゅん間かん、体からだがガタガタとふるえだした。

　飲のみこまれそうだった。

　煙けむりの中なかにとけていきそうだった。

　思おもいだすと、怖こわくなってくる。

「杏あん樹じゅ、ムチャしすぎ」

　あきれたようにシルフが言いう。

「ムチャって……だって、ホッとけないでしょ。このまま、むりやり自じ分ぶんの国くにに帰かえすなんて、私わたしにはできないよ」

「まぁ、そうかもしれないけど……とりあえず、座すわったら？」

　シルフにうながされ、杏あん樹じゅはスツールに座すわった。

　やすらかに眠ねむっているヴィリの顔かおを、じっと見みつめる。

（あ……）

　おじいちゃんが消きえたときと、同おなじような光こう景けいに、杏あん樹じゅは言こと葉ばをつまらせた。

　外そとは夕ゆう暮ぐれ。

　夜よ明あけじゃない。

　精せい霊れいを消けす光ひかりではない。

「杏あん樹じゅさ」

　呼よびかけられて、杏あん樹じゅはハッと顔かおをあげた。

「嵐あらしの雲くもって、なんであんなに黒くろいか知しってる？」

（へ？）

　質しつ問もんの意い味みがわからず、杏あん樹じゅはキョトンとした。

「化か学がく物ぶっ質しつがなんとか──」

「ちがうよ」

「？」

　シルフが、先せん生せいよろしく、腕うで組ぐみをして口くちをひらく。

「人にん間げんの悲かなしみや恨うらみや……そういった、闇やみの気き持もちを吸すいとってるから、黒くろいんだ。そんな黒くろい感かん情じょうを吸すいこんで、なげいているから、雨あめが降ふるんだよ」

　現げん実じつ主しゅ義ぎのシルフにしては、あまりにも空くう想そう的てきな講こう釈しゃくだ。

「そんな感かん情じょうばかり吸すいこんでしまった嵐あらしは、逆ぎゃくの感かん情じょうがほしくなった。それが愛あいだ。ただ、雲くものままでは愛あいされない。だから、嵐あらしはヴィリという人ひと型がたの精せい霊れいを造つくったんだ」

「なんで、愛あい？　逆ぎゃくだったら、喜よろこびとか──」

「愛あいが一いち番ばん、原げん始し的てきな感かん情じょうだからさ」

「めずらしいね、シルフがそんなこと言いうなんて」

　ふふっと笑わらう杏あん樹じゅを見みて、シルフがほおをふくらませる。

「ボクが愛あいとか言いったら、ヘンなの？」

「ちがうちがう。おとぎ話ばなしみたいな、そんな話はなしをするなんて、シルフっぽくないなーって」

「はぁ……」

　シルフが肩かたを落おとす。

「ヴィリのルーツの話はなしだよ」

「……なるほど。そういうことだったのね」

　杏あん樹じゅはヴィリを見みつめた。

「つづきがあってね──聞ききたい？」

「うん、教おしえて！」

　ふふん、と胸むねをそらすと、シルフは言こと葉ばをつづけた。




　ただし、嵐あらしはかげんを知しらなかった。

　いままで、無む尽じん蔵ぞうに黒くろい感かん情じょうを吸すいこんできたからだ。

　逆ぎゃくもまたしかり──愛あいも無む尽じん蔵ぞうにあるものだと、そう思おもっていた。

　しかし、それはまちがいだった。

　ヴィリが吸すいこんだ愛あいは、すぐに枯かれてしまった。

　愛あいしているがゆえに、すべてを食くらいつくしてしまうのだ。

　ヴィリはなげく。

　雨あめが降ふる。

　ふたたび愛あいを探さがしに歩あるきまわる。

　愛あいが得えられないと、嵐あらしに飲のみこまれてしまう。

　愛あいが得えられないと、ヴィリが生うまれた意い味みがない。

　闇やみに落おちた少しょう女じょ──いつしかヴィリは、こう呼よばれるようになった。

　悲ひ恋れんの精せい霊れいというのは、後こう世せいにつけられた字あざなである。




「悲かなしいお話はなし……」

「まーね。昔むかしの言いい伝つたえなんて、みんなこんな感かんじだよね。だいたい、感かん情じょうが計はかれるわけないし」

　と、そのときだった。




　ガラガラッ！




　いきおいよく、保ほ健けん室しつのドアのひらく音おとがした。

「失しつ礼れいしまーす！」

　元げん気きよく言いって、バタバタとそうぞうしい足あし音おとがいくつか、室しつ内ないに駆かけこんでくる。

「ＫＯＵＹＡ、ここっ!?」

　いきおいよく、ベッドのまわりをかこっているカーテンが開あけられる。

「あ……」

　そこにいたのは、このあいだ、共きょう用よう棟とうで光こう哉やを追おいかけまわしていた、おっかけの１人ひとりだ。

　バチッと視し線せんがあってしまい、杏あん樹じゅは軽かるく頭あたまを下さげた。

「えーっＫＯＵＹＡじゃなーい！　もーっ、どこ行いったんだろー!?」

「あっちのほう行いこう！」

「失しつ礼れいしましたあーっ！」

　こちらの返へん事じも待またず、おっかけの生せい徒とたちは、そのまま保ほ健けん室しつを飛とびだしていく。

「なんなんだよ、あれ」

　というシルフに、杏あん樹じゅは肩かたをすくめて見みせる。

「もー、なんであたしたち、青あおチームじゃないんだろ？　ずるいよねー」

「あたし、今日きょう、生なまＫＯＵＹＡ見みてないよー。死しにそう」

「一日にち一回かい、ＫＯＵＹＡ見みないと死しんじゃう病びょうだね」

　なんて言いいながら、おっかけたちは遠とおざかっていった。

「マナーのなってないファンって、ボクは嫌きらいだな！」

　シルフがドアにむかって、アッカンベーをする。

「……私わたしも」

　そのとき、のそっと、ヴィリがおきあがった。

「ヴィリ！」

「……かんたんに、死しぬって言こと葉ばを言いうやつも嫌きらい」

　そう言いった目めには、殺さつ意いがこもっている。

「ヴィリ、よかった！　落おちついたのね」

　杏あん樹じゅが言いうと、ヴィリがうーんとのびをした。

「まだ、私わたしの体からだ、消きえてないわね」

　そう言いいながら、ベッドからおりるヴィリ。

「もうだいじょうぶなの？」

「だいじょうぶなわけない。フラフラするけど、行いくわ。ここにいたって、しかたないもの」

　ヴィリは保ほ健けん室しつの窓まどを開あけた。

「シルフ、家いえまで送おくっていってよ」

「え？　ボクが？」

　顔かおをしかめるシルフの背せ中なかを、杏あん樹じゅがそっと押おした。

「シルフ、おねがい」

「まぁ、精せい霊れいなら風かぜに乗のれるだろうから、いいけどさぁ……」

　とかなんとか言いいながらも、シルフは小ちいさな手てで印いんを切きった。

　ふんわりと大おおきな風かぜを作つくりあげると、ヴィリを乗のせてうかびあがる。

「そうだ、ヴィリ。おにいちゃんには──」

　いいかけたとき、ヴィリがふりかえった。まじめな目めで、杏あん樹じゅを見みる。

「このこと、光こう哉やにはナイショにしてね、杏あん樹じゅ」

「えっ、でも……いまみたいなことが、またおこったら……」

「ほかに生いきられる方ほう法ほうがないか、考かんがえてみるわ。間まにあうかどうかわからないけれど……自じ分ぶんで乗のりこえてみたいの」

「ヴィリ……」

「だから、そのときまで……光こう哉やには言いわないで」

　そう言いうと、ヴィリはシルフの風かぜに乗のって、空そら高たかくあがって行いってしまった。

　日ひが暮くれてきた空そらに、とけこむように消きえてしまう。

　見みおくっていた杏あん樹じゅは、なぜかわるい予よ感かんを感かんじていた。







　　　　13　準じゅん備びとバトン




「ほら、そこ！　もうちょっと、スタート早はやく！」

　担たん当とうの先せん生せいから檄げきが飛とぶ。

「す、すみません……」

　頭あたまを下さげる杏あん樹じゅに、リレーのアンカーである光こう哉やがほほえんだ。

「気きにすんなよ。もうちょい楽らくにやれば、いいんだって」

「おにいちゃんは、できるから、そういうふうに言いえるんだってば」

　ふかく息いきをはくと、杏あん樹じゅは手てについた汗あせを体たい操そう服ふくでぬぐった。

「おねがいします！」

　後こう方ほうにいる４年ねん生せいに声こえをかける。

　いま、海かい聖せい学がく園えんでは、体たい育いく祭さいの準じゅん備びのまっさいちゅうだ。

　チームミーティングから当とう日じつまでの２週しゅう間かん──午ご後ごの授じゅ業ぎょうはなく、すべて練れん習しゅうと準じゅん備びにあてられる。

　今日きょうの杏あん樹じゅは、リレーの練れん習しゅうだ。

　学がく年ねん順じゅんで走はしるため、そう差さは出でない。

　問もん題だいは、バトンの受うけわたしだった。

「杏あん樹じゅ、来きたよっ！」

　シルフが教おしえてくれた。

　４年ねん生せいが近ちかづいてくる。

（よしっ！）

　うしろを気きにしながら、杏あん樹じゅは走はしりだした。

　足あし音おとが近ちかづいてくるのを聞きいて、杏あん樹じゅがサッとうしろに手てをのばす。

「はいっ！」

　声こえとともに、杏あん樹じゅの手てのひらにバトンが押おしつけられた。

　ぎゅっとにぎりしめ、杏あん樹じゅはバトンを受うけとると、スピードを加か速そくさせた。

　このまま、走はしりぬけたい気き持もちになるが、練れん習しゅう中ちゅうはそこまでしない。

「おー、いまのいいね。ＯＫ！　じゃあ、次つぎ！」

　先せん生せいの声こえに、ホッと胸むねをなでおろす。

「バトンでＯＫ出でた人ひとは、小こ石いし拾ひろいしててね！　そこらへんにバケツがあるから、それ持もって」

「はーい！」

　杏あん樹じゅはバケツ片かた手てに歩あるきだした。

「やればできるじゃん、杏あん樹じゅ！」

　シルフに言いわれ、杏あん樹じゅは笑えみをうかべる。

「練れん習しゅうでも緊きん張ちょうするよね」

　そう言いいながら、グラウンドを見みわたした。

　あちこちで、競きょう技ぎの練れん習しゅうをしている。

（あ、百ゆ合りだ！）

　遠とおくで、走はしりはば跳とびの練れん習しゅうをしている百ゆ合りのすがたが目めに入はいる。

　さすがは、プリマといったところか。

　跳ちょう躍やく力りょくがハンパない。

　きれいに弧こを描えがき、砂すな場ばに着ちゃく地ちする。

「やるなら、全ぜん力りょくでするわ！　負まけるのはくやしいし」

　と言いっていた百ゆ合りは、練れん習しゅうにも気き合あいが入はいっているようだった。

「あれ……里さと美みっちは？」

　とシルフに聞きかれ、杏あん樹じゅは肩かたをすくめた。

「家か庭てい科か室しつ」

「なんで？　料りょう理り中ちゅう？」

「ううん、裁さい縫ほう中ちゅう」

「裁さい縫ほう？」

　シルフが、ふしぎそうに首くびをかしげた。

「玉たま入いれの玉たまを縫ぬうんだってさ、今日きょうは」

「へぇ……あれって、作つくるんだ？」

「そうよ。袋ふくろの中なかに、ストローを短みじかく切きったようなビーズを入いれて、縫ぬって玉たまみたいにするんだよ」

「ふーん……」

「昔むかしは、アズキを入いれてたみたいだけどね。……あ！」

　グラウンドのはし──日ひ陰かげになっているベンチで、ヴィリが座すわりこんでいた。

　体たい操そう服ふくに着きがえてないところを見みると、見けん学がく中ちゅうなのかもしれない。

　ひざの上うえに本ほんを広ひろげたまま、ぼんやりしているようだ。

「ヴィリ……」

「杏あん樹じゅ、そんな顔かおしないの」

　シルフが杏あん樹じゅのほおをつついた。

「自じ分ぶんで乗のりこえたいって言いってるんだし、見みまもってあげようよ」

「そうだけど……心しん配ぱいだよ、やっぱり」

（また、あんなふうにヴィリ自じ身しんが制せい御ぎょできなくなったら、どうしよう……）

　杏あん樹じゅは、それが心しん配ぱいだった。

「あれ？　高たか野のも石いし拾ひろい？」

　声こえをかけられ、杏あん樹じゅが声こえのしたほうを見みやる。

　そこには、両りょう手てにバケツを提さげた春はる人とが立たっていた。

「安あ倍べくんも？　って、なにそれ」

　杏あん樹じゅが目めを丸まるくする。

　春はる人との首くびには、青あおいハチマキが何なん本ぼんもかけられていたからだ。

「なにって、ハチマキ」

「いや、そうじゃなくって……なんで、そんなに？」

　数かぞえるだけで５本ほんある。

「……女じょ子しにもらった」

　ボソボソと小こ声ごえで答こたえる春はる人とは、杏あん樹じゅから目めをそらす。

「もらった？」

　聞ききかえす杏あん樹じゅに、春はる人とがしぶしぶうなずく。

「あっ……！」

　里さと美みに聞きいたことを思おもいだし、杏あん樹じゅは小ちいさく声こえをあげた。

「そっか。安あ倍べくん、モテモテだね！」

「そ、そんなんじゃねーよ……」

　口くちをとがらせた春はる人とは、バケツを地じ面めんにおくと、ポケットからもう１本ぽん、ハチマキをとりだした。

「やるよ、これ」

「え、だって……」

「高たか野の、まだ作つくってないだろ？」

「そうだけど……」
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　さし出だされたハチマキを前まえに、悩なやんでしまう。

　体たい育いく祭さいで使つかうハチマキは──初しょ等とう部ぶの低てい学がく年ねんのぶんは中ちゅう等とう部ぶの先せん輩ぱいが用よう意いし、高こう学がく年ねんからは自じ分ぶんで用よう意いすることになっている。

　毎まい年とし、杏あん樹じゅと光こう哉やのハチマキは、おじいちゃんが縫ぬってくれていた。

　今こ年としはそれがない。

　ヴァルは裁さい縫ほうが苦にが手てだし、自じ分ぶんで用よう意いしなきゃと思おもっているうちに、日ひがすぎてしまったのだ。

　ファンからもらうわけにはいかないからと、光こう哉やのぶんもたのまれてしまっている。

「でも、いいの？　それ、だれかにもらったやつじゃ……」

　おずおずと聞きく杏あん樹じゅに、春はる人との顔かおに笑えみがもどった。

「あ、これは自じ分ぶんで縫ぬったやつ。だれかにもらえるなんて思おもわなかったからさ……高たか野の、使つかってくれよ」

　春はる人とはそう言いって、ハチマキを杏あん樹じゅの手てに押おしつける。

「じゃあ、オレ、石いし捨すててくるよ。じゃあな」

「う、うん。ありがと！」

　杏あん樹じゅはハチマキをにぎりしめ、春はる人とに手てをふった。

「もらったけど……いいの？」

　シルフに聞きかれ、杏あん樹じゅはハチマキを見みつめた。

　ところどころ、ほつれている。

「自じ分ぶんで縫ぬったハチマキを、好すきな人ひとにつけてもらうと両りょう思おもい、だっけ？」

「里さと美みは、そう言いってたね」

　そう言いってから、杏あん樹じゅはあわてて言こと葉ばをつづける。

「いや、安あ倍べくんはいっぱいもらって、自じ分ぶんで縫ぬったやつがあまったからくれただけだし、陰おん陽みょう師じの安あ倍べくんが、ジンクス信しんじてるわけでもないし！」

「そんなに、力ちからいっぱい言いわなくても」

　苦く笑しょうするシルフを、杏あん樹じゅは軽かるくにらんだ。

「シルフが、ヘンなこと言いうからじゃない！」

「でも、これで杏あん樹じゅの負ふ担たんが減へるね。光こう哉やのぶんだけ縫ぬえばいいんだしさ」

「うーん……いや、これも縫ぬいなおすよ」

「なんで？」

「だって、ほら……」

　布ぬのをあわせて作つくるだけのハチマキは、いまにもほどけそうだった。

　そのとき。

「おい、杏あん樹じゅ！」

　ふりかえると、杏あん樹じゅにむかって、光こう哉やが走はしってくるところだった。

「ど、どうしたの？」

「おまえっ……」

　杏あん樹じゅの肩かたをガシッとつかむと、そのまま回まわれ右みぎをするように動うごかした。

「あれ見みて、どう思おもう？」

「あれって……」

　視し線せんの先さきには、先さきほどと同おなじように座すわりこんでいるヴィリがいる。

「ヴィリのこと？」

「最さい近きん、ああやって見けん学がくばっかなんだよ。前まえは活かっ発ぱつだったのに、いまじゃ座すわってばかりなんだ」

「そ、そうなの？」

「聞きいても、なんでもないって言いうばかりなんだけど……様よう子す、おかしくないか？」

「お、おかしい……かな？」

　うしろめたさを感かんじながら、杏あん樹じゅは言こと葉ばを返かえす。

　光こう哉やとむきあっていないのが幸さいわいだ。

　いま、顔かおを見みられたら、きっと勘かんづかれてしまう。

「ほ、ほら、ヴィリって気きまぐれだからさ、そういうときもあるんじゃない？」

「そうか？」

　光こう哉やがしきりに首くびをかしげている。

「杏あん樹じゅがそう言いうならそうなのかな……でもあいつ、はじめて会あった日ひ以い来らい、吸すってないんだ。そろそろ限げん界かいなんじゃないかなって思おもうんだけど」

「げ、限げん界かいだったら、言いうと思おもうよ？」

「そうだよなぁ……なんだ、オレの思おもいすごしか」

　光こう哉やが納なっ得とくしたようで、杏あん樹じゅはホッと胸むねをなでおろした。

「きゃっ！」

　急きゅうに突とっ風ぷうが巻まきおこり、空そら高たかくあがっていく。

　砂すなぼこりが目めに入はいらないように、目めを閉とじた杏あん樹じゅとは逆ぎゃくに、シルフはけわしい顔かおで舞まいあがる風かぜを見みつめた。

「なんだ、この風かぜ……！」

「シルフ？　どうかした？」

　杏あん樹じゅに聞きかれ、シルフは首くびをふった。

「いや……なんでもない」







　　　　14　波は乱らんの幕まく開あけ




「うーん、イイ天てん気き！」

　杏あん樹じゅは目め覚ざましが鳴なるより早はやく、ベッドからおきあがった。

　体たい育いく祭さい当とう日じつ。

　空そらは雲くもひとつない晴せい天てんだ。

　最さい高こうの体たい育いく祭さい日和びよりである。

　１階かいのキッチンからは、いいニオイがただよってくる。

　ヴァルがおきて、お弁べん当とうを作つくっているにちがいない。

「てつだおうかな」

　手てばやく制せい服ふくに着きがえると、杏あん樹じゅは階かい下かへと降おりていく。

　シルフはまだ、ベッドに入はいったままだ。

　だけど、シルフの体たい内ない時ど計けいはとても正せい確かくなので、朝ちょう食しょくの時じ間かんにはおきてくるだろう。

「あ、このニオイ……卵たまご焼やきと唐から揚あげかな？」

　なつかしさを感かんじるのは、去きょ年ねんの体たい育いく祭さいと同おなじお弁べん当とうの中なか身みだからだろう。

　去きょ年ねんは、おじいちゃんが作つくってくれたのだけども。

「ヴァル、おはよう！」

「おはようございます、杏あん樹じゅさま。今日きょうは早はやいですね」

　飾かざりウィンナーで苦く戦せんしているヴァルは、指ゆび先さきがわなわなしている。

　それを見みて、杏あん樹じゅが笑わらった。

「そんな、ムリしなくていいのに」

「お弁べん当とうといえば！　と、商しょう店てん街がいの人ひとたちに教おしえていただいたので……」

　照てれ笑わらいをして、ヴァルはふたたびキッチンにむかった。

「どんなの作つくってるの？」

　杏あん樹じゅが、調ちょう理り台だいの上うえにおかれている重じゅう箱ばこをのぞきこんだ。

　動どう物ぶつのキャラクターがついた、かわいいクシに刺ささっているミートボールにエビフライ、星ほし形がたやハートに型かたぬきされた温おん野や菜さい、ふりかけで彩いろどられた丸まるいおにぎり──そして、杏あん樹じゅの目めを引ひいたのは、大たい量りょうのトンカツだ。

「ヴァル？　なんで、こんなにカツが……」

「勝しょう負ぶに勝かつ！　ということで、いっぱい入いれてみましたっ！」

「そのオヤジギャグ……肉にく屋やのおじさんに教おそわったでしょう……？」

「な、なんでそれを……!?」

　目めをパチクリさせるヴァルを見みて、杏あん樹じゅは肩かたをすくめる。

「おじさん、体たい育いく祭さいとか受じゅ験けんとかのシーズンになると、かならず言いってるから……」

「でも、一いち理りあると思おもいまして……青あおチームということで、青あおい食たべものも入いれたかったのですが」

「さすがにむずかしいでしょ」

　苦く笑しょうをかくせない杏あん樹じゅは、あとはお楽たのしみというヴァルに追おいだされ、リビングのソファーに座すわった。

　庭にわにつづく大おおきな窓まどから、暑あつさを感かんじてしまうほどの強つよい日ひざしが差さしこんでくる。

　テレビをつけると、どのチャンネルでも、天てん気きは晴はれ。降こう水すい確かく率りつは０％だ。

「やった！　最さい高こうの体たい育いく祭さいになりそうっ！」




「んもう、おにいちゃんが早はやくおきないから！」

　いつもはバラバラに登とう校こうしているから、通つう学がく路ろを兄きょう妹だいそろって走はしるというのは、なかなかない。

「昨日きのうおそくまでレッスンでさ……つい」

　そう言いわれると、返かえす言こと葉ばがない。

　学がっ校こう行ぎょう事じのリーダーもやって、撮さつ影えいもあって、レッスンもある光こう哉やは、家いえにいる時じ間かんはほとんど寝ねていた。

（ヴィリのこと……結けっ局きょく言いえずに、今日きょうまで来きちゃった……）

　チラッと光こう哉やの顔かおを見みる。

（ヴィリ、なにか方ほう法ほうを考かんがえるって言いってたけど……間まにあったのかな）

　杏あん樹じゅは杏あん樹じゅで、不ふ安あんをかかえたままだ。

　今日きょうまで何なん度どか、

「しばらく学がっ校こうを休やすんで、解かい決けつ法ほうを探さがすのに集しゅう中ちゅうしたほうがいいんじゃない？」

　と提てい案あんしてきたけれど、それじゃあ、光こう哉やに勘かんづかれてしまうと、ヴィリにつっぱねられてきたのだ。

　体からだを動うごかす体たい育いく祭さいは、いまのヴィリには苦く痛つうでしかないはず。

（……やっぱり、おにいちゃんに言いっておいたほうがいいかも）

「おにいちゃん、あのさ──」

　おもいきって、杏あん樹じゅが口くちをひらこうとした、そのとき。

「杏あん樹じゅ、止とまれ」

「へ？」

　光こう哉やの視し線せんの先さきには──海かい聖せい学がく園えんの校こう門もんがある。

　だけど、今日きょうはいつもとはちがった。

　通つう学がく路ろに生せい徒とがいるにはいるが、その他たおおぜいの人ひとが、校こう門もん前まえにたむろしているのだ。

「な、なにあれ……!?」

　目めをパチクリさせる杏あん樹じゅの腕うでを引ひき、光こう哉やはすばやく手て前まえの路ろ地じに入はいった。

「多おおいな……」

「多おおいって……ああ、おにいちゃんのファンの人ひと？」

「だと思おもう。事じ務む所しょには言いっといたんだけど、きっと手てが回まわってないんだろうな……やばいぞ、体たい育いく祭さいだってのに。これじゃあ学がっ校こうに入はいれないじゃんか！」

　そう言いって、光こう哉やがこまったような表ひょう情じょうをうかべる。

「テレビに出でてるって、学がっ校こうや近きん所じょではさわがれてるけど、ここまでとは思おもってなかったぜ。まさか、こんなふうに人ひとがいっぱい集あつまるなんて……」

　うーん、とうなったまま、だまってしまった光こう哉やを見みて、ずっと杏あん樹じゅの頭あたまに乗のっかっていたシルフが口くちをひらく。

「あの人ひとたちを、どかせばいいの？　ボク、風かぜで追おいはらおうか？」

「いや」

　きっぱりと言いうと、光こう哉やは顔かおをしかめた。

「きっと、親しん族ぞくだとか、身み内うちがいるとか言いって、校こう内ないに入はいりこもうとするファンがいる。そうなったら、先せん生せいたちも対たい応おうにこまるだろうし……」

　光こう哉やは言こと葉ばをいったん切きると、くやしそうに歯はがみする。

「……オレは今日きょう、休やすむしか──」

「おにいちゃん！」

「だって、学がっ校こうのみんなにめいわくかけてまで参さん加かするわけにいかないだろ？」

　そう言いった光こう哉やの背はい後ごで、人ひと影かげがゆらめく。

「……おい、いま、なんつった？」

　杏あん樹じゅと光こう哉やが同どう時じにふりかえる。

　そこには、顔かおをしかめた陽よう介すけが立たっていた。

「おい、光こう哉や。いま、なんつったよ？」

　怒いかりすら感かんじる声こえに、光こう哉やが肩かたをすくめた。

「めいわくかけてまで、参さん加かできないって言いったんだよ」

「あ？　だれがめいわくだって？」

　陽よう介すけがにじりよる。

　あまりの迫はく力りょくに、杏あん樹じゅは一いっ歩ぽ、たじろいでしまう。

（こ、こわい……）

　茶ちゃ髪ぱつでボウズ、太ふとめの制せい服ふくのズボンは腰こしばき──怖こわくないはずがない。

　ケンカ腰ごしの陽よう介すけに、光こう哉やも負まけていなかった。

「めいわくだろうが！　見みろよ、校こう門もんの前まえを。一いっ般ぱんの関かん係けいない生せい徒とだって、あそこをとおるんだぞ？　オレさえ、休やすめば……校こう門もんの前まえから人ひとはいなくなるんだ」

「おまえがぬけるほうが、めいわくなんだよ！」

　陽よう介すけが光こう哉やを一いっ喝かつする。

「オレ、おまえに言いったよな？　おまえが芸げい能のう人じんだからって、甘あまやかすこと言いわねーぞって」

「……言いった」

　光こう哉やが目めをそらす。

「おまえがいましようとしてることは、ズル休やすみだ。それを知しったオレが、おまえが帰かえっていくのをだまって見みおくると思おもうか？」

「……思おもわない」

　ふてくされたような光こう哉やを見みて、陽よう介すけがニカッと笑わらった。

「だろ？　じゃあ、行いこうぜ」

　と光こう哉やの肩かたに手てを回まわす。

「体たい育いく祭さいのチケットがさ、ネットで売うられてるのを知しって、今日きょうはこうなると思おもってたんだ」

　そう言いいながら、陽よう介すけは器き用ように片かた手てで携けい帯たいを操そう作さしていく。

　かすかにコール音おんが聞きこえる。

　だれかに電でん話わしているんだろうか。

「あ、もしもし。光こう哉やを捕ほ獲かくしたから、例れいのやつ、たのむわ」

　一ひと言ことそう言いうと、陽よう介すけは電でん話わを切きった。

「例れいの、やつ？」

　杏あん樹じゅが首くびをかしげる。

「見みててよ、杏あん樹じゅちゃん」

　陽よう介すけが校こう門もんを指ゆびさした。

　視し線せんをうつす──と、そこには、わたり廊ろう下かや保ほ健けん室しつでたびたび見みた何なん人にんかが、金きん髪ぱつの男だん子し生せい徒とをとりかこみながら、校こう門もんをくぐっていくのが見みえた。

「ＫＯＵＹＡよ！」

「ＫＯＵＹＡ、こっち見みてー！」

　待たい機きしていたファンの子こが、黄き色いろい声せい援えんを飛とばした。

「朝あさ早はやくから待まってたんだよ！」

「今日きょうはがんばってね！　近ちかくでおうえんするからっ！」

　学がく園えんの生せい徒とたちが押おされて、こぜりあいがおきる。

「あぶない！」

「平へい気きだって。警けい備び員いんさん、いるしさ。さ、このあいだに行いこうぜ」

　と陽よう介すけの言いうとおり、警けい備び員いんがあいだに入はいって、生せい徒とだけを校こう門もんに誘ゆう導どうしている。

　陽よう介すけに背せ中なかを押おされて、光こう哉やは敷しき地ちのまわりの道みちを迂う回かいしはじめた。

「あれって、おにいちゃん……のつもり？」

「そう、ダミー。光こう哉やと背せが近ちかい、剛つよしにたのんだんだ。あと、光こう哉やの親しん衛えい隊たいにも」

「親しん衛えい隊たい!?」

　杏あん樹じゅが目めをパチクリさせる。

「彼女かのじょたちだって、体たい育いく祭さいでかつやくする光こう哉やが見みたいんだ。当とう日じつ、さわぎになったら、光こう哉やが休やすむかもしれないって言いったら、迷まよわずＯＫしてくれた」

「すげー……」

　シルフは感かん心しんしている。

　杏あん樹じゅも同おなじだ。

　なんという作さく戦せんだろう。

　みんなの気き持もちがあってこその作さく戦せん成せい功こうだ。
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「ま、そういうことだから、休やすむのはナシな」

　笑え顔がおで言いう陽よう介すけを見みて、光こう哉やは目め尻じりを赤あかくした。

「……わりぃな、マジで」

「ガキのころからのつきあいだろ？　そういうのは言いいっこなし。見みつかる前まえに、さっさと例れいの場ば所しょから入はいろうぜ。さ、杏あん樹じゅちゃんも」

「は、はいっ！　おにいちゃん、行いこう？」

　うつむいていた光こう哉やだったけれど、杏あん樹じゅと目めがあった瞬しゅん間かん、ニコッとほほえんだ。

「そうだな。行いくか！」

　３人にんは、駆かけ足あしで学がく園えんの裏うらへと回まわる。

　がっしりとしたフェンスにおおわれている学がく園えんだけれど、じつは一カ所しょだけ壊こわれている（だれかが壊こわした？）部ぶ分ぶんがある。

　光こう哉やいわく、

「もとから壊こわれてたから、使つかってる」

　らしいけれど、さだかではない。

　その壊こわれた部ぶ分ぶんは、しげった草くさでおおわれてて、見みただけではわからない。

　知しる人ひとだけが使つかっている、ヒミツの近ちか道みちだ。

　以い前ぜん、ここをとおったときは、くっつき虫むしと呼よばれている草くさがシルフについて大たい変へんだったからか、シルフは慎しん重ちょうにフェンスをくぐりぬけた。

「あの、じゃあ……私わたし、先さき行いきます。おにいちゃんのために、陽よう介すけくん、ありがとう！」

「いやいや、いいって」

　ペコリとおじぎをした杏あん樹じゅは、顔かおをあげると光こう哉やにむきなおった。

「おにいちゃん、今日きょうはがんばろうね！」

「おう。あとでな」

　シルフを肩かたに乗のせた杏あん樹じゅに笑え顔がおを見みせ、光こう哉やが手てをふる。

　背せをむけ、校こう舎しゃにむかって走はしっていく杏あん樹じゅ。

　そんな杏あん樹じゅを見みおくっていた光こう哉やの横よこで、陽よう介すけがうっとりとため息いきをついた。

「いい子こだよなぁ、杏あん樹じゅちゃん」

「おまえに言いわれなくても、わかってるっつの。さ、教きょう室しつ行いこうぜ」

　光こう哉やが歩あるきだす。

　それを見みていたシルフが、杏あん樹じゅの耳みみをひっぱった。

「痛いたいっ！　なによ、急きゅうに」

　走はしっていた足あしを止とめ、杏あん樹じゅがシルフを軽かるくにらみつけた。

「光こう哉やに言いわなくていいの？」

「だって、あの状じょう況きょうじゃ言いえないじゃない。陽よう介すけくんがいる前まえで、ヴィリがね──なんて言いいだせる？」

「そうだけど……」

「なんで、いまになって、そんなこと言いいだすのよ」

「……風かぜがね……なんか……」

　不ふ安あんそうに、シルフが空そらを見みあげた。

　雲くもひとつない晴せい天てん。

　気き持もちいい風かぜがそよいでいる。

「風かぜ？　気き持もちいいじゃない」

「……う、うん。いいや、なんでもない」

「なによ、もう！」

　そう言いった杏あん樹じゅの頭ず上じょうで、始し業ぎょうを知しらせるチャイムが鳴なった。

「ま、まずいっ！　遅ち刻こくだ！」







　　　　15　嵐あらしの前ぜん兆ちょう




　海かい聖せい学がく園えんがほこる、大おおきな校こう庭ていでは──生せい徒とや親おやたちやその他たおおぜいで、ごった返がえしていた。

　杏あん樹じゅは、登とう校こう時じ間かんギリギリアウトだったけれど、キヨミ先せん生せいが事じ情じょうを察さっしてくれて、事ことなきを得えた。

（だけど……）

　あきらかに体たい育いく祭さいとは関かん係けいなさそうな人ひとたちが、学がっ校こう内ないにいるのを見みると、なんだかもうしわけない気き持もちになってくる。

（私わたしがこういうふうに思おもうんだから……）

　きっと、光こう哉やはもっと思おもってるはずだ。

　進しん行こうに支し障しょうが出でていないのが、幸さいわいである。

「杏あん樹じゅ！　そろそろ徒と競きょう走そうだよ！」

　ボーッと座すわっていた杏あん樹じゅに、里さと美みが声こえをかける。

「早はやく行いこうっ！」

「う、うんっ！」

　杏あん樹じゅと里さと美みは走はしって、所しょ定ていの集しゅう合ごう場ば所しょまで行いく。

　百ゆ合りは、走はしりはば跳とびに参さん加かしているところなので、あとで合ごう流りゅうするらしい。

　順じゅん番ばんにならんだ杏あん樹じゅは、

「杏あん樹じゅ、春はる巻まき！」

　と頭ず上じょうで飛とんでいる、シルフの言こと葉ばに首くびをかしげた。

（春はる巻まき？　はじまったばっかで、お弁べん当とうの時じ間かんはまだ──）

「ハチマキは？」

　里さと美みに言いわれ、杏あん樹じゅは手てをたたいた。

「それだ！」

「な、なにが？」

　キョトンとしている里さと美みに、杏あん樹じゅは言こと葉ばをつづける。

「なんかわすれてるなーって思おもってたの！」

　そそくさとポケットから、春はる人とにもらったハチマキをつける。

「あれ？　杏あん樹じゅ……ここ、ほどけそうだよ」

　里さと美みがハチマキのはしをつついた。

「めずらしい……杏あん樹じゅ、裁さい縫ほう得とく意いじゃなかったっけ？」

「あー、ほんとだ」

　あるていど縫ぬいなおしたつもりだったけれど、まさか、はしっこのほうもほどけそうになっているとは。

「わかった。だれかから、もらったんでしょー」

「え？　そ、そんなことより！　里さと美みはわたしたの？」

　逆ぎゃくに質しつ問もんを返かえされて、里さと美みの顔かおが赤あかくなる。

「いや……」

「わたせなかった？」

「うん……気きづいたら、なんかいっぱいもらってたし、もういいかなーって」

　そう答こたえた里さと美みは、どこかさびしげにほほえんだ。

　自じ分ぶんの番ばんが来くるまで、集しゅう合ごう場ば所しょはさわがしい。

　ゴール付ふ近きんには、１から５までの数すう字じが書かかれたフラッグが立たっていて、ゴール順じゅんに座すわることになっている。

「１位い、青あおチームばっか！　気きが楽らくだねー！」

　里さと美みがノンキにつぶやいた。

　校こう舎しゃの高たかいところには点てん数すう表ひょうがあって、トップは青あおと黄き色いろで１２０点てんとなっていた。

「これって、優ゆう勝しょうねらえるんじゃない？」

　里さと美みがはしゃいでいるが、杏あん樹じゅはドキドキして、それどころじゃなかった。

　さっきからスタートホイッスルの音おとが鳴なっていて、じょじょに自じ分ぶんの番ばんが近ちかづいてくる。

（キンチョーするなぁ……っていうか、私わたし、走はしってばっかな気きが……）

「杏あん樹じゅ！　安あ倍べくんだ！」

　里さと美みが小こ声ごえで、杏あん樹じゅの背せ中なかをつついた。

「がんばれー！」

（そんな小ちいさな声こえじゃ、聞きこえないんじゃ……）

　と思おもったけれど、あえてつっこむのはやめた。

　里さと美みの視し線せんが、完かん全ぜんに春はる人とにむけられていたからだ。

　スタート位い置ちについた春はる人とが、チラッとこっちを見みた。

　バチッと視し線せんがあった杏あん樹じゅに、小ちいさくほほえむ。

（安あ倍べくん、ヨユーだなぁ……うらやましい）

　ホイッスルの音おとと同どう時じに、春はる人とが駆かけだす。

　ちらほらと歓かん声せいがあがるのを聞きいて、シルフがポカーンと駆かけぬけていく春はる人とを見みおくった。

「……陰おん陽みょう師じって、こんなに人にん気きあったんだ」




「高たか野の！」

　徒と競きょう走そうを終おえ、プログラムを手てにしている杏あん樹じゅに、春はる人とが駆かけよってくる。

「安あ倍べくん、どうしたの？　そろそろ、棒ぼうたおしじゃあ──」

「あの人ひと──ヴィリ先せん輩ぱいの調ちょう子しがわるそうだぜ！」

「……え！」

　杏あん樹じゅの顔かおがこわばった。

　ついに、ヴィリの生せい気きがつきてしまったのかもしれない。

　そう思おもうと、足あしがうまく動うごかなかった。

「高たか野の？　だいじょうぶか？」

「う、うん」

　ぎこちなくうなずいて、杏あん樹じゅはすぐそばにいたシルフに目めくばせをする。

「ボク、先さきに行いって、見みてくるっ！」

　シルフがあわてて飛とんでいく。

「高たか野のが保ほ健けん係がかりだし、とりあえず伝つたえたほうがいいかなと思おもったんだけど……」

「う、うん、ありがとう、安あ倍べくん」

　もつれそうになる足あしで、杏あん樹じゅは駆かけだした。

「オレもてつだおうか？」

「ううん、だいじょうぶ！　安あ倍べくんは、かまわず競きょう技ぎに出でてて！」

　ふりかえらずにそう答こたえると、杏あん樹じゅはイスに座すわったままのヴィリに駆かけよった。

「ヴィリ、だいじょうぶ？」

　耳みみもとで声こえをかける。

「立たてそう？　歩あるける？」

「……え、えぇ」

　ゆっくりとうなずくと、ヴィリは立たちあがった。

「光こう哉やが、ここにいないときでよかった……」

「そうだ！　おにいちゃんは？」

　あたりをキョロキョロと見みまわす。

　今朝けさの計けい画かくに協きょう力りょくしてくれたファンの生せい徒とにとりかこまれていた。

（こんなときにっ！）

　歯はがみしそうな杏あん樹じゅにもたれ、ヴィリがふかく息いきをはく。

　よゆうはなさそうだ。

「とりあえず、保ほ健けん室しつに行いきましょ！」

　やっとの思おもいで、ヴィリを保ほ健けん室しつに運はこんできた杏あん樹じゅは、あのときと同おなじように、横よこになっているヴィリの顔かおを見みつめていた。

　遠とおくから体たい育いく祭さいの音おん楽がくが聞きこえてくる。

「……はぁ」

　ため息いきしか出でてこない。

（なんで、もっと早はやくおにいちゃんに言いえなかったんだろう……）

　とり返かえしのつかないことをしてしまったんじゃないかと、後こう悔かいの念ねんに襲おそわれる。

　ヴィリだって、こんな最さい期ごを待まっていたわけじゃないだろう。

「解かい決けつ法ほうは……きっと見みつからなかったんだよね……」

　見みつかっていたら、こんなふうにはなっていないだろう。

（私わたしのせいだ……）

「杏あん樹じゅのせいじゃないよ。なにも責せき任にん感かんじることなんて、ないんだからさ」

　シルフのやさしい声こえに、胸むねが痛いたむ。

「好すきな人ひとの……光こう哉やの生せい気きは吸すわないって決きめた信しん念ねんは、ほめてあげなきゃ」

「そんな……どうしよう、私わたし……」

　杏あん樹じゅが顔かおをおおった、そのとき。

　するどくなっている聴ちょう覚かくが、不ふ穏おんな音おとをとらえた。

　ハッとして顔かおをあげると、とつぜん、室しつ内ないが暗くらくなっている。

　さっきまで明あかるかった窓まどの外そとが、急きゅうにうす暗ぐらくなっていた。

「ええっ、なに!?」

　雷らい鳴めいが聞きこえる。

　今朝けさは──いや、さっきまでは雲くもひとつない晴せい天てんだったのに。

　あわてて窓まどから顔かおを出だしてみると、頭ず上じょうにぶあつい真まっ黒くろい雲くもがうかんでいるのが目めに入はいった。

「雷らい雲うん……！」

　一いっ瞬しゅん前まえまでは真まっ青さおに晴はれわたっていた空そらに、とつぜんあらわれた、学がく園えんのグラウンドをおおうほど巨きょ大だいな雷らい雲うんを前まえに、杏あん樹じゅは言こと葉ばを失うしなう。

「どういう……こと!?」

　降こう水すい確かく率りつ０％だったはずなのに。

（なんで……）

　杏あん樹じゅは、バッとヴィリの顔かおを見みた。

　小こ麦むぎ色いろのはだが、かすかに透すけている。

「まさか！」

　嵐あらしは、ヴィリを飲のみこみに来きたのかもしれない。

　そう思おもうと、杏あん樹じゅはいてもたってもいられなくなってきた。

　グッとこぶしをにぎり、立たちあがる。

「杏あん樹じゅ、どうするつもり!?」

　シルフがけげんな表ひょう情じょうをうかべた。

「わかんない。わかんないけど、こんなのって、やっぱりおかしいよ」

「……おかしくないよ。モルガンだって、イーヴァルが消きえるときに言いってたじゃん。『決きめられたルールを守まもらないものに、不ふ老ろう不ふ死しはありえない』って。ヴィリは、嵐あらしの精せいであるルールをやぶったんだ」

「……そんなのって！」

　痛いたいほど、こぶしをにぎる。

「だって、人にん間げんの生せい気きを吸すわないことは、いいことでしょう？　いいことをしてるヴィリが、消きえるなんておかしいよ」

「いいこと？　ほんとうに？」

　シルフの顔かおがけわしくなった。

「人にん間げんにとっては、たしかにいいことかもしれない。だけど、精せい霊れいの世せ界かいでは、いいもわるいもないよ。ヴィリは、自じ分ぶんの意い志しで、自じ分ぶんの運うん命めいを決きめたんだ」

　そう言いって、シルフはさびしげにヴィリを見みた。

「ボクらは、見みまもるしかないんだよ」

「…………」

　絶ぜっ句くする杏あん樹じゅの手てに、なにかがそっと触ふれた。

　見みると、それはヴィリの手てだ。

　杏あん樹じゅの細ほそい指ゆびを、力ちからなくにぎりしめる。

「ヴィリ、だいじょうぶ？」

　だいじょうぶじゃないことはわかってるけど、それでも聞きかずにはいられなかった。

[image: ]

「杏あん樹じゅ……」

　ヴィリが、ゆっくりと目めをひらく。

　淡あわい宝ほう石せきのような、パープルの瞳ひとみが、じっと杏あん樹じゅを見みつめる。

「なに？」

「……おねがい……が……」

「おにいちゃん、呼よんでこようか？」

　ゆっくりと首くびをふるヴィリを見みて、その手てを、ぎゅっとにぎり返かえす。

「私わたしにできることなら、なんでもするよ」

　けれど、ヴィリが口くちにしたのは、思おもいがけないことだった。

「……杏あん樹じゅ……おねがい……もし、私わたしが……前まえみたいにすべてを飲のみこもうとしたら、召しょう還かんの光ひかりで自じ国こくへ……」

「ヴィリ……」

「体からだが熱あつくて、おさえられないの。手てあたり次し第だい、人にん間げんを襲おそうなんて……耐たえられないから……」

　そう言いって、ヴィリはふぅっと息いきをはいた。

「光こう哉やだけじゃなくって……クラスの人ひとたち、私わたしにやさしくしてくれて……」

「うんうん」

「だから、そういう人ひとたちを……飲のみこむのはいやなの……」

「でも……自じ国こくにもどったら、処しょ罰ばつが……」

　どっちを選えらんだとしても、ヴィリには辛つらい運うん命めいが待まっている。

　助たすけてあげたくても、なにもできない杏あん樹じゅは、ただただ、ヴィリの手てをにぎりしめるだけだ。

　言こと葉ばにできない思おもいを、体たい温おんから伝つたえる。

「もし……再さい構こう築ちくされるなら……次つぎは……人にん間げんになりたいな……」

　消きえいりそうな声こえでつぶやくと、ヴィリの体からだからカクンと力ちからがぬけた。

　ヴィリの生せい気きが限げん界かいなのがわかる。

「ヴィリ？　ヴィリ！」

　杏あん樹じゅが、ヴィリの体からだをゆさぶった、そのとき。

　ずっと窓まどわくのところで空そらを見みあげていたシルフが声こえをあげる。

「杏あん樹じゅ、嵐あらしが来きたっ！」







　　　　16　わかれ道みち




　大おお粒つぶの雨あめが窓まどガラスを打うち、グラウンドに雷らい鳴めいがとどろく。

　生せい徒とたちの悲ひ鳴めいが、杏あん樹じゅの耳みみに聞きこえてきた。

　とつぜん頭ず上じょうにあらわれた雲くもに驚おどろいているうちに、大おお型がた台たい風ふうに直ちょく撃げきされたかのような、すさまじい大おお雨あめが降ふりはじめたのだ。

「……な、なんなんだ、いきなり!?」

「雨あめの予よ報ほうなんか、出でてなかっただろ!?」




　ドドン!!




　バリバリバリバリッ！




　雷かみなりのとどろきが、花はな火びのように耳みみを打うち、雷かみなりの光ひかりがあたりをひきさいた。

「きゃーっっ!!」

「やばいぞ、逃にげろ！」

「どうすりゃいいんだよ!!」

　グラウンド中じゅうの生せい徒とが、パニック状じょう態たいになって、口くち々ぐちにさけんでいる。

「杏あん樹じゅ……！」

　シルフが声こえをかける。

　が、杏あん樹じゅの耳みみには、入はいっていなかった。

　はじめて、ヴィリと会あった日ひのことを思おもいだす。

　あの日ひも雷かみなりが落おちていた。

　人ひと々びとはとまどい、悲ひ鳴めいをあげ、逃にげていた。

（あんなのが、くりかえされるというの？）

　雷かみなりが落おちているときに、グラウンドにいるのはあぶないけれど、避ひ難なんできるような場ば所しょはない。

　人ひともたくさんいすぎて、逃にげようにも、こんなパニック状じょう態たいではけが人にんがでるかもしれない。

「杏あん樹じゅ、ダメだ、早はやくヴィリを自じ国こくにもどさないと！」

（……それしか手てはないの？）

　杏あん樹じゅはヴィリを見みつめた。

　目めを閉とじたまま、動うごく気け配はいすらない。




　ドーン!!　バリバリバリバリッ!!




　雷かみなりの中なかでおこる悲ひ鳴めいの声こえに背せ中なかを押おされるように、杏あん樹じゅは保ほ健けん室しつから飛とびだした。

「杏あん樹じゅ、どこに行いくの!?」

「おにいちゃんを探さがすっ！」




　グラウンドに出でた杏あん樹じゅは、ハッと息いきをのんだ。

　生せい徒とたちは、散ちり散ぢりに逃にげまどっていて、指し示じもない家か族ぞくはただただとまどうばかり。

　ほかのチームはバラバラになっているようだけど、青あおいハチマキをした一いち群ぐんが、光こう哉やを中ちゅう心しんにかたまっているのが見みえた。

　チームリーダーの光こう哉やが、みんなを落おちつかせようと、必ひっ死しになにかさけんでいるのがわかる。

　光こう哉やの言こと葉ばが耳みみに入はいるなり、みんなのパニックが落おちついていくのがわかった。

　まるで、魔ま法ほうにかけられたみたいに、気き持もちが落おちつき、光こう哉やの指し示じを待まっている。

　シャワーのような雨あめに打うたれながら、光こう哉やがニコッと笑わらった。

　とたん、まわりにいた生せい徒とも、ファンも、家か族ぞくのおとなたちも、ホッとしたようだ。

　そのまま、光こう哉やの誘ゆう導どうに従したがおうとしている。
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（おにいちゃん……）

　あっというまに、杏あん樹じゅもシルフもずぶぬれだ。

（すごい……こんな状じょう況きょうで、パニックになったみんなを落おちつかせるなんて……）

「光こう哉やのカリスマ性せいって、ホンモノだったんだ……」

　シルフのつぶやきに、杏あん樹じゅはうなずいた。

（おにいちゃんはおにいちゃんで、この状じょう況きょうをどうにかしようとしてる……）

　立たちつくす杏あん樹じゅの頭ず上じょうで、スピーカーが雑ざつ音おんをたてた。

「……校こう庭ていにいる全ぜん生せい徒と、そしてご家か族ぞくの方かたにお伝つたえします。突とっ発ぱつ的てきな天てん候こう悪あっ化かにて、体たい育いく祭さいは一いち時じ中ちゅう断だんいたします。落らく雷らいのおそれがありますので、校こう庭ていにいる全ぜん生せい徒とは、校こう舎しゃ内ないに入はいってください。また、ご家か族ぞくの方かたは、体たい育いく館かんを開かい放ほういたしましたので、そちらに移い動どうをおねがいします。くりかえします──」

　校こう内ない放ほう送そうに、杏あん樹じゅとシルフは顔かおを見みあわせた。

「動うごくなら、いましかないよ、杏あん樹じゅ」

「……わかってる。いまのうちに、あの嵐あらしをどうにかしなきゃ」

　ヴィリを迎むかえにきたのか。

　それとも本ほん能のうを制せい御ぎょできないヴィリが、無む意い識しきのうちに呼よんでしまったのか。

　わからないけれど、このままにはしておけない。

「杏あん樹じゅ、どうする？　ボクなら、光こう哉やに言いってこれるよ？」

「いや、知しらせなくていいよ。いま、おにいちゃんがみんなのところにいないと、もっと大たい変へんなことになっちゃう」

　もし、ムリして動うごけば、正しょう体たいがバレてしまうかもしれない。

　校こう舎しゃにむかって、生せい徒とたちが次つぎ々つぎと走はしってくる。

　この雷らい鳴めいと大おお雨あめの中なか、杏あん樹じゅが立たちつくしたままなのに気きづく生せい徒とはいなかった。

　光こう哉やをのぞいて、だれ一人ひとり。

「杏あん樹じゅ！」

　なんとか落おちつかせた生せい徒とたちをつれて、避ひ難なん場ば所しょに移い動どうさせようとしていた光こう哉やが、一いっ瞬しゅん、杏あん樹じゅをふりかえった。

（おにいちゃん……だいじょうぶだから！）

　と、ただひとつ、コクリとうなずく。

　杏あん樹じゅの決けっ心しんを感かんじとった光こう哉やは、グッとくちびるをかんだ。

　なにもできない、この状じょう況きょうがうらめしい。

　杏あん樹じゅに──たのむぞ、ともさけべない。

「大たい使しと、人にん間げんとしての夢ゆめ──いつかは選えらばなきゃいけない日ひが来くるわ」

　前まえにヴィリに言いわれたことが、光こう哉やの頭あたまの中なかでフラッシュバックする。

（ちくしょう……オレ……）

　くやしそうに目めを閉とじる光こう哉やは、杏あん樹じゅを見みつめた。

　心しん配ぱいさせまいと、杏あん樹じゅは口くちもとに笑えみをうかべる。

（だいじょうぶ……１人ひとりでも、できる！）

　避ひ難なんする生せい徒ととはちがう方ほう向こうへ、杏あん樹じゅは駆かけだした。

「シルフ、行いくよっ！」

　だけど、呼よんだはずのシルフは、空そらを見みあげたまま。

「シルフ？　どうしたのよ……」

「杏あん樹じゅ、ボクらはまちがってた……」

「なにが？」

　シルフの視し線せんを追おうように見みる。

「なっ……なにあれ……」

　杏あん樹じゅは目めを見みはったまま、動うごけなくなってしまった。

　雲くもの中なかで、なにかがうごめいている。

　ヘビのような、長ながいなにかが。

「ヴィリじゃ……ない？」

　困こん惑わくする杏あん樹じゅの右みぎ手ての甲こうが、じんわりと光ひかりを帯おびる。

　それは──危き険けんを知しらせるように、ゆっくりと点てん滅めつしていた。







　　　　17　なにが正ただしい？




　あたりには生せい徒とはおろか、先せん生せいのすがたも見みえなくなった。

　滝たきのような大おお雨あめの中なかで、１人ひとりで行こう動どうしている杏あん樹じゅに気きづくものはいない。

　大おおきくひとつ深しん呼こ吸きゅうをすると、杏あん樹じゅはまっすぐシルフを見みた。

「シルフ、おねがいできる？」

「……うんっ！」

　シルフは返へん事じをすると、口くちもとをきゅっとひきしめた。

　そのまま、ふかぶかと、杏あん樹じゅにむかって頭あたまを下さげる。

「──妖よう精せい族ぞく四よん大だい精せい霊れい、風かぜ所しょ属ぞくのシルフは宿やど主ぬしとの契けい約やくにより、我わが体からだを変へん化かす」

　そう言いった瞬しゅん間かん、シルフの体からだがまばゆいまでに光ひかりだした。

　杏あん樹じゅをもつつみこんでしまう、淡あわい緑みどり色いろの光ひかりは、瞬しゅん時じに集しゅう束そくし、一足そくのクツが杏あん樹じゅの目めの前まえにあらわれた。

　シルフが変へん化かした〝空そら飛とぶクツ〟だ。

　杏あん樹じゅは、そのクツにはきかえる。

「行いくよっ、シルフ！」

　助じょ走そうするように、杏あん樹じゅは雨あめの中なかに駆かけだした。

　タンッと地じ面めんを蹴けると、そのまま空そらへとうかびあがる。

　ぐんぐんと高こう度どをあげて、杏あん樹じゅはまっしぐらに雲くもに近ちかづいていった。




　ピシャーン




　大おおきな雷らい光こうが、杏あん樹じゅの行ゆく手てをはばむように落おちてくる。

　一いっ瞬しゅん、雲くもの中なかが透すけるように見みえ、うごめいているもののすがたがはっきり見みえる。

　それは竜りゅうのかたちをしていた。

　大おおきな竜りゅうが怒いかりくるうように、身みをよじらせている。

「竜りゅう……？」

　たたき落おとそうとするように、雨あめは杏あん樹じゅの体からだを痛いたいくらいに打うちつけている。

　雨あめのいきおいに押おされて、うまく上じょう昇しょうできないほど。

「……ん？」

　そのとき、冷つめたい風かぜを感かんじた。

　じょじょに風かぜは強つよくなる。

　杏あん樹じゅはおもわず顔かおをそむけた。

「……っ！」

　そむけた先さきは、眼がん下かに広ひろがる校こう庭ていだ。

　風かぜが杏あん樹じゅの正しょう面めんから吹ふいているのに、眼がん下かでは木き々ぎだけが逆ぎゃくにゆれている。

（逆ぎゃく……？）

　杏あん樹じゅは、ハタと動うごきを止とめた。

「これって……九く頭ず竜りゅうの？　な、なんで？」

　雷かみなりととつぜんの雨あめで、この妙みょうな状じょう況きょうに気きづいている人ひとはいなそうだ。

（とにかく、行いくしかないよ！）

　頭あたまの中なかにひびくシルフの声こえに、杏あん樹じゅは力ちから強づよくうなずいた。

　混こん乱らんしたまま、雷らい雲うんの中なかへと飛とびこでいく。

　と、目めがくらみそうなほどの光ひかりに、おもわず顔かおをしかめる。

「そこにいるのは九く頭ず竜りゅうなのね!?」

　雷らい雲うんの中なかに入はいった杏あん樹じゅは、呼よびかけた。

　ゴロゴロと鳴なる雷かみなりと雨あめで、杏あん樹じゅは声こえを荒あらげた。

「世せ界かい精せい霊れい同どう盟めいの特とく別べつ管かん理り大たい使しです！　話はなしをしに来きたの。すがたをあらわして！」

「タイシ……ユルサ……ナイ……！」

　杏あん樹じゅを丸まるのみできそうなほどの大おおきな口くちを開あけ、雲くもの中なかからいきおいよくあらわれた巨きょ大だいな竜りゅう──まちがいなく、九く頭ず竜りゅうだった。

　そのまま、杏あん樹じゅにむかって突とっ進しんしてくる。

「くっ！」

　間かん一いっ髪ぱつでよけると、九く頭ず竜りゅうの巨きょ体たいは、また雲くもの中なかへと消きえてしまった。

　九つの頭あたまを持もち、ふかい海うみのような色いろの体からだはびっしりとウロコにおおわれている。

　パッと見みただけでは、十じゅう数すうメートルはあるかと思おもわれた。

「おねがい、九く頭ず竜りゅう、話はなしを聞きいて！」

　足あし場ばのない、不ふ安あん定ていな空くう中ちゅうで、話はなしかける。

　けれども、九く頭ず竜りゅうは問もん答どう無む用ようとばかり、何なん度ども何なん度ども、雲くものあいだからあらわれては杏あん樹じゅに襲おそいかかり、よけられては雲くものあいだにまぎれてしまう。

　雷かみなりと食くらいつこうとする九く頭ず竜りゅうをさけるだけで、杏あん樹じゅはいっぱいいっぱいだった。

「コンナカタチハ、ノゾンデイナカッタノニ！」

「こんなかたち……？　待まって、どういうこと？　ねぇ、九く頭ず竜りゅう、落おちついて！」

　杏あん樹じゅが言こと葉ばを投なげれば投なげかけるほど、九く頭ず竜りゅうの攻こう撃げきは速はやさを増ましていく。

「ユルサナイユルサナイユルサナイ！」

「なにを言いってるのか、ぜんぜんわからないよ！　話はなしをしましょう！」

「フカンゼン……コンナスガタデ……ユルサナイ！」

「もしかして……」

　杏あん樹じゅは、ハッとなる。

（不ふ完かん全ぜんなかたちで復ふっ活かつさせたことによる、九く頭ず竜りゅうの怒いかり？）

「私わたしたちが、先せん日じつしたことが原げん因いんなの？」

　口くちをついて出でた言こと葉ばに、九つの首くびがいっせいに杏あん樹じゅのほうにむいた。

「正せい解かい、ってこと？」

（だろうね。ただ、なにが、どういけなかったのかわかんないと、話はなしにならないよね）

「だよね。やっぱり、いったん落おちついてもらって、話はなしをするしか……」

（でも、あんなに怒いかりくるってるのを、どうやって止とめるのさ!?）

「……やってみよう！　シルフ、協きょう力りょくおねがいっ！」

　杏あん樹じゅは片かた足あしをのばして、ぶんっと空くうを蹴けりあげた。

　そのとたん、クツのつま先さきから、大おおきな竜たつ巻まきが発はっ生せいした。

　雨あま粒つぶをはじき、一いっ直ちょく線せんに九く頭ず竜りゅうへとむかっていく。

　痛いたい思おもいをさせてしまうかもしれないけれど、攻こう撃げきをやめてもらうには、この方ほう法ほうしかない。

「いっけぇっ！」
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　まわりの風かぜも巻まきこみ、巨きょ大だいになった竜たつ巻まきは、九く頭ず竜りゅうのすぐそばだ。

「ゴォォォォォォォオオ！」

　が、九く頭ず竜りゅうの咆ほう哮こうで、竜たつ巻まきがかんたんにかき消けされる。

「そ、そんな……！」

　竜たつ巻まきは、シルフと杏あん樹じゅの最さい大だいの攻こう撃げきだ。

　それが、いともかんたんに……ひと声こえ、吼ほえただけで消きえてしまうとは。

（杏あん樹じゅ、雨あめでいきおいがつかないんだ！　こんな嵐あらしの中なかじゃ攻こう撃げきはムリだよ！）

（じゃあ、いったいどうすればいいのよ!?）

　間かん一いっ髪ぱつ、竜りゅうの攻こう撃げきをよけて、杏あん樹じゅがさけぶ。

　防ぼう戦せん一いっ方ぽう。

　これじゃ、ラチがあかない。

　嵐あらしを身みにまとった九く頭ず竜りゅうには、風かぜが一いっ切さい効きかないのだ。

（どうしたらいいの！）

　悩なやむ杏あん樹じゅは、せまってくる九く頭ず竜りゅうのしっぽに気きづかなかった。

（杏あん樹じゅ！）

　シルフのさけび声ごえで、気きづいたときには、すでに手ておくれだった。

　逃にげるよゆうもなく、するどく重じゅう厚こうなしっぽが杏あん樹じゅの体からだをふき飛とばした。

「……くっ！」

　歯はを食くいしばり、しっぽでなぎはらわれた腕うでをおさえる。

　血ちこそ出でていないものの、ズキズキともだえそうになるほど痛いたむ。

（対たい話わもムリ……攻こう撃げきもダメ……打うつ手てナシなんて……）

（杏あん樹じゅ、逃にげよう、１人ひとりじゃムリだよ！）

（ダメ！　いま逃にげたら、学がっ校こうにいるみんなはどうなるの!?）

　いま、九く頭ず竜りゅうの怒いかりは、杏あん樹じゅにだけむかっている。

　けれど、杏あん樹じゅが逃にげだしたら？

　真ま下したにある学がっ校こうに、九く頭ず竜りゅうの攻こう撃げきがむかったら、どうなる!?

（逃にげられない……でも、このままじゃ……）

（杏あん樹じゅ、うしろ!!）

　シルフの声こえに、杏あん樹じゅがとっさにふりかえると、すぐ目めの前まえに、九く頭ず竜りゅうの巨きょ大だいな口くちがせまっていた。

「!!」

　怒いかりに我われをわすれた竜りゅうの瞳ひとみに、杏あん樹じゅがこおりつく。

「……ダメ……やられ……るっ！」

　おもわず目めを閉とじた、そのとき。

「オレが相あい手てだ！」

　と声こえがした。

「え……」

　目めを開あけると、そこには──青せい龍りゅうに乗のった春はる人との背せ中なかが、たちはだかっていた。

　とつぜんあらわれた陰おん陽みょう師じに、気き勢せいをそがれた竜りゅうは、身みをひるがえして雲くも間まに消きえていく。

「高たか野の、ぶじか？」

　背せ中なかごしに言いう春はる人とは、杏あん樹じゅとおなじく体たい操そう服ふくすがたで、手てに持もった呪じゅ符ふと妙みょうな組くみあわせに見みえる。

「ありがとう、安あ倍べくん……でも、なんで？」

「光こう哉や先せん輩ぱいは動うごけねぇ。このパニックの中なかで、みんなが先せん輩ぱいをたよってるからな」

「わかってる」

「だから、かわりにオレが来きた。高たか野の、オレはどうしたらいい？」

　そう聞きく春はる人との視し線せんは、前ぜん方ぽうの雲くもを油ゆ断だんなくにらみつけたままだ。

「でも……」

「でも、じゃない。オレだって、陰おん陽みょう師じとして、学がく園えんを守まもりたいんだ。遠えん慮りょするなよ」

　そう言いって、春はる人とは杏あん樹じゅにほほえんだ。

　おたがいずぶぬれで、体からだは冷ひえはじめている。

　だけど、２人ふたりのまわりだけは、やさしいふんいきにつつまれていた。

（そっか……）

　杏あん樹じゅはひとつ深しん呼こ吸きゅうをした。

　これだけなのに、だいぶ落おちつける。

　息いきをはくと、杏あん樹じゅは春はる人とを見みすえた。

　迷まよいがない、大たい使しの顔かおだ。

「九く頭ず竜りゅうを落おちつかせるのを、てつだって。ちゃんと話はなしがしたいの」

「話はなし？　……わかった」

　こんな状じょう況きょうで、こんな相あい手てと話はなしなんてできるのか？──と言いおうとしたらしい春はる人とは、すぐに口くちをつぐんだ。

　その口くちもとに笑えみがうかぶ。

　出で会あったばかりのころなら、絶ぜっ対たいに杏あん樹じゅに噛かみついていただろう。

　いまでは、杏あん樹じゅを信しんじてくれているのだ。

「オレが、呪じゅ符ふで動うごきを止とめる！」

「おねがい！」

　春はる人との使つかい魔ま、青せい龍りゅうがうねるように動うごきはじめた。

　あっというまに雲くも間まに消きえていく。

（杏あん樹じゅ。ボクたちは、陰おん陽みょう師じが動うごきやすくなるように、援えん護ごしよう！）

（わかった、シルフ）




　青せい龍りゅうは体からだをくねらし、光ひかりの柱はしらのように落おちてくる雷かみなりをよけていく。

「青せい龍りゅう、ヘマすんなよ」

「坊ぼっちゃん、つかまって！」

　青せい龍りゅうはそう言いうと、さらにスピードをあげた。

　顔かおにあたる雨あめが痛いたく感かんじる。

　だけど、春はる人とは目めを閉とじなかった。

　じっと一いっ点てんだけ──九く頭ず竜りゅうを見みすえている。

「くっ……」

（さすがにムリか……）

　雨あま粒つぶが視し界かいの邪じゃ魔まをする。

　呪じゅ符ふを貼はるには、ねらいを定さだめないといけないのだけど、嵐あらしの中なか、それも高こう速そくで飛とんでいる青せい龍りゅうの上うえでは、なかなかむずかしい。

（ねらいさえ、定さだまれば……）

　雨あめや雷かみなりをモノともせず、空くう気きを切きりさいて飛とんでいってくれるのに。

（しっかりしろ、オレ！）

　はなれた場ば所しょでは、杏あん樹じゅが待まっている。

　傷きずを負おった杏あん樹じゅに、これ以い上じょうムリをさせてはいけない。

（わかってんだけどな）

　だけど──状じょう況きょうは、春はる人との味み方かたをしてはくれないようだった。

「クォォォォオォン！」

　青せい龍りゅうが咆ほう哮こうする。

　と、前ぜん方ぽうに降ふりそそいでいたはげしい雨あめのつぶが、ふき飛とんだ。

「でかした、青せい龍りゅうっ！」

　春はる人とが呪じゅ符ふをかまえる。

　だけど、雨あま粒つぶがふき飛とんだのは、一いっ瞬しゅんだった。

　ふたたび、はげしい雨あめが春はる人とに襲おそいかかる。

（くっそ……方ほう法ほうはあるのに！）

　歯はがみしたとき、春はる人との背はい後ごから、気け配はいがした。

　ふりむくと、いくつもの竜たつ巻まきが、春はる人とのわきをすりぬけて、九く頭ず竜りゅうにむかって飛とんでいく。

（あれは……竜たつ巻まき!?　高たか野のの援えん護ごか……ありがたい！）

　竜たつ巻まきをかき消けす九く頭ず竜りゅうは、同どう時じに動うごいた春はる人とのねらいを把は握あくできずにいた。

「臨りん・兵びょう・闘とう・者しゃ・皆かい・陣じん・列れつ・前ぜん・行ぎょう！」

　春はる人とが呪じゅ符ふを片かた手てに、魔ま法ほう陣じんを空くう中ちゅうに描えがいていく。

「あらぶる魂たましいよ、静しずまれっ！」
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　春はる人との指ゆび先さきが、大おおきく印いんを切きる。

　と、魔ま法ほう陣じんは九く頭ず竜りゅうをかこうように大おおきくなり、空そらいっぱいに広ひろがった。

　光ひかりの魔ま法ほう陣じんが、まるで巨きょ大だいなあみのように、九く頭ず竜りゅうをとりかこみ、しばりつけていく。

「グギャァァァァァァ！」

　魔ま法ほう陣じんの中ちゅう心しんで、逃のがれようと暴あばれる九く頭ず竜りゅうは、小ちいさな大たい使しと陰おん陽みょう師じをにらみつけた。

「これを解とけ、こぞう！」

「イヤだね。まずは、大たい使しと話はなせよ」

　そう言いった春はる人との横よこに、杏あん樹じゅはフラフラと飛とんでくる。

　数かぞえきれないほど、空くうを蹴けりつづけた杏あん樹じゅの足あしからは、すっかり力ちからがぬけてしまっていた。

「安あ倍べくん……ほんとうにありがとう！」

　そして、杏あん樹じゅは九く頭ず竜りゅうにむきなおった。

「ごめんなさい、九く頭ず竜りゅう、手て荒あらなまねをして……」

「そう思おもうなら、これを解とけ！」

「いいえ、それは、できません。まずは落おちついて話はなしをさせてください。あなたは、あの日ひ、私わたしと話はなした九く頭ず竜りゅうですね？」

「そうだ。我われは、お前まえをゆるさぬ！」

「あの日ひ、私わたしたちは、あなたのためにできるだけのことをしたつもりです。いったい、なにがいけなかったのか、教おしえてくれませんか？」

　九く頭ず竜りゅうが魔ま法ほう陣じんの中なかで暴あばれるたび、強つよい雨あめが体からだに降ふりかかる。

　目めを閉とじてしまいたい衝しょう動どうにかられても、杏あん樹じゅは、じっと九く頭ず竜りゅうを見みつめたままでいた。

（今こん度どは、聞ききのがさない……）

　杏あん樹じゅの蒼あおい瞳ひとみが、まっすぐに九く頭ず竜りゅうの怒いかりに燃もえた目めをみつめた。

　しばらく荒あれくるっていた九く頭ず竜りゅうが、根こん負まけしたように、どなる。

「できるだけのことをした、だと？　ふざけるな！　我われは石せき碑ひを望のぞんだのではない！　信しん仰こうという名なの安あん息そくがほしかったのだ！　それを、このような不ふ完かん全ぜんなかたちで復ふっ活かつさせおって……ゆるさぬ！　ゆるさぬぞ、小こ娘むすめ！　きさまを末まつ代だいまで呪のろうてやる！」

「不ふ完かん全ぜん……」

　たしかに、石せき碑ひを建たてるのに、かなり時じ間かんをかけたものの、そのほかには、なにもできなかった。

　それでも、怪かい異いがやんだので、順じゅん調ちょうに終おわったのだと思おもっていた。

　それなのに──

（私わたしたちがやったことは、まちがってたの？）

（ボクの責せき任にんだ。ボクが光こう哉やの提てい案あんに乗のらなければ、こんなことには……）

　杏あん樹じゅの顔かおが青あおざめる。

「私わたしたちは……よかれと思おもって……」

「それは、きさまらの自じ己こ満まん足ぞくだ！　ふざけるな！　早はやく、ここから出だせ！　無ぶ礼れいで無む神しん経けいな小こ娘むすめめ！」

　暴あばれつづける九く頭ず竜りゅうのせいで、春はる人との作つくった魔ま法ほう陣じんに亀き裂れつが入はいった。

「食くうてやる！　いますぐにだ！」

「おい！」

　言こと葉ばを失うしなっている杏あん樹じゅを援えん護ごするように、春はる人とが口くちをひらく。

「だまって聞きいてりゃ、なんだよ、それ。自じ己こマンは、どっちだって話はなしだ」

「あん？」

「人にん間げんから信しん仰こうしてもらいたいなら、まずは自じ分ぶんの行こう動どうをあらためることだろ」

「なんだと？　こぞう、陰おん陽みょう師じだからと、なめた口くちを！」

「よく考かんがえてみろよ？　目め印じるしがないところに、消きえた信しん仰こうがもう一いち度どおこることはむずかしい。目め印じるしがあれば、そこから信しん仰こうが生うまれるかもしれない。その目め印じるしは、今こん回かい大たい使しが新あらたに作つくってくれた。高たか野のたちがやったことは、まちがってないはずだ！」

「安あ倍べくん……」

　おずおずと杏あん樹じゅが春はる人とを見みた、そのときだ。

「ふざけるなああああ！」

　九く頭ず竜りゅうがひときわ大おおきく咆ほう哮こうする。

　と、魔ま法ほう陣じんが音おとをたてて完かん全ぜんに壊こわれた。

「まずい！　高たか野の、よけろ！」

「……え」

　杏あん樹じゅたちの頭ず上じょうから、幾いく本ほんもの雷かみなりがまっしぐらに落おちてくる。

「きゃあああああっ！」

　顔かおをあげたときには、おそかった。




　　　　ドガガガーン！！！




　真ま上うえで炸さく裂れつした雷かみなりが、杏あん樹じゅめがけて落おち──

　雷らい光こうは、杏あん樹じゅの足あしもと……クツと化かしたシルフを直ちょく撃げきしたのだ！

　一いっ瞬しゅんにして真まっ黒くろになったクツが目めに入はいったとたん、杏あん樹じゅの体からだがグラリとかしいだ。

　シルフのクツがなければ、杏あん樹じゅはうかんでいられない。

「シルフ……シルフッ!?」

　浮ふ力りょくを失うしなった杏あん樹じゅの体からだは、そのまま、まっさかさまに落おちていく。

「──高たか野のっ！」

　青せい龍りゅうにまたがった春はる人とが、瞬しゅん時じに手てをのばす。

「あ、安あ倍べくんっ！」

　杏あん樹じゅの指ゆび先さきが、一いっ瞬しゅん、春はる人とに触ふれた──が、つかむことはできなかった。

（う、そ……）

　杏あん樹じゅをたたき落おとそうと、雨あま脚あしが強つよくなる。

　シルフという名なの翼つばさがなくなった杏あん樹じゅは、もはや落おちるのみだ。

　手てをのばしたままの春はる人とが、どんどん小ちいさくなって見みえた。

「いやああああああっ！」







　　　　18　嵐あらしをあやつれ！




（このまま、死しぬの……？）

　杏あん樹じゅは、ぎゅっと目めをつぶった。

　背せ中なかが地じ面めんにひっぱられる感かん覚かくに、はき気けすら覚おぼえる。

（私わたし、まちがってたんだ……思おもいあがって、九く頭ず竜りゅうの気き持もちなんて、考かんがえずに……）

　涙なみだがあふれてくる。

（自じ分ぶんのやってることは正ただしいって、そう思おもいこんで……九く頭ず竜りゅうの言いうとおりじゃない。私わたし、無ぶ礼れいで、無む神しん経けい、だ……）

　両りょう手てで顔かおをおおい、杏あん樹じゅは涙なみだが止とまらなかった。

　大たい使しになってから、いっしょうけんめいやってきた。

　自じ分ぶんはつねに正ただしいと思おもっていた。

　正ただしいことをしようと思おもって、行こう動どうしていた。

（でも……そうよ、シルフだって、言いってたじゃない。ヴィリが生せい気きを吸すわないのは、いいとかわるいとかじゃないって……）

　人にん間げんと精せい霊れいの橋はしわたしをすると意い気きごんでいたけれど、実じっ際さいは人にん間げんよりの考かんがえしかしていなかったのかもしれない。

（最さい低ていだ……私わたし！）

　このまま死しんだら、九く頭ず竜りゅうの怒いかりはおさまるのだろうか。

（それだったら、このまま──）

　ネガティブな考かんがえが、杏あん樹じゅの頭あたまの中なかを駆かけめぐる。

　そのときだ。

『いけないよ、杏あん樹じゅ。生いきてさえいれば、何なん度どだってやりなおせる。まちがいは、だれにだってあるんだ』

　おじいちゃんの声こえがした。

　お盆ぼんのときに話はなしたことを、杏あん樹じゅは思おもいだした。

（そうだ……私わたしたちは、まちがってた。まちがってたのに気きづいたんだから……なおさなきゃ！）

　両りょう手てをひらいた杏あん樹じゅの顔かおから、涙なみだが風かぜに飛とばされた瞬しゅん間かん、杏あん樹じゅの体からだがガクンとゆれた。

　だれかに、だきかかえられている感かん触しょくを感かんじる。

（安あ倍べくん……？）

　目めを開あける。

　と、そこには思おもいがけない人ひとの顔かおがあった。

「ヴィリ！」

　杏あん樹じゅをだきしめたヴィリが、不ふ敵てきなほほえみをうかべている。

「ヴィリ……どうして？」

「あんたこそ、平へい気きなの？」

　杏あん樹じゅは、まじまじとヴィリを見みた。

　かわいいから気きに入いっていると、ずっと言いっていた制せい服ふくを脱ぬぎ捨すて、本ほん来らいの飾かざり気けのないワンピースを着きている。

　多た少しょう、体からだが透すけているような気きがしなくもないが、はじめて会あった日ひのままだ。

「私わたしは平へい気き……いたたっ」

　我われにかえると、ヴィリにだきかかえられた腕うでに、激げき痛つうがはしった。

　見みると、ひどい傷きずを負おっていた。

　ほおや髪かみも、こげくさい。

　雷かみなりは直ちょく撃げきしないまでも、杏あん樹じゅの体からだをかすめていたのだ。

「それより、シルフは……!?」

　だきかかえられた杏あん樹じゅは、足あしもとを見みる。

　燃もえてこそいないが、真まっ黒くろにこげてしまっている。

「シ、シルフ……！」

　杏あん樹じゅの目めに、涙なみだがあふれる。

　脳のう内ないで聞きこえるはずのシルフの声こえは、あれっきり聞きこえない。

　沈ちん黙もくしたままだ。

　自じ分ぶんの体からだをクツにしているシルフ──そのクツが真まっ黒くろにこげているということは……まさか……！

「うそ、でしょ？　うそだって言いってよ！」

「あんたの代かわりに、雷かみなりを受うけたのね……」

「そんなことって……シルフ！　やだよ、もどってきて！」

　一いち度どはなれたあと、もう二に度どとこんなことにはしないと誓ちかったのに。

「いやだよ……私わたし、１人ひとりじゃ……！」

　ふるえる手てで、クツに手てをのばす。

　と、そのとき、頭あたまの中なかで声こえがした。

（いたたたた……油ゆ断だんするもんじゃないね）

（……シルフ!?）

（……あー。うん、ボク。ごめん、杏あん樹じゅ。ビックリさせちゃった？）

（だいじょうぶなの!?）

（あれ、言いわなかったっけ？　武ぶ器き化かしてるときは、宿やど主ぬし本ほん体たいがやられないかぎり、ボクたちは平へい気きなんだよね）

（そ、そうだったんだ……）

　ホッと胸むねをなでおろす。

　だけど──できれば、もっと早はやく言いっておいてほしかった。

（心しん臓ぞうが止とまりそうだったよ！）

（ごめんごめんってば。でも、もう油ゆ断だんはしない。反はん撃げき開かい始しだよ、杏あん樹じゅ！）

　浮ふ力りょくをとりもどした杏あん樹じゅは、ヴィリの手てからはなれた。

「ありがとう、ヴィリ。助たすかったよ」

「お礼れいを言いうのは、まだ早はやいわ。それに、どっちにしても、あんたには荷にが重おもい相あい手てでしょ。私わたしにまかせて」

「え？」

「嵐あらしをあやつるのは、私わたしなの。あんな、あまのじゃくな竜りゅうじゃない」

　ヴィリは、口くちもとに笑えみをうかべた。

　自じ信しんマンマンな、冷れい徹てつな笑えみ。

「そこで見みてなさい」

　言いって、そのままヴィリが高こう度どをあげ、ぐんぐんと上じょう昇しょうしていく。

「待まって、ヴィリ！」

　杏あん樹じゅが呼よんでも、ヴィリはふりかえることすらしない。

　むしろ、スピードをあげて、雷らい雲うんへとつっこんでいく。

「待まちなさい、ヴィリ！　ムリしたら、ダメだって！」

　杏あん樹じゅは、痛いたむ腕うでをおさえながら、ヴィリのあとについていく。

　上じょう空くうでは、雷らい雲うんの中なか──春はる人とが１人ひとり、必ひっ死しに九く頭ず竜りゅうと戦たたかっていた。

「てめぇ、ぜってーゆるさないからなっ！」

「無む駄だなこと。小こ娘むすめは、いまごろひしゃげておるわ。お前まえもつづけ！」

「……ざんねんね。杏あん樹じゅは生いきてるわよ」

　春はる人とと九く頭ず竜りゅうのあいだに、ヴィリが割わって入はいった。

「大たい使しと陰おん陽みょう師じ……あんたたち、いっしょにいて。バラバラになられると、邪じゃ魔まだから」

「おまえは、何なに者ものだ？」

　九く頭ず竜りゅうが、ヴィリのすがたを確かく認にんする。

「ちまっこい人にん間げん風ふ情ぜいが、ぞろぞろとたてつきおって、こざかしい！」

「ふん。あんたには、精せい霊れいと人にん間げんの区く別べつもつけられないのね。たかが知しれてるわ！」

「人ひと型がたの精せい霊れいは弱よわいと決きまっている！」

「バカじゃないの？　そんなんだから、信しん仰こうされないのよ」

「なんだとっ！」

「今こん回かいの件けんは、大たい使しのせいじゃないわ。完かん全ぜんに、あんたの性せい格かくのせいね」

　そう言いうと、ヴィリが両りょう手てを前まえにつきだした。

　小ちいさな雷らい雲うんがあらわれる。

「嵐あらしってのはね、こうやって使つかうのよ！」
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　バチバチと雷らい光こうをはなっている雲くもを、九く頭ず竜りゅうに投なげつけた。

「こしゃくな」

　九く頭ず竜りゅうが雲くもを破は壊かいした。

　しかし、ヴィリの顔かおからはよゆうの笑えみが消きえない。

「これなら、どう？」

　雷らい雲うんをいくつも出だすと、ヴィリが小こ声ごえでなにかをつぶやいた。

　雨あま音おとが強つよく、聴ちょう覚かくのするどい杏あん樹じゅでも聞ききとれないほど小ちいさく。

　雲くもが、サーッと九く頭ず竜りゅうのまわりをとりかこんでいく。

「嵐あらしをつかさどる我われに、同どう系けいで対たい抗こうするとは！」

　ヴィリがほほえんだ。

「[image: ]ハガラズ！」

　そう言いって、ウィンクをする。

　と同どう時じに、帯たい電でんしていた雷らい雲うんが、いっせいに九く頭ず竜りゅうにはなたれる。




　　　　ドガガガーン！！！！！




　すさまじい音おとに耳みみをつらぬかれて、杏あん樹じゅたちは倒たおれこみそうになった。

　目めを開あけていられないほどの、紫むらさきがかった光ひかりが空そら全ぜん体たいをおおいつくす。

「グォォォォオォォォォ……」

　九つの頭あたまはうなだれ、九く頭ず竜りゅうは動うごかなくなった。

「いまのって……」

　絶ぜっ句くする春はる人との横よこで、杏あん樹じゅは目めを丸まるくした。

　九く頭ず竜りゅうでなければ、丸まるこげになっている。

「ちょっと、ヴィリ！　やりすぎっ！」

　はなれた場ば所しょで見みていた杏あん樹じゅは、九く頭ず竜りゅうに駆かけよった。

「だいじょうぶですか？」

　ぎこちなく、フラフラとひとつの頭あたまがあがる。

「やりおるな……世せ界かいには、まだまだ我われより強つよいものがおるとは、知しらなんだ」

　そう言こと葉ばをはきだして、九く頭ず竜りゅうは杏あん樹じゅを見みた。

「……我われは、存そん在ざいを知しってほしかった」

「わかってます。私わたしがまちがっていました。ごめんなさい……」

　やさしく言いうと、杏あん樹じゅは九く頭ず竜りゅうの鼻はな先さきをなでた。

「神じん社じゃの再さい建けん、そして信しん仰こうを復ふっ活かつしてもらえるよう、地じもとの妖よう怪かいたちにたのんでみます。そうだ！」

　杏あん樹じゅはふりかえって、春はる人とに視し線せんをうつした。

「陰おん陽みょう師じにおねがいがあります。神じん社じゃの再さい建けんの手て配はい、おねがいできますか？」

「お、おう！　約やく束そくする、まかせとけよ」

　ドンッと胸むねをたたいて、むせる春はる人とを見みて、杏あん樹じゅは笑わらった。




　一いっ方ぽう──

　学がっ校こうでは、大おおきな地じ鳴なりを感かんじた光こう哉やが、ファンの目めを盗ぬすみ、外そとへと飛とびだしてきた。

（いまの光ひかり……なんだったんだ？）

　停てい電でんをおこすほどの紫し電でんを見みた瞬しゅん間かん、不ふ安あんがフツフツと湧わいてきたのだ。

（雨あめは……）

　まだ降ふりつづいている。

（杏あん樹じゅたちは、まだやってんのか……）

　目めを細ほそめ、空そらを見みあげる。

　雷らい雲うんのすきまから、人ひと影かげが見みえた。

（春はる人とは間まにあったのか？　つーか、こんなときにヴィリはどこに行いってんだ！）

　グッとこぶしをにぎりしめる。

「こんなときだってのに、オレは……なんもできねぇのかよ……」

　ギリギリと歯はがみしても、動うごけないものは動うごけないのだ。

　正しょう体たいがバレるわけにはいかない。

　こんな一いち大だい事じでも動うごけない。

　にぎりしめたこぶしが、フルフルとふるえだす。

「ちくしょう！」

「……光こう哉や」

　そのとき、頭ず上じょうから、小ちいさな声こえが聞きこえた気きがした。

　小ちいさいけれど、いつも聞きいている少しょう女じょの声こえだ。

　光こう哉やはバッと顔かおをあげた。

「ヴィリ、か？」

　だけど、見みまわしてもすがたは見みえない。

「どこだ？　なにしてんだよ！」

　問といかけても答こたえは返かえってこない。

「ヴィリ……」

　光こう哉やの顔かおが雨あめでぬれていく。

　冷つめたくなっていくほおを、フワッとした風かぜがなであげた。

「ありがとう……ごめんなさい……」

「どういうことだ──ヴィリ！」

　光こう哉やがいくらさけんでも、ヴィリはどこにもあらわれなかった。

「ヴィリィィィィィィィィ！」
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　　　　19　どういうこと？




「おにいちゃん？」

　九く頭ず竜りゅうが雷らい雲うんとともに帰かえっていくのを見みおくっていた杏あん樹じゅは、ふと眼がん下かを見みおろした。

「どうした？」

　春はる人とがけげんな表ひょう情じょうをうかべる。

「いま、おにいちゃんが……ヴィリを呼よんでたような……」

　そう言いった、次つぎの瞬しゅん間かん──杏あん樹じゅの表ひょう情じょうが、凍こおりつく。

「ヴィリ……ヴィリは？」

　さっきまで、そこにうかんでいたはずのヴィリが、どこにもいない。

「ヴィリ、どこ？」

　あたりを見みまわしても、すがたは見みえない。

　というか、気け配はいすら感かんじない。

「え……いやだ……どこ？　どこよぉ！　ヴィリ！」

　顔がん面めん蒼そう白はくの杏あん樹じゅを見みて、春はる人ともあわてて、あたりを見みまわす。

　九く頭ず竜りゅうのつれてきた暗あん雲うんが消きえうせ、あたりは、もとどおりの透すきとおった空そらがもどりつつある。

　カランを閉しめたように、大おお雨あめもやんだ。

　いまにも、生せい徒とたちがようすを見みに校こう舎しゃから出でてきそうだ。

「高たか野の、降おりよう！　まずい！」

　見みあげた空そらに、体たい操そう服ふくの２人ふたりがうかんでいるなんて、ありえない。

　けれど、杏あん樹じゅはわれをわすれて首くびをふった。

「やだ！　だって、ヴィリが……」

　小ちいさく息いきをはくと、春はる人とが杏あん樹じゅを見みつめた。

「限げん界かいだった体からだで、あんだけの力ちからを使つかったんだぞ？　もう……あいつは……」

「そんな……そんなわけない！」

「高たか野の!!」

　春はる人とが制せい止しするのも聞きかず、杏あん樹じゅはまだ残のこっている雲くもの合あい間まを探さがしまわった。

　九く頭ず竜りゅうは疲ひ弊へいしたと言いって、早そう々そうに箱はこ根ねへと帰かえってしまっている。

　嵐あらしを呼よぶ、ぶあつい雲くもは九く頭ず竜りゅうとともに消きえさって、太たい陽ようが校こう庭ていを照てらしはじめた。

「高たか野の、降おりるぞ！　このまま、空そらにいるのは危き険けんだ！」

「いやだ！　ヴィリが、まだ──」

　だだをこねる杏あん樹じゅの腕うでを、春はる人とが痛いたいほど強つよくひっぱった。

　いきおいで、春はる人との顔かおが目めの前まえに来くる。

「いいかげんにしろよ！　だれかに見みられて、正しょう体たいがバレたら、どうすんだ？」

「……だって……ヴィリに、まだお礼れいも言いってないのに」

　杏あん樹じゅのほおに、涙なみだがこぼれる。

　それを見みて、春はる人とのいきおいがなくなっていく。

「泣なくなよ」

「……ご、ごめん」

　手てでぬぐっても、涙なみだは止とめどなくあふれてくる。

（私わたしが、もっとうまくやれてたら……）

　ヴィリは最さい後ごの力ちからを使つかわずに、まだ人にん間げん界かいにいられたかもしれないのに。

　せめて、最さい後ごの時じ間かんを、光こう哉やとすごすことくらいは、叶かなったかもしれないのに。

　後こう悔かいしても、しきれない。

　泣なきつづける杏あん樹じゅの両りょう肩かたに、春はる人との手てがのった。

　言いいきかせるように、春はる人とが言いう。

「いいか？　あいつ──ヴィリがなんで、最さい後ごの力ちからをふりしぼって、高たか野のの協きょう力りょくをしたと思おもってる？」

「なんでって……」

「おまえの、大たい使しとしての働はたらきをおうえんしたかったからだろ！　おまえの力ちからになりたかったから、協きょう力りょくしてくれたんだろ！」

「…………」

「ここでバレたら、ヴィリの気き持もちはどうなる？」

「ヴィリ……」

　杏あん樹じゅは目めを閉とじた。

　いつも、ツンケンしてたヴィリ。

　だけど、ここぞというときは、お姉ねえさんぶって協きょう力りょくしてくれていた。

　光こう哉やの妹いもうとだから、とかではなく、大たい使しとしての杏あん樹じゅのおうえんをしてくれていた。

「そうだね……ごめん、とり乱みだして」

「わかったなら、いいんだ。降おりるぞ」

　春はる人とに手てを引ひかれ、杏あん樹じゅたちは人ひと目めにつかない校こう舎しゃの裏うらへと降おりたった。

「ここらへんで、いいか」

　春はる人とはあたりを見みまわし、印いんを切きると──空くう中ちゅうに青あお白じろい円えん陣じんがあらわれる。

「青せい龍りゅう、おつかれ」

「では」

　円えん陣じんの中なかに吸すいこまれるように、青せい龍りゅうが消きえていった。

「ほら、高たか野のもクツをはきかえないと」

「う、うん……」

　と返へん事じをしたはいいものの、かんじんのクツがない。

「くつ箱ばこん中なかか？」

「どこだろ……どっかで脱ぬいだと思おもうんだけど……」

　こまったような表ひょう情じょうをうかべる杏あん樹じゅを見みて、春はる人とはほほえんだ。

「オレが探さがしてくるよ」

「でも──」

「ついでに、救きゅう急きゅう箱ばこも持もってくるよ。そのケガ、どうしてできたのか、理り由ゆうを考かんがえといたら？」

「あ、そっか……どうしよう」

　九く頭ず竜りゅうにやられました。

　雷かみなりに打うたれました。

　なんて正しょう直じきに答こたえることはできない。

「１人ひとりでムチャしようとしたツケだな」

「だって……おにいちゃんは、ほら……声こえかけられる状じょう況きょうじゃなかったし」

「あのなぁ……」

　春はる人とがため息いきをつく。

「そういうときは、オレを呼よべよ」

「え？」

「今いままでだって、協きょう力りょくしてきただろ？　力ちからになるから、もっとたよってくれよ」

「あ……ありがとう」

　涙なみだをうかべたまま、それでも笑え顔がおになった杏あん樹じゅを見みて、春はる人との顔かおが赤あかくなっていく。

「そ、そうだ……救きゅう急きゅう箱ばこ！　それとクツな！」

　早はや口くちでそう言いって、春はる人とは校こう舎しゃのほうへと駆かけていった。

（杏あん樹じゅ、手ての甲こう……気きをつけてね）

　シルフの声こえに、杏あん樹じゅは右みぎ手てを見みた。

　金きん色いろの十じゅう字じ架かを模もした紋もん様ようは、いまだ光ひかりつづけている。

「ここにも、包ほう帯たい巻まかなきゃね……」

　手ての甲こうをこすった、そのとき。

「……ん？」

　杏あん樹じゅは、背はい後ごから聞きこえた小ちいさな物もの音おとを聞ききのがさなかった。

　校こう舎しゃの裏うら──植うえられた木き々ぎのあいだで、葉はずれの音おとがする。

　風かぜでこすれた音おとじゃない。

「だ、だれ──もしかして、ヴィリ？」

　まだ望のぞみを捨すてきれていなかった杏あん樹じゅは、パッと表ひょう情じょうを明あかるくさせた。

「ぶじだった……え！」

　ふりかえった先さき──そこには。

「里さと美み!?　百ゆ合りも！」

　目めを丸まるくする杏あん樹じゅとは対たい照しょう的てきに、里さと美みはけげんな顔かおで、百ゆ合りはもうしわけなさそうに杏あん樹じゅを見みている。

　それは……うたがいのまなざし。

　杏あん樹じゅの胸むねが、はやがねを打うつ。

（ど、どうしよう……っていうか、いつからうしろに？）

　笑わらおうと思おもっても、うまく笑わらえない。

　顔かおがかたまってしまったように、動うごかない。

（バレた……絶ぜっ対たいに、気きづいてる！）

　とっさに手ての甲こうをかくす。

（どうしたら、ごまかせる？）

　頭あたまの中なかで、いろいろな理り由ゆうがうかびあがる。

　避ひ難なんする途と中ちゅうにころんでケガをした……？

　右みぎ手ての紋もん様ようは、貼はるタイプの新あたらしいタトゥーで試ためしに付つけてみた……？

　安あ倍べくんとの会かい話わは……

（……ダメだ）

　どれも信しんじてもらえそうにない。

「ふ、２人ふたりとも……」

「杏あん樹じゅ──」

「なっ、なに？」

　いつも元げん気きなはずの里さと美みの声こえが、いまはボソボソとしか聞きこえない。

　杏あん樹じゅは、じっと里さと美みを見みつめた。

　こんなときに使つかいたくなかったけれど……使つかう気きもなかったけれど……里さと美みの声こえを聞ききのがすまいと、杏あん樹じゅのするどい聴ちょう覚かくが発はつ動どうする。

「私わたし、見みちゃった……いまの」

「里さと美み……」

　返かえす言こと葉ばがない。

　なんて切きりだせばいいのかも、思おもいうかばない。

（どうする……どうするの、私わたし！）

　正しょう直じきに話はなそうか。

　里さと美みと百ゆ合りなら、信しんじてくれるかもしれない。

　でも、信しんじてもらったとして……受うけ入いれてもらえるの？

　正しょう直じきに話はなして、里さと美みも百ゆ合りもいなくなっちゃったら……？

　もう頭あたまの中なかがグチャグチャだった。

　逃にげだしたい。

　そんな衝しょう動どうにかられる。

「杏あん樹じゅ……」

　かすかに聞きこえてきた声こえは、風かぜにかき消けされてしまった。

「あなたはいったい──」







　Ｄｅａｒディア　この本ほんを手てにとってくれたみんな




　こんにちは。

　川かわ崎さき美み羽うです。

　前まえの巻かんが発はつ売ばいしてから、半はん年とし。

　この日に本ほんでは、いろいろなことがおこりました。

　また現げん在ざい進しん行こう形けいで、落おちつかない日ひ々びが続つづいています。

　この巻かんのあとがきを前まえに、どうしようか悩なやみましたが……ある一いっ通つうの手て紙がみを紹しょう介かいしたくて、今こん回かいはこのような形かたちにさせてもらいます。

　私わたしの手て元もとに届とどいた手て紙がみ、一いち部ぶ抜ばっ粋すいして紹しょう介かいしますね。




「３月がつの震しん災さいから、笑わらえなくなってしまいました。寝ねることもできず、どうしたらいいか分わかりません。─（中ちゅう略りゃく）─避ひ難なんしている学がっ校こうの図と書しょ館かんで、アンジュを知しりました。久ひさしぶりに泣なきました。おもしろかったです。ありがとう」




　ご返へん事じを送おくろうと思おもいましたが、住じゅう所しょが書かかれていませんでした。

　がんばって、と言いうのはかんたんです。

　大だい丈じょう夫ぶだよ、なんて無む責せき任にんなことも言いえません。

　ただ、どうしてもみんなに伝つたえたくて、今こん回かいのお話はなしでは、あるメッセージを込こめました。

　それを読よみとってもらって、みんなに私わたしの気き持もちが届とどけばいいな、と思おもっています。




　この状じょう況きょうで、みんなのお父とうさんやお母かあさん、まわりの人ひともがんばっています。

　もちろん、私わたしも微び力りょくながら応おう援えんしています。

　それでも、心こころの奥おくが痛いたむこともあるでしょう。

　そうなったとき、まわりの人ひとや……私わたしでもいいので、思おもっていることや抱かかえている気き持もちを教おしえてください。

　かならず……できるかぎり、力ちからになるので。




　さて。

　よくお手て紙がみで、春はる人との恋れん愛あい事じ情じょうを聞きかれることが多おおいのですが。

　じつは、これ。

　この10月がつに、角かど川かわつばさ文ぶん庫こから発はつ売ばいされる、「初はつ恋こい」をテーマにしたアンソロジー本ぼんで、明あかされます！

　春はる人との恋れん愛あい事じ情じょうが気きになる子こはもちろん、ほかの作さっ家かさんの小しょう説せつも、いろいろ読よんでみたいなっていう子こは、手てにとってみてね。

　そして、読よんだらぜひ、感かん想そうを！

　あて先さきはコチラ。


　　　　　〒１０２─８０７８　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み１－８－19

　　　　　株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ　川かわ崎さき美み羽う






　みんなを待またせてばかりの、「ヴァンパイア大たい使しアンジュ」ですが、次つぎは冬ふゆに会あえると思おもいます。

　どんな話はなしになるのか、ワクワクしながら待まっていてください。

　それでは、また。


Ｆｒｏｍフロム　川かわ崎さき　美み羽う　
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川崎美羽／作


１９８２年生まれ、横浜在住の水瓶座Ａ型。運命のイタズラで物書きになる。ふわふわしたものや、けもけもしたものが好き。現実逃避で行くのは湾岸線ドライブ。アニメ「.hack//Roots」のシリーズ構成を手がけたほか、ノベライズも担当。






近衛乙嗣／絵


帝都在住のイラストレーター。挿絵を担当した作品に『エイティエリート』（角川スニーカー文庫）、『撃墜魔女ヒミカ』（電撃文庫）、『ゴッデス！』（ＨＪ文庫）、『RIGHT×LIGHT』（ガガガ文庫）などがある。


















装丁　ムシカゴグラフィクス










ヴァンパイア大たい使しアンジュ⑥




精せい霊れいの恋こいは、いのちがけ!?の巻まき








作さく　川かわ崎さき美み羽う

絵え　近この衛え乙おと嗣つぐ
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